
Ⅱ　天気図のみかた
（本書に掲載した天気図類）

天気図名 図の種類 地域 数字
1　実況図
アジア太平洋域地上天気図 AS Analysis Surface 地上解析 AS Asia アジア
日本周辺域地上天気図 SP Spot 速報 AS Asia アジア
アジア850hPa天気図 AU Analysis Upper 上層解析 PQ Western North Pacific 北西太平洋 78 700hPa，850hPa
アジア700hPa天気図 AU Analysis Upper 上層解析 PQ Western North Pacific 北西太平洋 78 700hPa，850hPa
アジア500hPa天気図 AU Analysis Upper 上層解析 PQ Western North Pacific 北西太平洋 35 300hPa，500hPa
北半球500hPa高度・気温天気図 AU Analysis Upper 上層解析 XN Northen Hemishere 北半球 50 500hPa
アジア300hPa天気図 AU Analysis Upper 上層解析 PQ Western North Pacific 北西太平洋 35 300hPa，500hPa
北太平洋300hPa高度・気温・風図 AU Analysis Upper 上層解析 PN North Pacific 北太平洋 30 300hPa
アジア太平洋250hPa高度・気温・風図 AU Analysis Upper 上層解析 PA Pacific 太平洋 25 250hPa
アジア太平洋200hPa高度・気温・風・圏界面図 AU Analysis Upper 上層解析 PA Pacific 太平洋 20 200hPa
極東500hPa高度・渦度解析図 AX Analysis Miscellaneous 種々の解析 FE Far East 極東 578 500hPa，700hPa，850hPa
極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流解析図 AX Analysis Miscellaneous 種々の解析 FE Far East 極東 578 500hPa，700hPa，850hPa
高層断面図 AX Analysis Miscellaneous 種々の解析 JP Japan 日本 130140 東経130度，東経140度

2　予想図
極東500hPa高度・渦度予想図 FX Forecast Miscellaneous 種々の予想 FE Far East 極東 502/504/507 500hPa地上 24時間，48時間，

72時間予想
極東地上気圧・風・降水量予想図 FX Forecast Miscellaneous 種々の予想 FE Far East 極東 502/504/507 500hPa地上 24時間，48時間，

72時間予想
極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流
12・24・46・・48・72時間予想図 FX Forecast Miscellaneous 種々の予想 FE Far East 極東 5782/5784/577 500hPa，700hPa，850hPa 

24時間，48時間，72時間予想
極東500hPa気温，700hPa湿数予想図 FX Forecast Miscellaneous 種々の予想 FE Far East 極東 5782/5784/577 500hPa，700hPa，850hPa 

24時間，48時間，72時間予想
日本850hPa相当温位・風12・24・36・
48時間予想図 FX Forecast Miscellaneous 種々の予想 JP Japan 日本 854 850hPa 12・24・36・48時間

予想
アジア地上海上悪天24・48時間予想天気図 FS Forecast Surface 地上予想 AS Asia アジア 24/48 24時間，48時間予想図
アジア太平洋500hPa高度・気温・風24時間予想図 FU Forecast Upper 上層予想 PA Pacific 太平洋 502 500hPa 24時間予想図
アジア太平洋400hPa高度・気温・風24時間予想図 FU Forecast Upper 上層予想 PA Pacific 太平洋 402 400hPa 24時間予想図
アジア太平洋300hPa高度・気温・風24時間予想図 FU Forecast Upper 上層予想 PA Pacific 太平洋 302 300hPa 24時間予想図
アジア太平洋250hPa高度・気温・風24時間予想図 FU Forecast Upper 上層予想 PA Pacific 太平洋 252 250hPa 24時間予想図
台風予報図 WT Typhoon Forecast 台風予報 AS Asia アジア 12 120時間予想図
短期予報解説資料



3　週間予報，季節予報資料

アジア地上気圧，850hPa気温予想図 FE Forecast Extended 週間予想 AS Asia アジア
02/04/09/12/
14/06/19/21/

24/26

24，48，72，96，120，144，
168，192，216，240，
264時間予想図

アジア500hPa高度・渦度予想図 FE Forecast Extended 週間予想 AS Asia アジア
502/504/507/509/
512/514/516/519/

521/524/526

500hPa 24，48，72，96，
120，144，168，192，216，
240，264時間予想

週間アンサンブル予想図 FE Forecast Extended 週間予想 FE Far East 極東 19 192時間予想図
週間予報支援図（アンサンブル） FZ Forecast CX 50
週間予報支援図 FX Forecast Miscellaneous 種々の予想 XN Northen Hemishere 北半球 519 500hPa，850hPa 192時間予報
週間天気予報解説資料
２週間気温予報資料（１）実況解析図 FC Forecast Climate 季節予報 VX 21 ２週間気温予想資料１
２週間気温予報資料（２）北半球予想図・高偏差確率 FC Forecast Climate 季節予報 VX 22 ２週間気温予想資料２
２週間気温予報資料（３）熱帯・中緯度予想図 FC Forecast Climate 季節予報 VX 23 ２週間気温予想資料３
２週間気温予報資料（４）各種時系列 FC Forecast Climate 季節予報 VX 24 ２週間気温予想資料４
２週間気温予報　解説資料 FC Forecast Climate 季節予報 XX 特定領域なし 91
１か月予報資料（１）実況解析図 FC Forecast Climate 季節予報 VX 11 １か月資料１
１か月予報資料（２）北半球予想図 FC Forecast Climate 季節予報 VX 12 １か月資料２
１か月予報資料（３）スプレッド・高偏差確率 FC Forecast Climate 季節予報 VX 13 １か月資料３
１か月予報資料（４）各種時系列 FC Forecast Climate 季節予報 VX 14 １か月資料４
１か月予報資料（５）熱帯・中緯度予想図 FC Forecast Climate 季節予報 VX 15 １か月資料５

4　航空気象用天気図
国内悪天解析図 AB Analysis Significant Weather 悪天解析 JP Japan 日本
国内悪天予想図 FB Forecast Significant Weather 悪天予想 JP Japan 日本
国内悪天12時間予想図 FB Forecast Significant Weather 悪天予想 JP Japan 日本
国内航空路6・12時間予想断面図 FX Forcast Miscellaneous 種々の予想 JP Japan 日本 106/112 6時間，12時間予想図
国際航空用悪天予想図　M領域（太平洋）24時間予想図 PG 悪天予想図 DE M領域（太平洋）
国際航空用風・気温予想図　E領域（アジア，オ
ーストラリア）250hPa風・気温24時間予想図 PW 風・気温予想図 GE E領域（アジア，

オーストラリア） 25 250hPa
広域雲画像情報 TS Temperature Satellite 雲解析 AS 符号 1/2 北半球/南半球

5　船舶用天気図
沿岸波浪実況図 AW Analysis Ocean Wave 波浪解析 JP Japan 日本
沿岸波浪24時間予想図 FW Forecast Ocean Wave 波浪予想 JP Japan 日本
沿岸波浪12・24・36・48時間予想図 FW Forecast Ocean Wave 波浪予想 JP Japan 日本 01/02/03/04 12時間，24時間，36時間，48時間
外洋波浪解析図 AW Analysis Ocean Wave 波浪解析 PN North Pacific 北太平洋
外洋波浪24時間予想図 FW Forecast Ocean Wave 波浪予想 PN North Pacific 北太平洋
外洋波浪12・24・48・72時間予想図 FW Forecast Ocean Wave 波浪予想 PN North Pacific 北太平洋 T=12，24，48，72 12時間，24時間，48時間，72時間
北西太平洋海面水温解析図 CO Climatic date Ocean 海洋の平均図 PQ Western North Pacific 北西太平洋 1
北西太平洋海面水温偏差図 CO Climatic date Ocean 海洋の平均図 PQ Western North Pacific 北西太平洋 2
全般海氷情報 ST Sea-ice information 海氷 PN North Pacific 北太平洋
北西太平洋海流・表層水温解析図 SO Oceanographic data 海洋 PQ Western North Pacific 北西太平洋
西太平洋850hPa・200hPa流線解析図 AU Analysis Upper 上層解析 XT Tropical belt 熱帯域 85，20 850hPa，200hPa
西太平洋850hPa流線24・48時間予想図 FU Forecast Upper 上層予想 XT Tropical belt 熱帯域 852/854 850hPa24時間，48時間予想図



１　実況図

１.１ アジア太平洋域地上天気図（ASAS）   50
１.２ 日本周辺域地上天気図（SPAS）   56
１.３ アジア850hPa天気図（AUPQ78）   58
１.４ アジア700hPa天気図（AUPQ78）   64
１.５ アジア500hPa天気図（AUPQ35）   68
１.６ 北半球500hPa高度・気温天気図（AUXN50）   72
１.７ アジア300hpa天気図（AUPQ35）   76
１.８ 北太平洋300hPa高度・気温・風図（AUPN30）   80
１.９ アジア太平洋250hPa高度・気温・風図（AUPA25）   82
１.10 アジア太平洋200hPa高度・気温・風・圏界面図（AUPA20）   84
１.11 極東500hPa高度・渦度解析図（AXFE578）   88
１.12 極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流解析図（AXFE578）   92
１.13 高層断面図（AXJP130.，AXJP140）   96
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アジア太平洋域地上天気図

24時間以内に発生が予想される低気圧
発生後東北東へ15KTで進むと予想される

台風2022年第20号　NESAT
中心気圧　994hPa
中心位置　北緯19.0度　東経123.2度
位置は正確
西へ10KTで移動
最大風速　中心付近　40KT　最大瞬間風速　60KT
次の24時間以内に
中心付近では最大50KTが予想される
北西側180NM　その他の方向では120NM以内では
最大瞬間風速70KTが予想される

高気圧の中心
中心気圧1040hPa
移動方向　南東
移動速度　10KT

低気圧の中心
中心気圧1010hPa
移動方向　南東
移動速度　ゆっくり

台風第20号の中心が
16日12UTCに予想
される位置

（確率は70％）

等圧線
太実線 20hPa毎

等圧線
細破線 2hPa毎

等圧線
細実線 4hPa毎

地上気象観測値
（東京）

距離（NM）と
緯度との関係図

注釈
（詳細は本文参照） 海上濃霧警報

海上暴風警報

閉塞前線

寒冷前線
温暖前線

海上濃霧警報の
対象範囲
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1.1　�アジア太平洋域地上天気図 
［気圧配置の概要を把握］

（１）略号
ASAS
AS：アジア（Asia）
AS：地上解析（Analysis Surface）

（２）記号およびその内容
　①カラーと白黒画像の天気図
　気象庁HPには，海陸や天気図記号などを着色して識別しやすくしたカラ
ー画像とFAX送信で利用することを考慮した白黒画像の天気図を掲載して
いる（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/ASAS_kaisetu.
html）。
　②英文表記，協定世界時＊1を使用
　この天気図は，国内だけでなく国外の気象業務を行う機関，船舶，航空機
などにおいて広く利用されることを主な目的としているため，高・低気圧の
記号や速度，台風（熱帯低気圧）などのコメント文は英文表記としている。
速度はノット（KT）を用いている。時刻は世界共通の標準時（協定世界時）
を用いている。天気図の左上部と右下部に観測データの観測時刻を表示して
いるが，例えば「211200UTC FEB. 2022」は，2022年２月21日12時00分

（協定世界時）を示している。日本時間に換算すると，９時間をプラスし，
同日21時00分となる。
　③予報官が解析した天気図
　予報官が解析した地上天気図で，解析時刻は，00，06，12，18UTC（協
定世界時）の１日４回解析する。
　④等圧線
　1000hPaを基準に，4hPa毎に実線で，20hPa毎に太実線で示す。等圧線

の間隔が広い場合は必要に応じて2hPa線を破線で補う。
　⑤高気圧，低気圧
　高気圧（低気圧）の中心には×印，Ｈ（Ｌ）の記号および中心気圧（高・
低気圧の一番内側の閉じた等圧線の示度が中心気圧）を示す。ただし，高圧
部，低圧部については×印は付けない。高気圧（低気圧）の進行方向を矢印
で図示し，先端に進行速度を示す。進行速度はKT単位の数値で示す。進行
速度が5KT以下の場合で，方向が定まったときはSLW（slowly）として方向
を示し，方向が決まらないときはALMOST STNR（stationary）とする。停
滞の場合はSTNRとする。
　天気図上に表示する高気圧および低気圧の種類と最大風速の関係を，第１
表に示す。
　暴風や強風を伴う低気圧（熱帯低気圧（台風）を除く）の発生が観測時刻
から24時間以内に予想される場合に，発生が予想される低気圧の観測時刻
から24時間後における位置を，予報円と「New L（EXPECTED）」という表
記で示すとともに，その移動方向・速度もあわせて示す。
　⑥前線
　天気図上に前線を第１図のように示す。
　⑦全般海上警報＊2

　海上の船舶の安全のために，気象庁から海上の船舶を対象に全般海上警報
が発表される。「全般海上警報」を補足する図情報としての役割を持ってい
るため，観測時刻から24時間先までを対象とした，海上警報の発表状況な
どを示している。
　海上警報の対象領域指定の仕方には，以下の３種類がある。低気圧，台風，
前線，卓越風，濃霧などに関して全般海上警報が発表されている場合には，
該当する気圧系（高気圧，低気圧，台風等を指す）の近くに第２表の記号を

第１表　高気圧および低気圧の種類と最大風速
H 高気圧
L 低気圧

TD 熱帯低気圧（Tropical Depression） 風速34KT未満
TS 台風（Tropical Storm） 風速34KT以上48KT未満
STS 台風（Severe Tropical Storm） 風速48KT以上64KT未満
T 台風（Typhoon） 風速64KT以上
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1.1　アジア太平洋域地上天気図　

示す。該当する気圧系で示せない場合は，海上警報の対象区域を緯度経度で
区切った波線の枠で示す。特に海上濃霧警報（FOG［W］）の場合，現象が
広範囲にわたるため気圧系ではなく，波線の枠で示すことが多い。また，地
形で区切られた６海域（オホーツク海・日本海・ボッ海・黄海・東シナ海・
南シナ海）は海域毎に示す。
　⑧台風または発達した低気圧（以下台風等という）
　全般海上暴風警報，全般海上台風警報および台風に関する全般海上強風警
報が発表されている場合には，該当する低気圧（発達した低気圧）や台風の

中心気圧，中心位置，警報事項などの記事を示す。あわせて予想位置を予報
円で示す。
　予報円は，予想時刻に台風等が到達する範囲（中心が入る確率70％以上
の範囲）を破線の円で示し，台風等の中心と予報円の接線を実線で結ぶ。原
則として，12時間後，24時間後の予報円を示す（第２図）。ただし，移動速
度が遅く予報円が重なるような場合，または，方向や速さに大きい変化が見
込まれない場合などは，12時間後は省き，24時間後のみを表示する。速度
5KT以下で方向が判明しているとき（SLW）は，予報円を表示するが，ほと
んど停滞（ALMOST STNR）については示さない。また予報円の付近に予想
された時刻を協定世界時（UTC）で記入する。
　また，暴風や強風を伴う低気圧（熱帯低気圧（台風）を除く）の発生が観
測時刻から24時間以内に予想される場合に，発生が予想される低気圧の観
測時刻から24時間後における位置を，予報円と「New L（EXPECTED）」と
いう表記で示すとともに，その移動方向・速度もあわせて示す。
　⑨代表地点の天気（SYNOP）
　陸上および海上の代表地点の気温，露点温度，天気，雲の形や量，風向・
風速，視程，気圧変化等を，国際式天気記号を用いて第３図の形式で示す。

第２表　全般海上警報の種類と記号
記号 種類 発表基準

FOG［W］ 海上濃霧警報
FOG WARNING

視 程（ 水 平 方 向 に 見 通 せ る 距 離 ）0.3 海 里（ 約
500m）以下，瀬戸内海は0.6海里（約1000m以下）

［W］ 海上風警報
WARNING 風速28KT以上34KT未満（14～16m/s）

［GW］ 海上強風警報
GALE WARNING 風速34KT以上48KT未満（17～24m/s）

［SW］ 海上暴風警報
STORM WARNING

低気圧：風速48KT以上（25m/s以上）台風：風速
48KT以上64KT未満（25～32m/s）

［TW］ 海上台風警報
TYPHOON WARNING 台風による風が風速64KT以上（33m/s以上）

現在，基準値に達しているか，今後24時間以内に基準値に達することが予想される場合に発表さ
れる。

第２図　台風等の予報円

第１図　前線等の記号
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（３）解析のポイント
　①総観スケールの気圧配置の概要を大きくつかむ
　地上天気図は，上層から地上までの大気の総合された状態の結果である。
総観スケールの高気圧・低気圧，前線の位置の概要をつかむ。例えば西高東
低の冬型パターン，南高北低の夏型パターン，周期変化の移動性高気圧のパ
ターン，北日本から東日本の太平洋側に悪天をもたらす北高型パターンなど
概括的特徴をつかむ。このとき，低気圧（台風等含む）の中心を赤で，高気
圧の中心を青で，温暖前線を赤で，寒冷前線を青で，閉塞前線を紫で，停滞
前線を赤と青交互に色を付けると，誤解なく，容易に理解できる。
　②気圧配置と天気（晴，曇，雨等）の分布の特徴をつかむ
　地上天気図に表れている低気圧や前線などがどのような現象をもたらして
いるのか，気象衛星画像，気象レーダー観測資料なども併用して検討する。
このとき，地上天気図に広域に広がった雲分布や雨域分布を色鉛筆などで記
入しておくと理解が早まる。もちろんコンピュータのディスプレイ上で地上
天気図や気象衛星画像を重ねあわせてみることが有効であるが，それぞれの
天気図は縮尺が違うことから，通常は模式的に描画して確認することになる。
　ただし，気象衛星画像や気象レーダー観測資料と地上天気図を見比べると，
地上の低気圧や前線とは無関係のような雲が広がったり，降水域が広がった
りしていることも珍しくない。天気現象は総観スケールの低気圧や前線だけ
から現れているわけではなく，局地的な現象あるいは上層大気との関係で現
れていることも多い。アジア地上天気図だけで天気現象を判断するのは限界
があることを理解しておくことも大切である。
　③気圧配置の変化をつかむ
　アジア地上天気図は，６時間毎，１日４回作成されるので，過去の天気図
と見比べることで，高・低気圧の発達・衰弱，移動方向，前線の移動など気
圧配置の変化をつかむことができる。このとき，過去（６，12時間前）の高・
低気圧，前線の位置を色鉛筆などで記入しておくと理解しやすい。さらに気
象衛星画像などから天気，雲，雨域ほかの現象の変化傾向をつかむ。そして，
その後のおおよその推移を考える。具体的な予想は後述する各種予想図から
把握する。ここでは天気変化のイメージを作る。

（ｅ）風速記号（矢羽根の組み合せで表す）

第３図　天気図記入形式
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1.1　アジア太平洋域地上天気図　

　④大気の立体構造を知る準備
　後述するアジア850,700,500hPa天気図などと併用して，以下のことを行
う。
１） 上空の気圧の谷（以下，トラフ（trough）），上空の気圧の尾根（以下，

リッジ（ridge））と，地上の高，低気圧の位置のずれをチェックする。
500hPa天気図に地上の高・低気圧の位置を記入すると理解しやすい。

２） 地上の前線は850hPaの何℃位に対応しているかチェックする。850hPa
天気図に地上の前線を記入すると理解しやすい。

３）700hPa天気図の湿りは，地上の天気にどのように影響しているかを見る。
　最新の天気図から，現在の自分の頭の上の大気の立体構造がどのようにな
っており，注目する現象は何によってもたらされているかを，分析すること
が天気図解析の出発点である。まず，自分の周辺の天気と，地上天気図を見
比べてみる。
　⑤アジア地上天気図は速報的な天気図
　アジア地上天気図は，観測時刻からおおよそ１時間で入電する世界各国の
地上気象観測データに基づいて解析される。観測データは１時間以後も多く
入電する。このため気象庁では，１時間以降に入った観測データも含めて，
アジア地上天気図を再解析して永久保存版の気象庁天気図に仕上げる。再解
析の結果とアジア地上天気図を比較すると前線の位置など，異なったところ
に記入されていることもある。アジア地上天気図の解析について疑問を持っ
たときは，自分なりの解析を天気図上に書いておくと，その後の解釈に役立
つ。

（４）提供場所
天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/weather_map/）

［用語の解説］
＊１　協定世界時（UTC）（universal time coordinated）
　グリニッジ子午線上における平均太陽時（真夜中を零時とする）をもって世界
中一律に用いる時法をいう。1925年に制定された。これにより，日本時間は協
定世界時に９時間プラスされ，協定世界時０時は，日本時間９時になる。
＊２　全般海上警報
　船舶の利用に適合する警報は海上警報，予報は海上予報がある。全般海上警報・
予報は，赤道～北緯60度，東経100度～180度の北西太平洋上に発表する。これ
に対して，日本の海岸からおおむね300海里以内の近海に発表する地方海上警報・
予報がある。
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コラム1　天気図記入要領─①
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1.1　アジア太平洋域地上天気図日本周辺域地上天気図

低気圧の中心
中心気圧 1004hPa
毎時20kmで
東北東に進む

高気圧の中心
中心気圧 1020hPa
毎時45kmで
南東に進む

等圧線
太実線 20hPa毎

等圧線
細破線 2hPa毎

等圧線
細実線 4hPa毎

温暖前線

寒冷前線
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1.2　�日本周辺域地上天気図 
［気圧配置の概要を把握］

（１）略号
SPAS
SP：速報（Spot）
AS：アジア（Asia）

（２）記号およびその内容
　①予報官が解析した天気図
　予報官が解析した地上天気図で，解析時刻は，00，03，06，09，12，
18，21時（日本時間）の１日７回解析する。天気図の日付と時刻は，日本
時間で表す。
　②等圧線
1000hPaを基準に，４hPa毎に実線で，20hPa毎に太い実線で示す。等圧
線の間隔が広い場合は必要に応じて２hPa線を破線で補う。
　③高気圧，低気圧，高圧部，低圧部
　高気圧（低気圧）の中心には×印，「高（低）」の文字および中心気圧（高・
低気圧の一番内側の閉じた等圧線の示度が中心気圧）を示す。高気圧（低気
圧）の進行方向を矢印で図示し，先端に進行速度を示す。進行速度はkm/h
単位の数値で示す。進行速度が９km/h以下の場合で，方向が定まったとき
は「ゆっくり」として方向を示し，方向が決まらないときは「ほとんど停滞」
とする。止まっている場合は「停滞」とする。
　なお，高圧部（低圧部）には，×印をつけずに「高（低）」の文字だけで
示す。
　④前線
　天気図上に前線を示す。

　⑤台風，熱帯低気圧
　台風，熱帯低気圧の中心には×印，台風の場合は台風番号を付して「台○
○号」，熱帯低気圧の場合は「熱低」の文字および中心気圧を示す。一般的
には，最も内側の等圧線の気圧値が中心気圧となるが，台風中心気圧の場合
は例外がある。
　⑥カラーと白黒画像
　気象庁HPには，海陸や天気図記号などを着色して識別しやすくしたカラ
ー画像と，FAX送信で利用することを考慮した白黒画像の天気図を掲載して
いる。

（３）解析のポイント
　①日本周辺域地上天気図（速報天気図）は日本周辺の地上天気図
　日本周辺域地上天気図は，アジア太平洋域地上天気図の日本付近の領域を
抽出した天気図で，アジア太平洋域地上天気図より20分早く発表され，観
測時刻の約２時間10分後に発表される。
　高・低気圧，前線の変化を速報的につかむために用いる。気象衛星画像，
気象レーダー観測資料などと比較しながら天気，雲，雨域などの現象の変化
傾向をつかむ。そして，その後のおおよその推移を考える。
　②新聞天気図等に利用
新聞やテレビ放送に速報的に利用する。

（４）提供場所
天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/weather_map/）
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1.2　日本周辺域地上天気図アジア850hPa天気図

観測値
気温 3.0℃
湿数 2.6℃
北西の風 25KT

等高度線
太実線 300ｍ毎
1500mが基準

高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上

高標高領域
縦横破線領域
3000ｍ以上

湿域
点線領域

気温─露点温度＜3℃

等温線
破線 6℃毎

等高度線
実線 60m毎

暖気の中心

低気圧（低圧部）の
中心

高気圧（高圧部）の
中心

気温
気温記入
6℃毎

高度
高度記入
120ｍ毎

寒気の中心
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1.3　�アジア850hPa天気図 
［前線解析を行う］

（１）略号
AUPQ78
AU：上層解析（Analysis Upper）
PQ：北西太平洋（Western North Pacific）
78：700hPa，850hPa

　AUPQ78は，「アジア850hPa天気図」と「アジア700hPa天気図」（1.4）
で１組の図になっている。850hPaはその下の図である。

（２）記号およびその内容
　①客観解析＊1された天気図
　00，12UTCの観測データを基に客観解析された天気図で，１日２回配信
される。
　②高気圧（高圧部），低気圧（低圧部）
　高気圧（低気圧）の中心付近にＨ（Ｌ）の記号を示す。
　等高度線が閉じている高気圧や低気圧ではなくても，周辺に比べて相対的
に高度が高い高圧部（低い低圧部）にも，中心付近にＨ（Ｌ）を示す。
　③等高度線
　等高度線は，1,500mを基準にして60m間隔に実線で，300m毎に太実線
で示す。高度は120m毎に示す。
　④等温線
　等温線は，０℃を基準に３℃毎（寒候期（12～３月）は６℃毎）に破線
で示し，気温の値は６℃毎に示す。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。

　⑤湿域
　湿域［（気温－露点温度）＜３℃］の地域を点線域で示す。
　⑥代表地点の高層観測値
　陸上および海上の代表地点の850hPaの風向・風速，気温，湿数を第１図
の形式で示す。
　⑦標高領域
　空間平均をした標高1,500m以上の領域は縦の破線領域，3,000m以上の
領域は縦横の破線領域で示す。この領域の情報は標高が高いため参考値とし
て利用する。

（３）解析のポイント
　①総観スケールの気圧配置の概要をつかむ
　高気圧・低気圧の中心位置，および温暖・寒冷域の中心，また，等高度線
により概略の気圧配置を把握する。上空に行くに従い等高度線は，地上天気
図の等圧線に比べて滑らかになっていくのが特徴である。
　②前線解析＊2を行う
　850hPa面は，地表の摩擦や熱の影響が少なくなる下層大気を代表する面で，
総観スケールの前線の構造を解析するのに重要な天気図である。ただし夏季
には地表の熱の影響が850hPa面まで及ぶため700hPa天気図を併用する。
　850hPa天気図にアジア地上天気図の前線を記入しておき，850hPa天気
図の等高度線，等温線の集中帯（一般的に，混んでいるところが前線）およ
び風の変化（一般的に，収束しているところが前線）に注目して，対応する

風速記号（矢羽根の組み合せで表す）

第１図　高層気象観測値の記入形式
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1.3　アジア850hPa天気図　

前線の種類，前線活動の活発さなどを判断する。典型的な850hPaの等温線
と地上の前線の関係を第２図に示す。このような典型的な例を参考に前線の
種類や位置を検討する。850hPa天気図の前線付近に観測値がある場合は，
観測値を参考に等高度線，等圧線を自分で詳細に解析すると，温度，風の集
中帯が明瞭になり，前線がはっきりわかることがある。
　実際の天気予報作業では，主に850hPaの上昇流付近，500hPaの渦度０
線のすぐ南，300hPaのジェット軸（強風軸）の緯度２～３度南側，850hPa
風・相当温位予想図（FXJP854）の相当温位の密なところ（水蒸気量の多い，
夏季には特に威力を発揮する），気象衛星画像のシーラスストリークやトラ
ンスバースラインの南側，気象レーダーの組織的な降水域，エマグラムの安
定層や前線，高層断面図の前線などを参考に前線解析を行う。
　③前線付近の流線解析＊3を行う
　前線付近の観測値を用いて流線解析を行うと，高度分布に現れない低気圧
性や高気圧性の小さな渦を見出すことができる。低気圧性の渦はしばしば低
気圧に成長することがある。気象衛星画像の雲域の発生・発達の確認，各種
の予想図とあわせてみると低気圧の発生過程が確認できる。850hPa風・相
当温位予想図を参考にするとよい。
　④下層雲の広がりを把握する
　湿数は相対湿度に相当し，850hPaの湿域は，下層雲の広がりとほぼ一致
する。気象衛星画像，気象レーダーを併用して雲の分布を知り，下層雲の広
がり，対流雲か層雲かなど雲の種類から天気の分布（曇，雨，雷雨の区別な
ど），前線活動が活発になっているか，衰えているかなどを把握する。
　⑤強風域の確認
　地上で強い降水域があるような場合，850hPa面に湿域を伴った南よりの
強風域（50KT以上は要注意）が解析されることがある，このようなときは
強い暖湿流の流入を示しており，しばしば大雨となるので，強風域付近の積
乱雲域には十分注意する必要がある。また，寒冷前線後面に北よりの強風域
があると強い寒気移流となり，低温をもたらすとともに，地上でも北よりの
強風となるので注目しておかなければならない。50KT以上の地域がある場
合は，黒色鉛筆で地域を囲ったり，50KT以上の矢羽根を大きく書いておく
とよい。

　⑥寒気の強さに注目
　冬季，850hPaの特定の等温線が降雪の目安となる。０℃以下で高い山で
は降雪の可能性があり，－６℃以下では地上でも雪になりやすく，－９℃で
は大雪の可能性もあるといわれている。
　寒気が南下するような場合は，０℃や－６℃の等温線を赤色鉛筆で着色し，
Cの印字は青色で着色しておくとよい。

（４）提供場所
高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）

［用語の解説］
＊１　客観解析
　時間的・空間的に不規則に分布し，様々の誤差特性を持っている観測値から，
３次元的に規則正しく配置された格子点の気象要素の値を数値計算で求める手法
をいう。各格子点の値は，最新の予報値をほぼ現在の観測値に近いものと考えて
下敷きにする。それと周辺の観測値を用い，水平方向ばかりではなく，鉛直方向
にも矛盾ないように内挿して格子点の値とする。客観解析に対して人間の行う天
気図解析は，主観解析という。
＊２　前線解析
　性質の異なる２つの気団の間で，密度が変わる層を前線面といい，前線面が地

第２図　地上等圧線，前線と850hPaの等温線
点線：850hPaの等温線
実線：地上の等圧線
陰影：上層（500または300hPa）の前線
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上まで達している場合，地表面と交わる線を前線という。前線面や前線は，ある
程度の厚みや幅があるが，前線（面）は温度傾度が不連続で暖気に接するところ
の南辺とすることになっている（第２図）。
　気団の性質を表すものとして空気密度が使われる。しかし密度は直接測定でき
ないので，気温，露点温度，温位，相当温位などで代用して気団の境界，すなわ
ち前線の判別を行う。
　前線が存在する場所の一般的特徴として次のことが挙げられる。参考のために
モデル的な地上の寒冷前線の解析例を第３図に示す。
① 気圧の谷の中（周囲に比べて気圧の低いところ）に存在する。
② 風は前線を境にして急変する（低気圧回転，収束）。
③ 前線を境にして気温差や露点差がある。
④ 前線を境にして視程に差のあることが多い。
⑤  移動している前線は，前線を境にして気圧変化傾向と変化量（前線の前面で下降，

後面で上昇）が異なる。
⑥ 降水の状況や雲の分布は，前線を境にして異なることが多い。
⑦  顕著な前線は，850hPa天気図の等温線の混んだところに対応している。温位，

相当温位についても同様である。
　前線の種類は，両側の気団の運動状態に応じて，温暖前線，寒冷前線，閉塞前線，
停滞前線に分類される。
　前線解析では，前線の特徴を基に位置，種類などの解析を行う。
＊３　流線解析
　流線解析とは，各地点の風のデータから風向に接するような流線を描き，ある
時刻の瞬間的な流れの分布を示すものである。風は時間とともに変化するので流
線の形も絶えず変化する。流線解析を行うことにより，風の流れの特性を直感的
に理解することがでる。
　地上天気図では等圧線間隔の広い低緯度の解析に，850hPa天気図では前線の
検出に使われるほか，スケールの小さいじょう乱を検出するための局地天気図解
析に使われる。
　流線の特徴として次のことが挙げられる。
①  等圧線や等高度線は他の線と交わらないが，流線は１本の線に集まったり，１

本の線から分かれていったりすることがある。集まってくる軸線を負の漸近線，
分かれていく軸線を正の漸近線という（第４図（a））。正の漸近線は発散の軸，
負の漸近線は収束線になることが多い。

②  正負の漸近線は，按状部（col）で交差する。等圧線（等高度線）と流線の按
状部を第４図（b）に示す。按状部は交差した２種類の漸近線の周囲に，菱形 第３図　モデル的な寒冷前線の解析例（ANA AVIATION WEATHER（応用編）全日本空輸㈱）
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の糸巻きに似た図形が描かれる。菱形の中央にあるＮを中立点（Neutral 
Point）という。  

（基本的な流線図 p.244参照）
コラム1　天気図記入要領─②

N

第４図　流線図

実技　1 　139

CM

CH

CL

参考図 1.3　上層雲，中層雲，下層雲の記号と十種雲形（気象庁）

鹿児島の実況
全雲量

現在天気

下層雲

中層雲

最下層雲の雲量

参考図 1.4　鹿児島の実況と気象要素

雲の記号と十種雲形
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コラム1　天気図記入要領─③

注１：カッコ（　）の記号は「視界内」，右側の鈎カッコ］は「前１時間内」に現象があったことを意味する。
注２： 雨雪などの記号が横に並ぶのは「連続性」，縦に並ぶのは「止み間がある」ことを表す．左側に付した垂直の線は「現象の強化」，右側の線は「現象

の衰弱」を表す。
WWは現在天気，Wは過去天気

天気記号と解説
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1.3　アジア850hPa天気図アジア700hPa天気図

観測値
気温 2.6℃
湿数 43.0℃
西の風 45KT

等高度線
太実線 300ｍ毎
3000mが基準

高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上

高標高領域
縦横破線領域
3000ｍ以上

湿域
点線領域

気温─露点温度＜3℃

等温線
破線 6℃毎

低気圧（低圧部）の
中心

高気圧（高圧部）の
中心

高度
高度記入
120ｍ毎

寒気の中心

暖気の中心

等高度線
実線 60ｍ毎
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1.4　�アジア700hPa天気図 
［湿り域を把握］

（１）略号
AUPQ78
AU：上層解析（Analysis Upper）
PQ：北西太平洋（Western North Pacific）
78：700hPa，850hPa

　AUPQ78は，「アジア850hPa天気図」（1.3）と「アジア700hPa天気図」
で１組の図になっている。700hPaはその上の図である。

（２）記号およびその内容
　①客観解析された天気図
　00，12UTCの観測データを基に客観解析された天気図で，１日２回配信
される。
　②高気圧（高圧部），低気圧（低圧部）
　高気圧（低気圧）の中心付近にＨ（Ｌ）の記号を示す。
　等高度線が閉じている高気圧や低気圧ではなくても，周辺に比べて相対的
に高度が高い高圧部（低い低圧部）にも，中心付近にＨ（Ｌ）を示す。
　③等高度線
　等高度線は，3,000mを基準にして60m間隔に実線で，300m毎に太実線
で示す。高度は120m毎に示す。
　④等温線
　等温線は，０℃を基準に６℃毎に破線で示し，気温の値は６℃毎に示す。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　⑤湿域
　湿域［（気温－露点温度）＜３℃］の地域を点線域で示す。

　⑥代表地点の高層観測値
　陸上および海上の代表地点の700hPaの風向・風速，気温，湿数を示す

（p.59第１図参照）。
　⑦標高領域
　空間平均をした標高1,500m以上の領域は縦の破線領域，3,000m以上の
領域は縦横の破線領域で示す。この領域の情報は標高が高いため参考値とし
て利用する。

（３）解析のポイント
　①湿域から，中・下層雲の広がりを把握
　湿数は相対湿度に対応し，700hPaの湿域は中・下層雲の広がりとほぼ一
致する。中層雲域の広がりは総観規模スケールのじょう乱の広がりを示すこ
とが多いので大切である。
　700hPaの湿域と雲画像，レーダーエコー図を併用して雲や降水の分布を
知り，高・低気圧，前線のどのあたりに降水域が，また中・下層雲が広がっ
ているかを把握する。
　②トラフ，リッジの位置および等高度線と等温線のずれのチェック
　地上の高・低気圧と700hPaのリッジ・トラフの位置のずれをチェックする。
トラフは茶色鉛筆でトラフの軸を軸に沿った曲線で，リッジの軸は波線で示
しておくとよい（第１図）。

第１図　低気圧の発達と上層パターン
（『高層天気図の利用法』大塚龍蔵，日本気象協会，1978）
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1.4　アジア700hPa天気図　

　一般的に，トラフの前面に地上の低気圧がある場合，低気圧は発達し，ト
ラフと地上の低気圧が同じか，地上の低気圧が西側の場合は，低気圧は最盛
期または衰弱期になる。
　また，トラフの前面で暖気移流，後面で寒気移流が顕著な場合は，地上の
低気圧は発達する。このような場合は700hPaのトラフで，暖気の南から北
への突っ込みが見られ等高度線と交差する（第１図）。寒・暖気の移流，等
高度線と等温線のずれを把握する。これは，先に述べた低気圧の位置のずれ
と同じ意味である。
　700hPa天気図は，3,000m付近の大気の状況を代表する天気図である。
3,000m近くの山を登る人にとっては，気温や風を知る便利な天気図である。
しかもトラフや寒気など上層の特徴もよく現れているので，初心者からベテ
ランまで利用しやすい天気図である。
　③寒気の強さに注目
　冬季，700hPaの特定等温線が日本海側の地方の降雪の目安となる。－20
℃以下では大雪の可能性もあるといわれている。冬季寒気が南下する場合は，
圏界面が下がって500hPaより下がるときがある。このため，冬季は寒気の
南下を知る天気図として500hPa天気図と併用して700hPa天気図を利用する。
　日本付近に寒気が南下してきているような場合は，－20℃以下の観測地
点を青色鉛筆で着色しておくとよい。また，－23℃の等温線が日本付近に
解析されている場合は，等温線を赤色鉛筆で着色しておくとよい。

（４）提供場所
高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）
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コラム1　天気図記入要領─④
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
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コラム　2

前線および類似現象の表現
　天気図上に前線および類似現象を示す場合には，次による。

（現　　　象） （一色の場合） （多色の場合）

①　解析面における寒冷前線 ⎫
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
⎭

（青）

②　解析面より上の寒冷前線

③　発生しつつある寒冷前線

④　解消しつつある寒冷前線

⑤　解析面における温暖前線 ⎫
―
―
―
―
⎬
―
―
―
―
⎭

（赤）

⑥　解析面より上の温暖前線

⑦　発生しつつある温暖前線

⑧　解消しつつある温暖前線

⑨　解析面における閉塞前線 ⎫―
⎬
―⎭

（紫）
⑩　解析面より上の閉塞前線

⑪　解析面における停滞前線 ⎫
―
―
―
―
⎬（交互に赤と青）
―
―
―
―
⎭

⑫　解析面より上の停滞前線

⑬　発生しつつある停滞前線

⑭　解消しつつある停滞前線

⑮　不安定線 ⎫―
⎬
―⎭

（黒）
⑯　シアー線

⑰ 　熱帯収束帯（両半球の貿易風の
会合する狭い地帯） （橙）

（注）　2本の横線は収束帯の幅を，縦線は活動域を示す

⑱ 　熱帯不連続線（非常に暑い乾燥
した大陸性の気団と赤道地方から
のより冷たい湿った気団とを分け
る不連続）

⎫
―
⎬（交互に赤と緑）
―
⎭

⑲　気圧の谷の軸 ⎫―
⎬
―⎭

（黒）
⑳　気圧の尾根の軸

天気の状態の表現
　天気図上に天気の状態を描画する場合は，次による。

（一色の場合） （多色の場合）

①　連続降水の区域 または
影をつけるか，綾目をひく。

または
緑色で影をつけるか，綾目をひく。

（注）　その区域の降水の型に該当する天気記号を，その区域内に分散して記
入してもよい。例えば， ， または

②　断続降水の区域
斜線をひく。 緑色で斜線をひく。

（注）　その区域の降水の型に該当する天気記号を，その区域内に分散して記
入してもよい。

③　しゅう雨性降水の区域 該当する雨，雪またはひょうの記号を
付したしゅう雨性降水の記号を，その
区域内に分散して記入してもよい。例
えば， または

左に同じ。
ただし，緑色

④　雷電の区域 該当する雨，雪またはひょうの記号を
付した雷電の記号を，その区域内に分
散して記入してもよい。例えば，

左に同じ。
ただし，赤色

⑤　霧の区域 霧の記号を，その区域内に分散して記
入してもよい。 黄色で影をつける。

⑥ 　砂じんあらしまたはち
り煙霧の区域

該当する現象の記号を，その区域内に
分散して記入してもよい。 褐色で影をつける。

なお，該当する天気記号を，その区
域内に分散して記入してもよい。

高気圧および低気圧の表現
　天気図上に高気圧および低気圧の位置を示すには，その中心に×を入れるほ
か，次により記入する。

（種　　　類） （一色の場合） （多色の場合）

①　弱い熱帯低気圧
　（Tropical depression）

TDまたは熱低 TD（赤）

②　台風
　（Tropical storm）

TSまたは台 TS（赤）

③　台風
　（Severe tropical storm）

STS または台 STS（赤）

④　台風
　（Typhoon）

T, Typhoon または台 T（赤）

⑤　高気圧 Hまたは高 H（青）

⑥　低気圧 Lまたは低 L（赤）

⑦　ハリケーン
　（Hurricane）

Hurricane またはハリケーン Hurricane（赤）

⑧　トロピカルサイクロン
　（Tropical cyclone）

Cyclone またはサイクロン Cyclone（赤）

前線および類似現象の表現 天気の状態の表現

高気圧および低気圧の表現
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1.4　アジア700hPa天気図アジア500hPa天気図

気温
気温記入
6℃毎

（暖候期は3℃毎）

観測値
気温 －7.9℃
湿数 28.0℃

西南西の風　95KT

等温線
破線 6℃毎

（暖候期は3℃毎）

高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上

高標高領域
縦横破線領域
3000ｍ以上

等高度線
太実線 300ｍ毎

等高度線
実線 60ｍ毎

暖気の中心

低気圧（低圧部）の
中心

高度
120ｍ毎

寒気の中心
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1.5　�アジア500hPa天気図 
［対流圏中層の大気の特徴を把握］

（１）略号
AUPQ35
AU：上層解析（Analysis Upper）
PQ：北西太平洋（Western North Pacific）
35：300hPa，500hPa

　AUPQ35は，「アジア500hPa天気図」と「アジア300hPa天気図」（1.7）
で１組の図になっている。500hPaはその下の図である。

（２）記号およびその内容
　①客観解析された天気図
　00，12UTCの観測データを基に客観解析された天気図で，１日２回配信
される。
　②等高度線
　等高度線は，5,700mを基準にして60m間隔に実線で，300m毎に太実線
で示す。高度の値は120m毎に示す。
　低圧部（低気圧）の中心付近にはＬを，高圧部（高気圧）の中心付近には
Ｈを示す。
　③等温線
　等温線は，０℃を基準に３℃毎（寒候期は６℃毎）に破線で示し，気温の
値も３℃毎に示す。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　④代表地点の高層観測値
　陸上および海上の代表地点の500hPaの風向・風速，気温，湿数を示す。

　⑤標高領域
　空間平均をした1,500m以上の領域は縦の破線領域，3,000m以上の領域
は縦横の破線領域で示す。この領域の値は標高が高いため参考値として利用
する。

（３）解析のポイント
　①�大気中層の総観スケールのトラフ，リッジの特徴およびトラフの軸の傾

きをチェック
　500hPaは対流圏の大気の運動の骨格を成す層なので，500hPa天気図は
対流圏の中層を代表する天気図といわれている。
　等高度線から総観規模スケールのトラフ，リッジの位置，南北への蛇行の
大きさ，ブロッキング現象の有無をチェックする。色鉛筆でトラフ，リッジ
の軸を描く（トラフ，リッジの中心線付近にトラフは曲線で，リッジは波線
で書く）と理解しやすい。
　地上の低気圧が発達段階にあるときには，対応するトラフの位置は，上空
ほど北西側にずれているのが普通である（第１図）。これは静力学平衡により，

気
圧
の
谷

第１図　発達中の地上低気圧と500hPaの気圧の谷の相互位置（1995年
11月７日21時）（『新教養の気象学』日本気象協会編，朝倉書店，1998の
なかの永澤義嗣氏による）
太い矢印は東進中の気圧の谷に相対的な３次元の流れを示し，影が濃い
ほど高度が低い。
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1.5　アジア500hPa天気図　

上下２つの等圧面の高度差が等圧面の平均気温に比例するからである。すな
わち平均気温が高ければ層厚の関係から高度差が大きくなり，逆に低ければ
高度差は小さくなる。発達中の低気圧の場合，気温の水平分布を見ると，低
気圧の南東側で暖気が流入し気温が高い，北西側では寒気が流入し気温が低
い，この気温分布がトラフの軸を上層ほど寒気側にずらしている。言い換え
れば，軸が高さとともに西に傾いている場合，地上の低気圧は発達し，ほと
んど鉛直（500hPaのトラフの中心と地上低気圧の中心がほとんど同じ位置
にある）の場合は，地上の低気圧は，最盛期かあるいは衰弱期にあたり，発
達はしない。このときは500hPaの等高度線と等温線の位相が合っているの
が普通である。
　トラフの軸を決めるときは，数値予報解析図の500hPa高度・渦度解析図
の正渦度極大域が参考になる。すなわち，高度の最も低い地点と正渦度極大
域を結んだ線がおおよそのトラフの軸になる。リッジの軸も高気圧曲率を持
った等高度線と負渦度域近傍が対応する（「1.11　極東500hPa高度・渦度
解析図」p.88参照）。なお，前の時刻からのトラフ，リッジの発達・衰弱具合，
移動速度等を確認する。
　ただし，ここでの解析はあくまで定性的な把握であるため，定量的にその
発達・衰弱具合を知るためには数値予報資料を利用する。
　②強風軸の把握
　寒候期はジェット気流の高度が低くなるので，500hPa天気図の高層観測
値から強風の吹いている場所を知ることができる。
　500hPa付近の高度になると，風は等高線に平行に，高度の高い方を右に
見て吹くことが多く，地衡風の近似がよく成り立っていることがわかる。た
だし，実測風が等高線に対して低高度（低圧）側に切るときは加速場，より
高い高度（高圧）側に切るときは減速場になる。
　③寒気の強さに注目
　上空に寒気が入ると，大気は不安定になり，積乱雲が発生しやすくなる。
500hPaの気温はその目安となり，安定度を定量的に知るためにショワルタ
ーの安定指数＊1などが使われている。
　冬季，500hPaの寒気の強さによって，降雪の強さの目安となる。－30℃
以下で降雪の可能性があり，－35℃以下では大雪になりやすいといわれて
いる。

　寒気が日本付近に接近するような場合は，寒気の中心付近を取り巻く等温
線を赤色鉛筆で着色し，Cの印字は青色で着色しておくと，寒気の動きがつ
かみやすい。なお，前の時刻の寒気の位置を記入して寒気の移動を追うとよ
い。
　④特定高度線の変化をチェック
　夏の太平洋高気圧を表す等高線は5,880mといわれている。5,880m高度
線で囲まれる地域が太平洋からチベットまで広がってくると梅雨末期といわ
れている。また夏季，太平洋上の5,880mで囲まれる範囲が狭くなったり，
広がったり，平年より北へ張り出したりすると，夏型が弱まったり，強まっ
たり，北日本まで猛暑になったりする。

（４）提供場所
　高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）

［用語の解説］
＊１　ショワルターの安定指数
　観測された大気が，鉛直方向に力学的に安定かどうかは，気象現象の発生・発
達にとって重要な要因の１つである。大気の安定度は，

　　安　定：鉛直方向に運動が起こっても元に戻る。
　　中　立：鉛直方向に移動すると，そこで止まってしまい，変動しない。
　　不安定： 鉛直方向に運動が起こると，それがますます拡大して運動が継続し，

最終的に転倒が起こって，安定になるまで続く。

と定義される。これは，運動（移動）した小さな空気塊が持つ温度（密度）が，
周囲の観測された大気の温度（密度）に比べてより低い（密度大）か，同じか，
高い（密度小）かで，安定，中立，不安定を判定することと同じである。
　天気予報作業の現場では，手軽に鉛直安定性を見積もる指標が用いられており，
現在でもよく用いられるものとして，ショワルターの安定指数（SSI）がある。シ
ョワルターの安定指数は，850hPaの空気塊を500hPa面に断熱的に持ち上げる
と仮定し，持ち上げられた空気塊の温度Ｔcを観測された周囲の気温Ｔeから差
し引いた差（Ｔe－Ｔc）の値を，１℃単位の数値で示したものである。この値が
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負であると，持ち上げられた空気塊は浮力を得てさらに上昇することから鉛直に（静
力学的に）不安定な大気となる。
　持ち上げられる空気塊の温度を求めるには，850hPaの空気塊を未飽和の場合
は乾燥断熱的に，飽和の場合は湿潤断熱的に持ち上げると想定して，その温度変
化を求める。
　日本の場合，夏はSSI＜－３℃を雷雨発生の可能性ありとしているが，地域や
季節によって差がある。気象庁などの現業で使うときは，SSI＜０℃で要注意と
している。なお，数値予報結果の値を用いて計算する場合は，誤差を考慮して，
SSI＜３℃で一応注意して，SSI＜０℃では，要注意とするのがよい。

コラム2　天気種類と大気現象─①

天気種類表
種類
番号 天気 説明 記号

１ 快晴 雲量が１以下

２ 晴 雲量が２以上８以下

３ 薄曇 雲量が９以上で，巻雲，巻積雲，巻層雲が見かけ上最も多い状態

４ 曇 雲量が９以上で，高積雲，高層雲，乱層雲，層積雲，層雲積雲，積
乱雲が見かけ上最も多い状態

５ 煙霧 煙霧，ちり煙霧，黄砂，煙，降灰があって，そのため視程が1km未満にな
っている状態又は視程が1km以上であって全天がおおわれている状態

６ 砂じんあらし 砂じんあらしがあって，そのため視程が1km未満になっている状態

７ 地ふぶき 高い地ふぶきがあって，そのため視程が1km未満になっている状態

８ 霧 霧又は氷霧があって，そのため視程が1km未満になっている状態

９ 霧雨 霧雨が降っている状態

10 雨 雨が降っている状態

11 みぞれ みぞれが降っている状態

12 雪 雪，霧雪又は細氷が降っている状態

13 あられ 雪あられ，氷あられ又は凍雨が降っている状態

14 ひょう ひょうが降っている状態

15 雷 観測時刻の前10分間に雷電又は雷鳴があった状態
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高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上

高標高領域
縦横破線領域
3000ｍ以上

等温線
破線 3℃毎

低圧部（低気圧）の
中心

高圧部（高気圧）の
中心

高度
高度記入
120ｍ毎

寒気の中心

暖気の中心
等高度線
実線 60ｍ毎

等高度線
太実線 300ｍ毎

気温
気温記入
3℃毎
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1.6　�北半球500hPa高度・気温天気図 
［北半球の偏西風波動やブロッキングを把握］

（１）略号
AUXN50
AU：上層解析（Analysis Upper）
XN：北半球（Northen Hemishere）
50：500hPa

（２）記号およびその内容
　①客観解析された天気図
　12UTCの観測データを基に客観解析された天気図で，１日１回配信される。
　②等高度線
　等高度線は，5,700mを基準にして60m間隔に実線で，300m毎に太実線
で示す。高度の値は120m毎に示す。
　低圧部（低気圧）の中心付近にはＬを，高圧部（高気圧）の中心付近には
Ｈを示す。
　③等温線
　等温線は，０℃を基準に３℃毎（寒候期は６℃毎）に破線で示し，気温の
値も３℃毎に示す。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　④高標高領域
　空間平均をした1,500m以上の領域は縦の破線領域，3,000m以上の領域
は縦横の破線領域で示す。この領域の値は標高が高いため参考値として利用
する。

（３）解析のポイント
　①北半球の偏西風帯の波動を把握
　北極を中心に地球を取り巻く広範囲の大気の状態を知ることのできる天気
図である。週間天気予報作業などで使用する。
　地球的な大気の流れを考えるとき，中緯度帯は西風がよく吹く地帯という
意味で偏西風帯と呼ばれている。北半球500hPa高度・気温天気図では，偏
西風帯の波動＊1の特徴を知る。１つのトラフから隣のトラフ（または，リ
ッジからリッジ）までを，１波数といい，地球を取り巻く波数とそのトラフ
などの位置を把握する。これにより３～７日くらいまでの間に，日本に影響
するトラフ，リッジのおおよその状況が理解できる。
　②ブロッキングの有無をチェック
　偏西風帯の波が振幅を極端に増大したとき，ジェット気流が南北に分流し，
その状態が長く続くことがある。これをブロッキング（blocking）（第１図）
と呼ぶ。リッジが発達して，その下流の北側には停滞性の温暖な高気圧（ブ

ブロッキング高気圧

切離低気圧

第１図　500hPa高度場に見られるブロッキングの例
1997年３月14日北太平洋で発生したブロッキング
ベーリング海上にブロッキング高気圧，その南に切離低気圧がある。

（気象ブックス016　『偏西風の気象学』田中博，成山堂書店，2007，p.113）
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ロッキング高気圧）が形成され，南側や気圧の谷に寒冷な低気圧（寒冷低気
圧／切離低気圧）が現れ，停滞する。ブロッキングが発生すると，１週間以
上も同じような天気が続くことがあり，異常低温などの異常気象（極端現象）
の一因となる。梅雨期に北日本の太平洋側にやませをもたらせるオホーツク
海高気圧は，ブロッキング高気圧の一例である。ブロッキング現象の有無，
発生している場合はその位置を把握する。
　③寒気，暖気の中心位置を確認
　寒気，暖気の中心を知ることにより，３～７日くらいまでの間に，日本に
影響する寒気，暖気のおおよその状況を把握する。

（４）提供場所
　高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）

第２図　北半球の高度場に見られる総観スケールの波
図中の点線はトラフの軸を示す。

（気象ブックス016　『偏西風の気象学』田中博，成山堂書店，2007，p.55）

［用語の解説］
＊１　偏西風帯の波動（または，単に「波」という）
　一般に，中緯度帯では大気が南北に波打ちながら，西から東に流れている。こ
れが偏西風帯の波動と呼ばれるものであり，南北に垂れ下がっている部分はトラ
フ（気圧の谷），北に盛り上がっている部分はリッジ（気圧の尾根）と呼ばれてい
る。地球を取り巻いていて複雑に波打っている偏西風帯の波は，位相や波長，振
幅の違ういくつかの規則正しい正弦波に分解することができる（第２図）。これら
の規則正しい正弦波のうち，地球を取り巻いてトラフとリッジの数により波数３，
４などという。総観スケールのじょう乱といわれているのは，波数５～８くらいで，
波長3,000km～5,000kmで，１日に約1,000kmでほぼ東へ移動する。上層の
偏西風帯の波は地上天気図の移動性高気圧や低気圧に対応する。
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コラム2　天気種類と大気現象─②

大気現象の種類と定義（その1）
� （地上気象観測指針：気象庁提供）
（１）大気水象（Hydrometeors）
　大気水象は，水滴または氷粒が大気中を落下したり，浮遊したり，地表から風
によって吹き上げられたり，地面または地物に付着している現象である。

種　　　類 記号 定　義　解　説

雨
Rain

　水滴からなる降水。直径は多くは0.5mm以上であるがもっと
小さいものがまばらに降ることもある。雨滴の直径と集中度は雨
の強さや降り方によりかなり変化する。
　雨滴は普通霧雨の粒よりも大きい。しかし降雨域の端で降って
いる雨滴は，蒸発のために霧雨の粒と同程度の小粒になることが
ある。その場合には粒が分散して降るので霧雨と区別できる。

着氷性の雨
Freezing rain
過冷却の雨
Supercooled rain

　0℃より低温の雨である。
　地面や地物または飛行中の航空機にあたって着氷（水と0℃の
氷の混在）を起こす。

霧　　　雨
Drizzle

　きわめて多数の細かい水滴（直径0.5mm未満）だけがかなり
一様に降る降水。粒はほとんど浮遊しているように見え，そのた
めに空気のわずかな動きにも従うのが見える。
　霧雨はかなり連続した濃い層雲から降る。この層雲は普通は低
く，ときには地面に達して霧となる。とくに海岸沿いや山岳地帯
では，霧雨による降水量は，1時間に1mm以上になることは少
ない。

着氷性の霧雨
Freezing drizzle
過冷却の霧雨
Supercooled drizzle

　0℃より低温の霧雨である。
　地面や地物または飛行中の航空機にあたって着氷（水と0℃の
氷の混在）を起こす。

雪
Snow

　空気中の水蒸気が昇華してできた氷の結晶の降水。
　雪の降りかた，大きさ，結晶は雪が成長，形成される過程での
状況により，かなり変化する。雪の結晶には星状，角柱状，板状，
それらの組み合せや，不規則な形をしたものがある。気温が約－
5℃より高いと結晶は一般に雪片化する。
　過冷却した水滴が凍結してできた微少な氷の粒を少しつけたも
のや多少水分を含んだものもある。このような結晶が多数くっつ
き合って雪片（Snow flakes）をなして降ることが多いが，結
晶が個々離れ離れの状態で降る単独結晶の雪もある。

み　ぞ　れ
Rain and snow mixed

　雨と雪とが混在して降る降水。

種　　　類 記号 定　義　解　説

雪あられ
Snow Pellets

　白色で不透明な氷の粒の降水。粒は円すい状または球状である。
直径は約5mmに達することがある。この粒は，堅い地面にあた
るとはずんでよく割れることがある。砕けやすく，容易につぶれ
る。
　雪あられは，中心の氷の粒（普通は氷晶）が急速に凍った雲粒
でおおわれている。中心の氷晶と凍りついた雲粒との間にすき間
があるので雪あられの密度は一般に小さく0.8g･cm－3未満である。
　雪あられの降水は，普通は地面近くの気温が0℃に近いときに
雪片とともにしゅう雨性降雨として降る。

霧　　　雪
Snow grains

　ごく小さい白色で不透明な氷の粒の降水。粒は雪あられに似て
いるが，へん平な形をしているかまたは細長い形をしている。そ
の直径は一般に1mmより小さい。
　この粒は，堅い地面に当たってもはずまないし，こわれもしな
い。降る量は普通非常に少なく，層雲か霧から降る。しゅう雨性
降水の形では降らない。気温が約－10℃～0℃の間のときに生じ
る霧雨に相当する。

凍　　　雨
Ice pellets

　透明の氷の粒の降水。粒は球状または不規則な形でまれに円す
い状である。直径は5mm未満である。凍雨は一般に高層雲か乱
層雲から降る。
　この粒は，普通堅い地面にあたるとはずみ，音をたてる。また
容易につぶれない。凍雨は部分的には液体であってもよい。凍雨
の密度は氷の密度（0.92g･cm－3）に近いか，あるいはそれ以上
である。しゅう雨性降水としては降らない。

氷あられ
Small hail

　半透明の氷の粒の降水。粒はほとんどいつも球状で，ときに円
すい状のとがりをもつ。直径は5mmに達し，まれに5mmを超
えることがある。
　この粒は簡単にはつぶれず，堅い地面にあたると，音をたてて
はずむ。
　氷あられは全体的または部分的に，すき間が氷あるいは氷と水
でみたされた単にうすい殻が凍結しただけのような雪あられでで
きている。このため氷あられは比較的密度が高く0.8g･cm－3な
いし例外的には0.99g･cm－3の間である。
　氷あられは常にしゅう雨性降水で起こる。氷あられは雪あられ
とひょうの中間状態であり，その部分的に滑らかな表面と高密度
で雪あられと区別できる。またその大きさの小さいことからひょ
うと区別される。

ひ　ょ　う
Hail

　氷の小粒またはかたまりの降水。直径5mmから50mmの範囲
で，ときにはそれ以上のものもある。単独に降るかまたはいくつ
かがくっついて，不規則なかたまりとなって降る。
　ひょうは透明な氷または透明な層（厚さ1mm以上）と半透明
な層とが交互に重なってできているものや，透明または不透明な
氷そのものもある。
　ひょうは一般に強い雷電に伴って降る。
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観測値
気温 －29.4℃
西の風 15KT

等高度線
実線 120ｍ毎
9600ｍが基準

高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上

高標高領域
縦横破線領域
3000ｍ以上

低圧部（低気圧）の
中心

高圧部（高気圧）の
中心

風速
風速記入
20KT毎

気温
気温記入
6℃毎

高度
高度記入
240ｍ毎

等風速線
破線
20KT毎

寒気の中心

暖気の中心
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1.7　�アジア300hPa天気図 
［対流圏上層の大気の流れを把握］

（１）略号
AUPQ35
AU：上層解析（Analysis Upper）
PQ：北西太平洋（Western North Pacific）
35：300hPa，500hPa

　AUPQ35は，「アジア500hPa天気図」（1.5）と「アジア300hPa天気図」
で１組になっている。300hPaはその上の図である。

（２）記号およびその内容
　①客観解析された天気図
　00，12UTCの観測データを基に客観解析された天気図で，１日２回配信
される。
　②等高度線
　等高度線は，9,600mを基準にして120m間隔に太実線で示す。高度の値
は240m毎に示す。
　低圧部（低気圧）の中心付近にはＬを，高圧部（高気圧）の中心付近には
Ｈを示す。
　③気温
　等温線の代わりに，６℃毎に気温値がスポット的に記入してある。隣り合
う同じ気温値を繋げることにより等温線になる。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　④等風速線
　等風速線は，20KT（ノット）毎に破線で示し，破線上に風速の値をKTで
示す。

　⑤代表地点の高層観測値
　陸上および海上の代表地点の300hPa面の風向・風速，気温を示す。
　⑥高標高領域
　空間平均をした1,500m以上の領域は縦の破線領域，3,000m以上の領域
は縦横の破線領域で示す。この領域の値は標高が高いため参考値として利用
する。

（３）解析のポイント
　①ジェット気流（おおむね80KT以上）の位置を把握
　上部対流圏を代表する天気図で，ジェット気流の解析に重要である。
ジェット気流解析では，
　１）等風速線により相対的に強い強風域の位置を確認する。
　２） 等風速線の極大域や温度傾度の大きい場所からジェットのおおよその

位置を判断する。
　３） 雲画像のシーラスストリークやトランスバースライン，水蒸気画像の

暗域を確認する。ジェット気流はこれらの雲のすぐ北側に位置するこ
とが多い。

　こうしてどの緯度帯にジェット気流が存在しているかを把握する。言い換
えれば気団の境界がどこにあるか把握する。一般的に，日本付近では寒帯ジ
ェット気流と，亜熱帯ジェット気流の２つのジェット気流が見られるが，２
つのジェット気流の中間に寒帯ジェット気流や亜熱帯ジェット気流から分流
した中間系ジェット気流と呼ばれる第３のジェット気流が見られることも珍
しくない。亜熱帯ジェット気流は，冬季を除き300hPa天気図に現れること
が少ないので，250，200hPa天気図も用いて解析する。
　ジェット軸は青色鉛筆で描画するとよい。
　②ジェット気流と雲分布，地上の前線系との関係をチェック
　ジェット気流の近くには温度傾度の大きい気層（上層の前線）が存在し，
この気層が上空から下層へ南に垂れ下がり，地上の前線系に達していること
がある（第１図）。
　衛星画像では，可視画像や赤外画像でジェット気流の近くに現れるトラン
スバースライン，シーラスストリークがよく見られ，そのすぐ南に中・下層
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雲が見られる。この中・下層雲が地上の寒冷，温暖，停滞前線などの前線系
に対応する。水蒸気画像では暗域や暗化域がジェット気流と密接な関係があ
る。特徴的な雲の分布から，地上の前線系の関係を探ることは，大気を立体
的に把握する点で大切である。
　低気圧の発達や移動とジェット気流とは密接な関係がある。低気圧発生の
初期段階として前線上に波動（WAVE）が形成されたとき，その頂部の北方

300～400マイル（500～700km）にジェット気流の軸（ジェット気流の最
大風速線に沿った流れ）がある（第２図（a））。このときのジェット軸上の
最強風（ジェット核）は，波動の北東に位置する。低気圧が北東に進んで発
達するとともに，ジェット気流の軸は低気圧に接近してくる（第２図（b））。
低気圧が発達し閉塞過程に入るときには，ジェット気流の軸は低気圧の中心
の真上付近を流れるようになり，この段階から低気圧は閉塞過程に入り，ジ
ェット気流の北側を低気圧が進むようになる（第２図（c））。さらに低気圧
は北方に進み，閉塞点がジェット気流の南に位置するようになると，低気圧
は衰弱し，閉塞点付近に新たな低気圧が発生する（第２図（d））。
　300hPa天気図は，低気圧の発達・衰弱を見る際や，閉塞前線の解析にも
利用する。
　③航空気象で用いる乱気流の可能性がある位置の推定
　乱気流の中でも晴天乱気流は，ジェット軸の近傍，特にジェット気流の北
側およびその直上の圏界面付近で発生率が高い。またジェット気流の風速が
100KTを超えるようになると乱気流の発生率が高くなる。等風速線による
強風軸の位置等から乱気流が起こる可能性のある位置を推測する。
　また，観測された風が，等高線を低気圧（低高度）側に切るように吹いて
いる地点は，非地衡風成分を持ち加速されていることを意味するので（第３
図），乱気流が起きやすく，要注意地域である。これは，一般的に，等速運
動している風は等高度線に平行に，高度の高い方を右に見て吹き，地衡風の
近似がよく成り立っているが，加速する場合は，等高度線に対して低高度（低

第１図　ジェット気流の南北断面図のモデル
⒜のJpは寒帯ジェット，Jsは亜熱帯ジェットを示す。
 （気象庁提供）

第２図　低気圧の一生とジェット気流との関係
 （気象庁提供）
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圧）側に等高度線を切るように吹き，減速する場合は，高い高度（高圧）側
に切るように吹く。このため，観測された風が等高度線を切るように吹いて
いるかどうかチェックすることは大切である。
　④寒候期，圏界面の存在をチェックする
　冬季，発達した谷の中心付近が暖気になっているときは，圏界面が
300hPa面より低いところにあることを示す。日本海側に大雪をもたらすよ
うなときに見出される。寒気移流の場として注意する。
　⑤上層寒冷低気圧の有無をチェック
　上空に寒気を伴った低気圧や，低気圧にはならなくても300hPaで寒気が

観測されるようなとき，低気圧や寒気の前面で対流不安定となる。特に，寒
気の南東側では対流雲が発生し，積乱雲まで発達したりする。さらに太平洋
上では上層寒冷低気圧が南東象限に熱帯低気圧を発生させたりもする。
　300hPa天気図では，低気圧として解析されることはまれだが，寒気の存
在によって上層寒冷低気圧を知ることが可能である。水蒸気画像では上層寒
冷低気圧に伴う低気圧循環を持つ雲渦を知ることができるので，水蒸気画像
とあわせて，寒気の有無をチェックし，上層寒冷低気圧の発生，移動に注目
する。

（４）提供場所
　高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）

第３図　非地衡風成分とジェット軸の変動を示す模式図
細い実線：等高度線，破線：等温線，矢印：ジェット気流
⒜等高度線とジェット軸が並行で，定常段階である。
⒝ トラフ近傍に強いジェットコアが出現すると，この風上側には強い加速場，風下側は

減速場となり，ジェット軸は図のように等高度線を切るように流れる。
⒞ トラフが深まるにつれ圏界面の沈降が起こり，暖域がトラフ軸付近に出現する。成層

圏内の弱風域が暖域内に出始めると減速場が卓越し，非地衡風成分によりジェット軸
は次第に南へ向いて流れる。

⒟ トラフの深まりが最大に達した状態で，暖域も広範囲になり，ジェット軸に沿って強
い減速場を形成する。非地衡風成分はますます強まり，トラフの西側のジェット軸は
高気圧性の流れになる。

 （気象庁提供）
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1.7　アジア300hPa天気図北太平洋300hPa高度・気温・風図

等高度線
実線 120ｍ毎
9600ｍが基準

高度
高度記入
240ｍ毎

寒気の中心

暖気の中心

高圧部の中心

低圧部の中心

北極点

等風速線
破線
20KT毎

風速
風速記入
20KT毎

観測値
気温 －29.1℃
西の風 90KT

気温
気温記入
6℃毎
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1.8　�北太平洋300hPa高度・気温・風図 
［ジェット気流の位置を把握］

（１）略号
AUPN30
AU：上層解析（Analysis Upper）
PN：北太平洋（North Pacific）
30：300hPa

（２）記号およびその内容
　①客観解析された天気図
　00，12UTCの観測データを基に客観解析された天気図で，１日２回配信
される。
　②等高度線
　等高度線は，9,600mを基準にして120m間隔に太実線で示す。高度の値
は240m毎に示す。
　低圧部（低気圧）の中心付近にはＬを，高圧部（高気圧）の中心付近には
Ｈを示す。
　③気温
　等温線の代わりに，６℃毎に気温値がスポット的に記入してある。隣り合
う同じ気温値を繋げることにより等温線になる。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　④等風速線
　等風速線は，20KT毎に破線で示し，破線上に風速の値を示す。
　⑤代表地点の高層観測値
　陸上および海上の代表地点の300hPa面の風向・風速，気温を示す。
　⑥主な空港の地点略号
　地図上に，主な国際空港のICAO（International Civil Aviation Organization）

の国際４文字地点略号（Location Indicator）を示す。例えば，東京国際空
港は「RJTT」，香港国際空港は「VHHH」となっている（第１図）。

（３）解析のポイント
　①ジェット気流の位置の確認
　北太平洋上空を飛ぶ航空機用の天気図であり，主にジェット気流の位置を
把握する。ジェット気流の解析は，アジア300hPa天気図と同様に行う。等
風速線による強風域の位置を確認し，次に等風速線や気温の混んでいる場所
からジェット気流の位置を判断する。ジェット気流解析を行う場合は，
250，200hPa天気図も用いて解析する。
　ジェット軸は青色鉛筆で描画するとよい。
　②圏界面高度の低い場所をチェック
　色鉛筆で同じ気温の場所を結び，等温線を作図する。発達した谷の中心付近
が暖気になっているところは，圏界面が300hPaより低いところにあること
を示している。圏界面を横切る飛行は，乱気流の恐れがあるのでチェックする。
　③北極地方の大気の状態を知る
　北太平洋300hPa高度・気温・風図では北極点周辺まで解析されている。
北極を含めた高緯度の大気のパターンを確認する。

（４）提供場所
　高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）

第１図　香港（VHHH）付近の空港の地点略号
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1.8　北太平洋300hPa高度・気温・風図アジア太平洋250hPa高度・気温・風図

等高度線
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気温
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6℃毎

寒気の中心
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風速
風速記入
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破線
20KT毎
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1.9　�アジア太平洋250hPa高度・気温・風図 
［ジェット気流の位置を把握］

（１）略号
AUPA25
AU：上層解析（Analysis Upper）
PA：太平洋（Pacific）
25：250hPa

（２）記号およびその内容
　①客観解析された天気図
　00，12UTCの観測データを基に客観解析された天気図で，１日２回配信
される。
　②等高度線
　等高度線は，10,200mを基準にして120m間隔に太実線で示す。高度の
値は240m毎に示す。
　低圧部（低気圧）の中心付近にはＬを，高圧部（高気圧）の中心付近には
Ｈを示す。
　③気温
　等温線の代わりに，６℃毎に気温値がスポット的に記入してある。隣り合
う同じ気温値を繋げることにより等温線になる。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　④等風速線
　等風速線は，20KT毎に破線で示し，破線上に風速の値を示す。
　⑤風向・風速
　寒候期の北緯20度および暖候期の北緯30度より南の比較的風の弱い地域
には，客観解析した風向・風速を示す。

　⑥主な空港の地点略号
　地図上に，主な国際空港のICAO（International Civil Aviation Organization）
の国際４文字地点略号（Location Indicator）を示す。例えば，東京国際空
港は「RJTT」，香港国際空港は「VHHH」となっている。

（３）解析のポイント
　①ジェット気流の位置の確認
　アジア太平洋領域の上空を飛ぶ航空機用の天気図であり，主にジェット気
流の位置を把握する。
　250hPaのジェット気流解析は，基本的には300hPaと同じだが，250hPa
高度は，ジェット気流の中心付近の高度となるため，風速が強いのが特徴で
ある。等風速線による強風軸の位置を確認し，次に等風速線や気温の混んで
いる場所からジェット気流の位置を判断する。ジェット気流解析を行う場合
は，300，200hPa天気図を併用して解析する。
　②圏界面高度の低い場所をチェック
　色鉛筆で同じ気温の場所を結び，等温線を作図する。発達した谷の中心付
近が暖気になっているところは，圏界面が250hPaより低いところにあるこ
とを示している。圏界面を横切る飛行は，乱気流の恐れがあるのでチェック
する。
　③低緯度の風の流れを知る
　寒候期は北緯20度以南，暖候期は北緯30度以南の予想風向・風速が示さ
れている。これは，低緯度では高度差が少なく等風速線が描画されないので，
予想風を使って風の状態を知るためである。南行きの運航計画の参考にする。
　④北極地方の大気の状態を知る
　アジア太平洋天気図では北極点周辺まで予想されている。北極を含めた高
緯度の大気のパターンを確認する。

（４）提供場所
　高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）
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1.9　アジア太平洋250hPa高度・気温・風図アジア太平洋200hPa高度・気温・風・圏界面図
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1.10　�アジア太平洋200hPa高度・気温・風・圏界面図 
［ジェット気流の位置，圏界面高度を把握］

（１）略号
AUPA20
AU：上層解析（Analysis Upper）
PA：太平洋（Pacific）
20：200hPa

（２）記号およびその内容
　①客観解析された天気図
　00，12UTCの観測データを基に客観解析された天気図で，１日２回配信
される。
　②等高度線
　等高度線は，12,120mを基準にして120m間隔に太実線で示す。高度の
値は240m毎に示す。
　低圧部（低気圧）の中心付近にはＬを，高圧部（高気圧）の中心付近には
Ｈを示す。
　③気温
　等温線の代わりに，６℃毎に気温値がスポット的に記入してある。隣り合
う同じ気温値を繋げることにより等温線になる。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　④等風速線
　等風速線は，20KT毎に破線で示し，破線上に風速の値を示す。
　⑤風向・風速
　寒候期の北緯20度および暖候期の北緯30度より南の比較的風の弱い地域
には，客観解析した風向・風速を示す。

　⑥ジェット軸
　ジェット軸（60KT以上）を客観解析し，ジェット軸に沿って風向・風速
を矢羽根で示す。
　⑦圏界面高度（hPa）
　客観解析で得られた，圏界面高度の等値線を50hPa毎に実線で示し，
100hPa毎に高度の値（hPa）を示す。
　圏界面高度の周囲より低いところには，白抜きの ，周囲より高いとこ
ろには，白抜きの を示す。
　⑧主な空港の地点略号
　地図上に，主な国際空港のICAO（International Civil Aviation Organization）
の国際４文字地点略号（Location Indicator）を示す。例えば，成田国際空
港は「RJAA」，北京国際空港は「ZBAA」となっている。

（３）解析のポイント
　①ジェット気流の位置の確認
　上空を飛ぶ航空機用の天気図で，ジェット気流の位置を把握する。
　200hPaのジェット気流解析は，基本的には300hPaと同じであるが，
200hPa高度は，亜熱帯ジェット気流の中心付近の高度となる。主にジェッ
ト軸の位置を確認する。
　客観解析されたジェット軸は，多少ジグザグしたり，不連続になったりし
ている。ジェット気流が等風速運動をする場合は等高度線に平行に，加速す
る場合は低高度の方へ等高度線を切り，減速する場合は高高度の方へ等高度
線を切る（1.7　第３図　p.79）。これらの特性を考慮して，ジェット気流の
流れをスムーズ化してとらえる。
　②圏界面高度のチェック
　圏界面を横切る飛行は，乱気流の恐れがあるので危険なため，圏界面の高
度を確認する。圏界面高度は，一般にトラフで低く，リッジで高くなる。ま
た，高緯度にある寒帯圏界面は低く，低緯度にある亜熱帯圏界面は高くなる。
参考のためにジェット気流の出現と圏界面高度との関係を示す（第１表）。
ただし，これは平均的な関係であって，変動が大きいことを考慮しなければ
ならない。
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　③低緯度の風の流れを知る
　寒候期は北緯20度以南，暖候期は北緯30度以南のこれらの季節に高度差
が少なく風の弱い地域には，予想風向・風速が示されている。南行きの運航
計画の参考にする。
　④北極地方の大気の状態を知る
　アジア太平洋天気図では北極点周辺まで予想されている。北極を含めた高
緯度の大気のパターンを確認する。

（４）提供場所
　気象庁高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）
　航空気象情報（https://www.data.jma.go.jp/airinfo/index.html）

コラム2　天気種類と大気現象─③
第１表　ジェット気流と圏界面高度との関係（気象庁提供）

ジェット気流の種類 平均的な圏界面高度
Jpa（北極前線ジェット気流） 300hPa（中緯度）圏界面の南
Jpn（北方系寒帯ジェット気流） 250hPa（中緯度）圏界面の南
Jps（南方系寒帯ジェット気流） 200hPa（中緯度）圏界面の南
Js（亜熱帯ジェット気流） 150～100hPa（亜熱帯）圏界面の南

大気現象の種類と定義（その2）
種　　　類 記号 定　義　解　説

細　　　氷
Diamond dust

　晴れた空から降ってくるごく小さな氷の結晶の降水で，大気中
に浮遊しているように見える。
　細氷は非常によく晴れた静穏の寒い日に起きやすく，気団が急
激に冷え込み，気温が－10℃未満に下がるとできる。一般には板
状結晶のものが多く，その直径は約30～200μmである。
　この結晶が太陽光の中ではきらきら輝いて見える，また顕著な
かさ現象をしばしば見ることができる。
　水平視程は激しく変動するが，その下限は1km以上である。

霧
Fog

　ごく小さな水滴が大気中に浮遊する現象。水平視程が1km未
満の場合をいう。
　十分に光があたっているときには一つ一つの霧粒が肉眼で見分
けられることがあり，そのときには霧粒がいくぶん不規則に動い
ているように見える。霧の中の空気は通常湿っぽく冷たく感ずる。
霧の中の相対湿度は一般に100%に近い。全体としては白みが
かっているが，工場地帯では煙とじんあいのため灰色または黄色
みを帯びる。
　霧と煙が混じったものをスモッグ（smog）ということもある。

低　い　霧
Low fog

　目の高さの水平視程は1km未満であるが，天空がかすかに見
えるくらいに霧が薄い場合は，低い霧という。

地　　　霧
Shallow fog

　目の高さの水平視程は1km以上であるが，地面近くに霧があ
る場合は，地霧とする。

氷　　　霧
Ice fog

　多数のごく小さな氷の結晶（直径約2～30μm）が大気中を浮
遊する現象。水平視程を著しく減少させる。
　この結晶は日がさしていると輝いて見える。氷霧に細氷が混じ
るとかさなどを生ずることがある。
　一般に高緯度地方・山岳地方で気温－30℃以下の静穏な晴天
のときに現れる。

も　　　や
Mist

　ごく小さい水滴または湿った吸湿性の粒子が大気中に浮遊して
いる現象。水平視程は1km以上の場合をいう。
　もやの中の空気は霧の中でのように湿っぽくも冷たくも感じな
い。もやの中の相対湿度は一般に霧の場合よりも小さく，目安と
しては75%以上が多いが100%になることはない。もやは一般
に多少とも灰色がかっている。

地ふぶき
Drifting and Blowing
snow
　低い地ふぶき
　Drifting snow

　高い地ふぶき
　Blowing snow

　地ふぶきは，積もった雪が吹き上げられる高さの違いにより，
低い地ふぶきおよび高い地ふぶきの2種類がある。

　積もった雪が地表からわずかの高さに吹き上げられる現象。
　目の高さの水平視程はほとんど減じない。雪の粒子は地表をは
うように移動し，このため非常に低い地物はぼんやり見えたり，
隠されたりする。
　積もった雪が地上高く吹き上げられる現象。目の高さの水平視
定は一般に非常に悪い。吹き上げられた雪はときには全天を覆い，
太陽さえも隠すほどになることがある。これらの雪は絶えず風に
よって激しくかき回される。
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大気現象の種類と定義（その3）
種　　　類 記号 定　義　解　説

ふ　ぶ　き
Snow storm

　高い地ふぶきと雪とが同時に起こっている現象。

し　ぶ　き
Spray

　広い水面，一般的には波がしらから，風により水滴が吹き飛ば
される現象。水面が荒れた状態では，泡を伴うことがある。
　台風，季節風など広範囲の強い風にともない発生し，視程障害
を発生させた場合に記録する。

露
Dew

　地面や地物などに大気中の水蒸気が凝結し水滴となって付着し
たもの。草や木の葉だけにできたものは除く。

凍　　　露
White dew

　露の粒が凍結したもの。

霜
Hoar-frost

　大気中の水蒸気が昇華して，地面または地物に付着した氷の結
晶。一般にうろこ状，針状，羽状または扇子状をしている。

霜　　　柱
Ice columns

　地中の水分が柱状の氷の結晶となって，地中または地面に析出
したもの。

霧　　　氷 　樹木や地物に白色ないし半透明の氷層が付着してもので，樹霜，
樹氷，粗氷の3種類がある。

樹　　　霜
Air hoar

　おもに水蒸気の昇華によって生じた氷の結晶からなり，針状・
板状・コップ状などの結晶形が明らかに認められることが多いが，
凍った霧粒が混じってついていることもある。物体の風上側に生
長しやすい。

樹　　　氷
RimeまたはSoft rime

　おもに過冷却した霧粒または雲粒（山岳域）が，地物に吹きつ
けられてできた白色不透明のもろい氷で，うすい針状，または尾
びれ状の塊が集まってできている。側面に樹霜ができていること
もある。弱い風の下では地物の全方向に付着する。

粗　　　氷
Rimeまたは
Hard rime

　樹氷と同じようにしてできる。半透明か，または透明に近い氷
の塊で，霧粒が大きく，気温が－2℃～－10℃の間でできやすい。
また風方向に発達する。

雨　　　氷
GlazeまたはClear ice

　一般に均質で透明な氷層が地物に付着した現象。過冷却した霧
雨または雨（着氷性の霧雨または雨）が，0℃以下または0℃よ
りわずかに高い温度（過冷却でない場合は0℃以下）の地面や地
物にあたって凍結したものである。

積　　　雪
Snow coverage

　固形降水が，観測場所周辺の地面の半ば以上を覆う現象。

冠　　　雪 　山頂（山頂が見えない場合は中腹）が雪，または白色に見える固
形降水で覆われている状態を，観測所から望観できたとき。
　通常，寒候期に初めて観測した日を記録する。

結　　　氷
Freezing

　屋外にある水が凍る現象。

種　　　類 記号 定　義　解　説
た　つ　巻
Spout

　激しいうず巻。柱状または漏斗状の雲が積乱雲の底から，たれ
下がり，海面から巻き上げられた水滴，または地面から巻き上げ
られたちり，砂などが，尾のように立ち上がっている。
　漏斗状の雲の軸は鉛直かまたは傾いている。ときには曲がりく
ねっていることもある。漏斗の先が，地面または海面からの「尾」
とつながっていることが珍しくない。
　たつ巻の中の空気は，低気圧性に急速に回転することが多い。
積雲の下に弱いたつ巻が観測されることがある。

（２）大気じん象（Lithometeors）
　大気じん象は，水滴または氷粒をほとんど含まない主として固体の粒が，大気
中に浮遊していたり地面から風によって吹き上げられたりしている現象である。

種　　　類 記号 定　義　解　説
煙　　　霧
Haze

　肉眼では見えにくいごく小さいかわいた粒子が，大気中に浮遊
している現象。数が多いために空気が乳白色に濁って見える。
　遠距離の明るい物体や光源は，煙霧を通して見ると黄色味を帯
びるか赤っぽい色に見え，一方暗い物体は青色がかって見える。
これはおもに煙霧の粒子による光の散乱効果である。これらの粒
子はそれ自身の色をもつことがあり，その場合にはその色が景色
を色づける。
　煙霧の中の相対湿度は，75%未満のことが多い。

ちり煙霧
Dust haze

　風によって地面から吹き上げられたちりまたは小さな砂の粒子
が，風じんがおさまった後まで，または風じんの発生場所から離
れた場所に，浮遊している現象。明らかに風じんによると判断さ
れた場合に限り，ちり煙霧とする。風じんによることが明らかで
ない場合には煙霧とする。

黄　　　砂
Yellow sand

　主として大陸の黄土地帯で吹き上げられた多量の砂じんが空中
に飛揚し，天空一面を覆い，徐々に降下する現象。はなはだしい
ときは天空が黄かっ色となり，太陽が著しく光輝を失い，雪面は
色づき，地物の面には砂じんが積もったりすることもある。

煙
Smoke

　燃焼により生じた小さな粒子が大気中に浮遊している現象。
　煙は地面近くに存在して視程を悪くすることがあり，また，上
空に存在して天空を覆うこともある。
　煙を通してみると，太陽は日の出時や日の入時には，非常に赤
く見え，日中はだいだい色がかって見える。都市またはその近く
では，煙はかっ色，暗い灰色または黒色になる。近くの森林の火
災から広がった煙は，太陽光線を散乱させるので，空は緑がかっ
た黄色になる。非常に遠距離にある発生地から広がり一様に分布
した煙は，一般に薄い灰色がかった色か，青味がかった色である。
煙が多量に存在するときは，煙は臭いによって識別できることが
ある。
　煙の発生源が明らかに判断される場合に限り煙とする。そうで
ない場合は，煙霧とする。



88

1.11　極東500hPa高度・渦度解析図極東500hPa高度・渦度解析図

高標高領域
縦横破線領域
3000ｍ以上

高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上

低圧部（低気圧）の
中心

渦度極大値
305×10－6/sec

渦度極小値
－86×10－6/sec

正の渦度域
縦線領域

負の渦度域
白抜き領域

高圧部（高気圧）の
中心

等渦度線
破線

渦度 40毎
高度

高度記入
120ｍ毎

等高度線
実線 60ｍ毎

等高度線
太実線 300ｍ毎
5700ｍが基準

等渦度線
実線
渦度0
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1.11　�極東500hPa高度・渦度＊1解析図 
［500hPaのトラフ，リッジと渦度に注目］

（１）略号
AXFE578
AX：種々の解析（Analysis Miscellaneous）
FE：極東（Far East）
578：500hPa，700hPa，850hPa

　「極東500hPa高度・渦度解析図」と「極東850hPa気温・風，700hPa鉛
直流解析図」（1.12）の２種で１組になっている。「極東500hPa高度・渦度
解析図」はその上の図である。

（２）記号およびその内容
　①予想時間０時間の数値予報図
　数値予報を行うために初期値化を行った，初期値（T＝０）の図，すなわ
ち０時間後の数値予報天気図である。
　モデルの初期値（T＝０）は，１日４回，00，06，12，18UTCに行われ
る数値予報計算から作成される。このうちの00，12UTCの図が配信される。
　②等高度線
　等高度線は，5,700mを基準にして60m間隔に実線で，300m毎に太実線
で示す。高度の値は120m毎に示す。
　低圧部の中心付近にはＬを，高圧部の中心付近にはＨを示す。
　③等渦度線
　500hPaの等渦度線を示す。渦度０の等渦度線は実線で，その他は渦度40

（×10－6sec－1）毎に，最大±200まで，破線で示す。正の渦度域には縦の実
線を施す。また，渦度の極大値，極小値を数値で示す。

　④高標高領域
　空間平均をした1,500m以上の領域は縦の破線領域，3,000m以上の領域
は縦横の破線領域で示す。この領域の値は標高が高いため参考値として利用
する。

（４）解析のポイント
　①トラフ・リッジと渦度域の変化を確認
　理論的には，大気は地上および大気の上限（圏界面）で水平方向への収束，
発散が行われ鉛直運動は０となる。これに対して対流圏中層（500hPa付近）
では鉛直運動が最も強く，逆に収束も発散もない非発散層といわれている。
したがって，500hPa面を移動する渦度は時間変化が小さく，偏西風の流れ
に沿って，ほぼ同じ高度線で長時間容易に追跡が可能である。
　また，トラフが発達すると対応する渦度域の極大値が大きくなる。このた
め，トラフ，リッジに対応している数値の比較的大きい極大・極小値に注目
し，過去（12，24時間前）から現在または予報時間までの500hPa面のト
ラフ，リッジの深まり，衰弱とともに渦度の移動と変化をチェックする。
　②等高度線および地上の高・低気圧の軸の傾きを確認
　一般に，500hPa面の渦度と地上天気図の関係は次のようになる。
　１）正の渦度が大きいところでは，低気圧が発生・発達しやすくなる。
　２） 地上低気圧と500hPa面の顕著な正渦度域が対応すれば，この低気圧

は背が高く活発。対応する正渦度域がなければ下層だけの低気圧で小
規模なものとなる。

　３） 発生期の低気圧ほど対応する正渦度域は風上側にある。低気圧が発達
するとともに低気圧の後を追うように近づき，逆に衰弱する低気圧で
は正渦度域はほとんど地上天気図の低気圧の真上にあるか，風下側に
あることが多くなる。

　これらのことから，過去から現在または予想時刻までの500hPa面のトラフ，
リッジ，渦度と地上高・低気圧の軸の傾きを確認する。
　トラフ・リッジの軸は渦度極大域を利用するとよい。すなわち，正渦度極
大域はトラフの軸近傍（上の３項には注意しながら）に，リッジの軸は負渦
度極大域近傍にある。また，風向シア（変曲点）も利用できる。
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1.11　極東500hPa高度・渦度解析図　

　トラフ内でまとまりを持った負の渦度域，リッジ内の正の渦度域に注目す
る。前者は低圧場の中の発散域で，好天をもたらす地域に対応し，後者は高
圧場の中に入り込んだ寒気等を示すことがあり悪天になる場合がある。
500hPaの気温分布，700hPaの上昇流分布とあわせて検討する。
　予想図では小さい正の渦度極大域がいくつも計算される。正の極大域を追
跡する場合，トラフに伴うまとまりを持った正渦度域を対象とし，経・緯度
２～３度程度の小さな正渦度域は対象としない。しかし，例外として地上低
気圧の発生を示唆することもあるので，気象衛星画像で雲域が発生・発達し
たり，地上予想図で低気圧が発生したりしているときは，細かな渦度の変化
からその発生を確認する。
　③渦度０線と特定高度線に注目
　東西に延びる強風軸の北側では正渦度，南側では負渦度になるので，東西
に延びる強風軸に沿った渦度０を結んだ線はジェット軸に相当するといえる。
このためジェット軸に沿い，その南側に位置する上層の前線はジェット軸と
ほぼ平行に走る。この上層の前線が地上付近まで達している場合は，地上の
前線がジェット軸にほぼ平行に走っているということもできる。300hPa面
のジェット軸（強風軸）が顕著で，500hPa面の渦度０線が凸凹しないで長
く延びている場合には，地上の前線は渦度０線の数百km南に位置する。第
１図では，500hPa高度・渦度解析図で東シナ海から西日本のほぼ5,820m
の等高度線に沿った＋渦度域の０線の500～700km南に停滞前線が解析さ
れている。このように前線を解析する際の参考にする。

　さらに，夏季の太平洋高気圧は，5,880mの等高度線で囲まれた高気圧と
して表現されることが多い。また，寒帯ジェット対応がよいのは，夏季は
5,700m，冬季は5,400mの等高度線といわれている。このような特定の高
度線に注目して，気団の南北変化，地上の高・低気圧の変化と照らし合わせ
る。

（４）提供場所
　高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）

［用語の解説］
＊１　渦度
　一般に渦度は風のシア（shear）で示される。水平方向に速度差がある場合，
単位距離あたりの速度差を「シア」と呼ぶ。第２図の（ａ）には，東西方向に風
が吹いている場合の渦度が示されている。渦度は矢印の回転であり，ベクトルで
表すとその方向は紙面に直角になっている。（ａ）では中心付近の風が強く，南北
に風のシアがあり，北側では空気に反時計回りの回転が与えられ，これを正の渦

第１図　500hPa渦度と地上前線との関係（2012年６月１日９時）
左図：500hPa高度・渦度解析図　破線　地上の停滞前線　右図：地上天気図

第２図　渦度
（『天気予報のための大気の運動と力学』股野宏志，東京堂出版，1997）
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度と呼ぶ。逆に南側では時計回りの回転が与えられ，これを負の渦度と呼ぶ。す
なわち，ジェット気流（強風軸）を境にして北側では正の渦度，南側で負の渦度
になっており，ジェット軸は渦度０線の位置になる。（ｂ）は同じく東に向かう流
れが曲率を持つ場合，曲率効果が空気に渦度を与えることを示している。北西か
ら南下してトラフで東に向きを変え，それから北東に向かう空気は「向きを反時
計回りに変えている」ので正の渦度を持っている。そして南西から北上してリッ
ジで東に向きを変え，それから南東に向かう場合は「向きを時計回りに変えている」
ので負の渦度を持つ。このように曲率を持つ流れの場合は，曲率の向きにより渦
度の正負が決まる。

コラム2　天気種類と大気現象─④

大気現象の種類と定義（その4）
種　　　類 記号 定　義　解　説

降　　　灰
Ash fall

　火山の爆発によって火山灰が空中に吹き上げられ，それが徐々
に地面に降下する現象。

風　じ　ん
Drifting and blowing 
dustまたはDrifting and 
blowing sand
　低い風じん
　Drifting dust
　またはDrifting sand
　高い風じん
　Blowing dust
　またはBlowing sand

　ちりまたは砂が，地面から吹き上げられる現象で，吹き上げら
れる高さの違いにより，低い風じんおよび高い風じんの2種類が
ある。

　ちりまたは砂が，地面からわずかの高さに吹き上げられる現象。
目の高さの水平視程はほとんど減少しない。

　ちりまたは砂が，地上高く吹き上げられる現象。目の高さの水
平視程は一般に非常に悪い。

砂じんあらし
Dust stormまたは
Sand storm

　ちりまたは砂が，空中高く，強い風のために激しく吹き上げら
れる現象。砂じんあらしの前面は，幅の広い高い壁が急速に進ん
でくるように見えることがある。この壁の後ろには積乱雲を伴う
ことが多い。また，この壁は寒気の前面に雲を伴わないで発生す
ることもある。目の高さの水平視程は非常に悪く1km未満になる。

じん旋風
Dust whirlまたは
Sand whirl

（Dust devil）

　地面から吹き上げられたちりまたは砂が，柱状になってときに
はまき散らしながら旋回している現象。柱の直径は小さく，軸は
だいたい鉛直で，その高さは変動する。
　じん旋風は，地面近くの空気が非常に不安定なとき，地面が日
射で強く加熱されたりすると発生する。

（３）大気電気象（Electrometeors）
　大気電気象は，大気中の電気現象のうち，目視または聴音により，観測される
現象である。

種　　　類 記号 定　義　解　説

雷　　　電
Thunderstorm

　電光が見え，雷鳴が聞こえる急激な放電。雷電はしゅう雨性降
水を伴う場合が多い。

電　　　光
Lightning

　雲と雲との間，または雲と地面との間の急激な放電による発光
現象。

雷　　　鳴
Thunder

　電光に伴う鋭い音またはゴロゴロとなる音。一般的に20km以
上の場合は音は聞こえにくい。
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1.11　極東500hPa高度・渦度＊1解析図極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流解析図

高標高領域
縦横破線領域
3000ｍ以上

高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上

850hPa面の
寒気の中心

850hPa面の
暖気の中心

700hPa面の
下降流域
白抜き領域

700hPa面の
下降流の極値
極値 16hPa/hr

850hPa面の
風向・風速

北北西の風 25KT

700hPa面の
鉛直P速度0の等値線

実線

700hPa面の
鉛直p速度の等値線
破線 20hPa/hr毎

700hPa面の
上昇流の極値
極値 －126hPa/hr

700hpa面の
上昇流域
縦線領域

850hPa面の気温
気温記入 6℃毎

850hPaの等温線
太実線 3℃毎
0℃が基準
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1.12　�極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流解析図 
［上昇流に注目］

（１）略号
AXFE578
AX：種々の解析（Analysis Miscellaneous）
FE：極東（Far East）
578：500hPa，700hPa，850hPa

　「極東500hPa高度・渦度解析図」（1.11）と「極東850hPa気温・風，
700hPa鉛直流解析図」で２種１組になっている。「極東850hPa気温・風，
700hPa鉛直流解析図」はその下の図である。

（２）記号およびその内容
　①予想時間０時間の数値予報図
　数値予報を行うために初期値化を行った，初期値（T＝０）の図，すなわ
ち０時間後の数値予報天気図である。
　モデルの初期値（T＝０）は，１日４回，00，06，12，18UTCに行われ
る数値予報計算から作成される。このうちの00，12UTCの図が配信される。
　②850hPa面の等温線
　０℃線を基準にして３℃間隔に850hPaの等温線を太実線で示す。気温の
値は６℃毎に示す。
　寒気域の中心付近にCを，暖気域の中心付近にWを示す。
　③850hPa面の風
　850hPa面の風向・風速を約300km格子間隔（日本付近）に矢羽根で示す。
　④700hPa面の鉛直P速度＊1（以下鉛直流）の等値線
　700hPa面の鉛直流の分布について，鉛直流０の等値線を実線で，20hPa/
hr間隔の等値線を破線で示す。負符号の上昇流域には縦の実線を施す。上

昇流域の極値には－をつけて数値を表示する。正符号の下降流域の極値付近
には＋をつけて数値を表示する。単位はhPa/hr（時間）である。ちなみに
700hPa付近では－1hPa/hrの上昇流は１秒当たり約0.3㎝/secの上昇流にな
る。
　⑤高標高領域
　空間平均をした1,500m以上の領域は縦の破線領域，3,000m以上の領域
は縦横の破線領域で示す。この領域の値は標高が高いため参考値として利用
する。

（３）解析のポイント
　①700hPa面の上昇流域を把握
　700hPa面の上昇流は，500hPa面での正の渦度移流域や850hPaの暖気移
流域に生じる。一方，下降流は500hPa面での負の渦度移流域や850hPaの
寒気移流域に生じる。さらに鉛直流の大きさは，それぞれの移流量に比例す
る。このように，700hPaの鉛直流と，暖気，寒気移流を示す850hPaの気
温・風，500hPaの渦度移流とは密接な関係がある。700hPaの鉛直流と
850hPaの気温・風が１つの図に示され，500hPaの渦度図と１組になって
いるのはこのためである。したがって，それぞれの図をバラバラに見るので
はなく，関連付けて見ることが大切である。
　低気圧前面で暖気が上昇し，後面の寒気が下降するとき低気圧は発達する。
このため850hPa面の気温分布と風により暖気，寒気移流を知り，暖気移流
と上昇流が同じような位置にあるかチェックする。上昇流域は，複雑な形に
なっているので，先に暖気移流域，正の渦度移流域等に着目し，それと上昇
流域を対応させる。
　鉛直流域の形状や強さは，その時々によって大きく変化する。このため渦
度を追跡するように，上昇流域を追跡はしない。小さい孤立した上昇流域は
無理に理屈を付けるようなことはせず，一般的には無視する。
　②850hPa面の前線の位置の目安を付ける
　東西に延びるような帯状の上昇流域があるときは，前線が存在する可能性
がある。一般的に，等温線の混んでいる領域（集中帯）が前線に対応するが，
850hPa気温解析図では前線付近でも等温線の間隔が開いている場合がある。
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1.12　極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流解析図　

このときは特定等温線（実況図の解析で前線に対応する850hPaの気温など）
に注目して，その等温線付近で東西に帯状に延びる上昇流域を探す。また，
風向が変化している場所，風下側に向かって風速が強くなっている，明らか
に収束しているところは前線と見てよい。700hPa湿域も前線の目安になる。
さらに，「日本850hPa風・相当温位予想図」は，相当温位，風を利用して
梅雨前線を含め前線の位置を決める重要な資料である。以上の資料を利用し
ながら前線を決める。
　一般的に，総観スケールの前線は長く延びており，この中に前線活動の活
発，不活発な領域が含まれている。前線活動の活発な領域は，上昇流が強い
のが普通である。上昇流域の中で極大値が示されている場所をチェックして
おく。着目する上昇流の極大値付近を赤色で彩色するのもよい。
　850hPa面の強風は，下層ジェットの存在を示すことがある。地上低気圧
の前面で850hPa暖気移流および強風（特に50KT以上）が予想される場合は，
局地的な豪雨などが予想されるので注意が必要である。また，冬季，冬型の
気圧配置時に北西風が50KT以上の場合は，降雪，海上の強風，波浪に注意
が必要である。

（４）提供場所
　高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）

［用語の解説］
＊１　鉛直P速度
　上層の観測が圧力一定面すなわち1000hPa，850hPa，700hPa，500hPa，
300hPaといった面での風向・風速，気温などを観測するようになっているために，
高度zでの上昇・下降流（w≡dz/dt）を求める代わりに，圧力一定面の上下運動
を求める。このような圧力一定面の上下運動を表す量として，wの代わりにω（オ
メガ）という記号を用いる。
　ω≡dp/dt
　wとωの関係は次のようになる。
　　　ω＝∂P/∂t＋u･∂p/∂x＋v･∂p/∂y＋w･∂p/∂z
　ここで，u，v，wは，東西，南北，鉛直方向の流れである。
　右辺の各項は総観スケールの波に関して大体次のような大きさになっている。

　　　∂p/∂t～⊿p/1日～10hPa/1日～10－4hPa/sec
　　　u･∂p/∂x＋v･∂p/∂y～U･⊿p/L
　　　　　　　　　　　～10m/sec･10hPa/1000km
　　　　　　　　　　　～10－4hPa/sec
　　　w･∂p/∂z～1cm/sec･1000hPa/10km
　　　　　　　　　～10－3hPa/sec
　ここで高・低気圧といった偏西風の波動についての気圧の変動は，その水平方
向の変動⊿pは10hPaくらいとして，ｗは1cm/sec，また代表的波長Ｌは
1000km，代表的風速Ｕは10m/secとしている。以上の推定からωとしては近
似的に上式の右辺の第４項のみを考えて，
　　　ω≒w∂p/∂z
　さらに密度，気圧ｐに関する静力学の式
　　　∂p/∂z＝－ρg
　を用いると
　　　ω≒－ρgw～1hPa/hr（1hr＝3.6×103sec）
　すなわちｗが1cm/secの大きさであるなら，ωは符号が逆で約－3.6hPa/hr
の大きさに換算される。

　大気運動に関わる風速のうち，その鉛直成分，すなわち鉛直流について数値予
報では，大規模現象を予報対象としてモデルが開発されてきた。気象じょう乱と
の対応関係からωの分布を解釈する上で，ω方程式がよく用いられる。ω方程式は，
準地衡風近似の方程式系の渦度方程式と熱力学方程式などから導かれる。求めら
れた結果は次のようになる。

　　　　S∇2ω＋f0
2（∂2ω/∂p2）

　　　　　［鉛直流の強さ］
　　　　＝f0∂｛Vg･∇（ζ g＋f）｝/∂p＋∇2｛Vg･∇（－∂φ/∂p）｝＋k/p（∇2Q）
　　　　 ［渦度移流の鉛直シア］ ［温度移流］ 「非断熱効果」

ここで，Sは温位の鉛直傾度（－∂θ/∂p）
　　　　Vgは地衡風，ζ gは地衡風の渦度，
　　　　φはジオポテンシャル
　　　　Qは非断熱過程に伴う加熱率

　この式の左辺［鉛直流の強さ］は，［－ω］に比例する形になっている。右辺第



95

　

１項の渦度移流の鉛直シアの項は「地衡風による，地衡風渦度移流のp微分」で
ある。実際の大気中では，渦度移流の絶対値は対流圏下層で小さく，中層で最大
になることが多いので，この項は事実上中層の渦度移流で決定される。つまり，
地上の低気圧から見て，上層の気圧の谷の前面で上昇流（ω＜０），気圧の尾根の
前面で下降流（ω＞0）をもたらす。第２項の温度移流の項は，温度移流の絶対
値は下層で大きく，中上層では相対的に小さい。したがって，この項は下層の温

度移流によって決定される。地上低気圧の前面には暖気があるので上昇流（ω＜０），
後面では寒気移流があるので下降流（ω＞0）となる。第３項の非断熱効果の項は，
大規模現象を扱う場合には前の２項に比べて一般的には一桁小さいので，無視で
きる。

第１図　大気の運動学的立体構造

大気の運動学的立体構造，簡単なまとめ

　（ａ）概念図
　大気中に鉛直運動が存在すると，大気の底（地表：ｚ＝０）や大気の上限（ｚ＝∞）では零と
いう運動学的境界条件を満足させる必要がある。すなわち大気が地中にめり込んだり，大気が散
逸したりするなどの不自然さを避けるための条件である。この条件だけに基づいて作成したのが

（ａ）の概念図で，大気の中層で上昇流，下降流が増すという模式図である。

　（ｂ）収束と発散
　概念図の上昇流域における鉛直速度，（水平）収束および（水平）発散の高度分布を模式的に
示したものである。

　（ｃ）トラフの軸の傾きと層厚
　概念図の温度構造を，層厚を用いて模式的に示した図である。層厚は上下等圧面間の気層の平
均温度を表しているので，トラフの軸が西に傾いている場合（左側）は，トラフの前面で暖気上
昇，トラフの後面で寒気下降になっており，位置のエネルギーが減少して，じょう乱が発達する。
一方，トラフの軸が東に傾いている場合（右側）は，寒気が上昇して暖気が下降することになり
位置のエネルギーが増加して，じょう乱は発達しない。
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1.12　極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流解析図高層断面図

高層気象観測値
気温 －16.7℃
湿数 3℃

南西の風 30KT高層気象観測
地点番号

高層気象観測所
地点名

地上気象
観測値

等風速線
太破線
20KT毎

温度
温度記入
10℃毎

風速
風速記入
20KT毎

温位
温位記入
10K毎

等温線
細実線
5℃毎

等温位線
実線
5K毎

圏界面高度
☆印

最大風速高度
×印

縦軸：
標準大気の高度
左　KM、右　FT

縦軸：気圧（hPa）

横軸：緯度（北緯）
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1.13　�高層断面図 
［大気の鉛直構造の理解］

（１）略号
AXJP130
AXJP140
AX：種々の解析（Analysis Miscellaneous）
JP：日本（Japan）
130：東経130度
140：東経140度

　AXJP130とAXJP140で１組になっている。

（２）記号およびその内容
　①客観解析した高層断面図
　高層断面図は，00，12UTCの１日２回，ラジオゾンデの観測結果を基に，
東経130度および140度線に沿って客観解析する。
　②等風速線
　等風速線を20KT毎に太い破線で，風速の値も20KT毎に示す。
　③等温位線
　等温位線を5K毎に太い実線で示し，10K毎に温位の値を示す。数値の単
位は絶対温度（K）である。
　④等温線
　等温線は５℃毎に細い実線で示し，10℃毎に気温の値を示す。
　⑤高層観測地点の観測値
　各高層観測地点の地上から上層までの観測値を示す。地上観測値は観測さ
れた各要素，高層観測値は，風向・風速，気温，湿数，圏界面高度（✡），
最大風速高度（＊）である。高層観測地点番号と地点名を第１表に示す。

　⑥縦軸:気圧（対数軸）および標準大気＊1における高度
　⑦横軸:高層観測地点および緯度

（３）解析のポイント
　①立体的に大気をとらえる
　地上天気図，高層天気図などは大気を平面としてとらえた解析図に対して，
高層断面図は，大気を鉛直にとらえた解析図である。断面図の縮尺は大気の
厚みが水平方向の広がりに対してはるかに小さいので，鉛直方向の長さ（地
上から100hPa）は水平方向の長さ（北緯50度から北緯25度）の約150倍に
なっている。
　高層断面図から，ジェット気流，上層の前線面，圏界面の位置，風の鉛直
シア＊2の混んでいる場所の概略をつかむ。ただし，この高層断面図の解析
はかなり粗いものになっているため，前線面などを詳細に検討するときは，
観測値を基に状態曲線（エマグラム）を描いて前線の高度を確認したり，
300hPa天気図の強風軸なども参考にしたりして，再解析する必要がある（第
１図）。
　②ジェット気流の把握
　ジェット気流は偏西風帯の中で特に風速の大きな部分をいい，寒帯ジェッ
トと亜熱帯ジェットがある。寒帯ジェットは変動が大きく，南北に大きく蛇
行し，場所と時期によって２本になることがある（「アジア300hPa天気図」
p.76参照）。亜熱帯ジェットは，寒帯ジェットの南に位置し，寒帯ジェット

第１表　高層観測地点番号と地点名
東経130度 東経140度

50774：イーチェン（中国） 32150：ユージノサハリンスク（ロシア）
31873：ダルネレチェンスク（ロシア） 47401：稚内
57292：ヤンジ（中国） 47412：札幌
47041：ハムフン（韓国） 47582：秋田
47122：オーサン（韓国） 47646：館野
47138：ポハン（韓国） 47678：八丈島
47807：福岡 47971：父島
47827：鹿児島
47909：名瀬
47945：南大東島
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1.13　高層断面図　

ほどの変動はない。これらジェット気流の中心付近のすぐ下では水平温度傾
度が大きく，温度傾度の集中帯になっており上空の前線帯に対応する。多く
の場合この前線帯が温帯低気圧の地上の前線となって現れる。また，ジェッ
ト気流の近くでは強い風のシアのため，しばしば晴天乱気流が発生する。航
空気象にとって注意しなければならない場所である。
　等風速線によりジェット気流の位置，強さがわかる。300hPa天気図，気
象衛星画像などによりおおよその位置が確認できるが，断面図により高度も
含めた位置を把握する。
　ただし次のことに注意する必要がある。
　AXJP140に描画されている客観解析による等風速線は，八丈島と父島と
の間に最大値を解析することはない。これは八丈島と父島の間に観測点がな
いためであり，ジェット軸がその間を通るような場合でも，どちらかの側（風
速の強い方）に見かけ上の最大値を解析する。
　また，AXJP130では，東経130度線に沿ってまっすぐ観測点が並んでい
ないこと，４か国間のデータが混在していることなどから，解析しにくいこ

とも度々あるので，主に日本付近のジェットコアの確認程度に利用するとよ
い。
　③圏界面および前線の把握
　対流圏では上空に行くにしたがって気温が下がり，成層圏では気温が上が
って行く，その境界が圏界面である。すなわち，圏界面は対流圏と成層圏を
分ける面で，気温の鉛直傾度が不連続になる面である。中緯度地方では赤道
側の圏界面と極側の圏界面が上下に重なって二重圏界面を示すことがある。
ジェット気流の軸はこれらの圏界面付近かすぐ下に解析される。
　圏界面を知るには，各観測地点の圏界面のマーク（✡）をチェックして，
同じくらいの温位のマークを連ねることにより圏界面を知ることができる。
異なる温位の圏界面マークは，二重圏界面や上層の安定層を示すことがある
ので，状態曲線などから圏界面かどうかの判断を行う。
　冬季，圏界面の高度が下がり，300hPa以下になることがある。こうなる
と300hPa面は成層圏に入るため，300hPa天気図の温度場は寒気の中心付
近で，気温が上がる。解析するときは注意が必要である。
　断面図の前線面は，次のような特徴を持つ（第２図）。
　　１） 等温位面の傾きは等温線の傾きと逆の関係にある。安定層や逆転層

では南北の気温傾度があるので，等温位線の傾度は増加する。高層

第２図　高層断面図の典型的な事例
左図　実線：温位，破線：湿数，太実線：圏界面，灰色域:前線帯，雲分布
右図　実線:気温，破線:等風速線，太実線:圏界面，灰色域:前線帯，Js:ジェット軸

第１図　高層断面図再解析例（気象庁提供一部修正）
太実線:圏界面，太破線：前線面，〇：ジェット軸
Aの点線の範囲：風の鉛直シアの大きいところ（乱気流が発生しやすい）
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断面図で見ると安定層や逆転層のところで等温線と等温位線がＸ型
に交差する。

　　２） 対流圏では同一の等温位面は北側から南側に垂れ下がり，成層圏で
は南側から北側に垂れ下がっている。

　　３） 安定層や逆転層を境にして鉛直方向，水平方向とも風のシアがある。
　一般的に，圏界面から等温位線が傾斜し温位傾度が混む場所が，前線帯に
対応しており，水蒸気の少ない上層ではこの関係がよく成り立つ。しかし，
水蒸気の多い中・下層では等温位線より，水蒸気量が考慮されている等相当
温位線の方が対応がよい。このため温位だけで前線帯を解析するときは注意
を要する。
　航空関係では前線帯付近は乱気流が発生しやすい場所として運航において
警戒されている。上層の前線帯の位置（どの地点（緯度）ではどの高度にあ
るのか）を把握する。ただし高層断面図の解析は粗いので，状態曲線などを
用いた再解析が必要である。
　④風のシアの把握
　風の鉛直，水平シアの大きいところは，乱気流の発生揚所として知られて
いる。等風速線の混んでいる位置に注意する。
　⑤雲底および雲頂高度の推定
　高層観測地点の気温と湿数から雲底および雲頂高度を推測する。気温が－
10℃くらいでは湿数３℃以内，－20℃くらいでは湿数５℃以内で雲が発生
するといわれている。

（４）提供場所
　高層天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）

［用語の解説］
＊１　標準大気
　気温や気圧などの高度分布を，実際の大気の平均状態に近似するように，単純
な形で表した協定上の基準大気である。国際的には国際民間航空機関（ICAO）が
採用している国際標準大気が一般に用いられ，航空機の性能比較や気圧高度計の
目盛りづけなどの基準になっている。
＊２　シア（shear）
　気象学では風についてウィンド・シアとして用いられることが多い。ウィンド・
シアは大気中の２点における風のベクトル差をいう。水平方向に並んだ２点間の
差を水平シア，鉛直方向に並んだ２点間の差を鉛直シアという。



100

　

コラム3　気象庁で用いる主な用語─①

（1）専門家向けの予報解説資料などで使用する用語（その1）
低気圧に関する用語

用　語 説　　明
［TW］
［SW］
［GW］
［W］
FOG［W］

海上台風警報（Typhoon Warning）
海上暴風警報（Storm Warning）
海上強風警報（Gale Warning）
海上風警報（Warning）
海上濃霧警報（Fog Warning）

亜熱帯低気圧 下層では熱帯低気圧に類似した性質を持つが，上層で寒気を伴う点で，
熱帯低気圧と温帯低気圧の両方の性質を持つ低気圧。上層まで中心付
近に暖気を伴う熱帯低気圧よりも広い範囲で強風が吹く特徴がある。

寒冷低気圧
（寒冷渦，切離低気圧，
UCL）

中心ほど気温が低い低気圧。前線を伴わない。Cold Low
ａ）寒冷渦ともいい，切離低気圧なども含まれる。
ｂ） 「寒冷低気圧」は低気圧の温度構造に，「寒冷渦」は相対的に低温

の空気が回転運動をしていることに，「切離低気圧」は偏西風の
半球的な流れから分離した形状に，それぞれ着目した表現である。

ｃ） 地上に低気圧を伴わない場合もあり，この様な寒冷低気圧は上層
寒冷低気圧（UCL：Upper Cold Low）と呼ばれる。

前線に関する用語
用　語 説　　明

前線面 地表から上空へ連なる寒気団と暖気団の境界を前線面という。
梅雨前線帯 梅雨期に日本列島付近に見られる，湿舌・雲域・下層での風の収束域

といった特徴を持つ東西にのびた領域。
キンク 前線が北側に屈折した部分。時間経過と共に低気圧の発生にいたるこ

とがある。
（フロント）リシス 前線が解消しつつある状況。
（フロント）ジェネシス 新たに前線が形成されつつある状況。
沿岸前線 海から吹き付ける暖気と内陸域の冷気との間にできる局地的な前線。
インスタントオクルー
ジョン（即席閉塞，速
成閉塞）

コンマ雲が併合して急発達し，あたかも前線上の低気圧が発達して，
閉塞過程にあるような雲パターンが形成されること。
短期予報解説資料では「速成閉塞」と記述する。

カタ型前線／カタフロ
ント

前線一般にも用いるが，主に寒冷前線の構造についてアナ型と区別する
ために用いる用語。前線暖域の暖湿気が前方に傾斜して上昇するような
構造を持った前線。上層では東西方向の流速が強いことが多い。前線面
上空の乾燥した気塊が下降し，地上の寒冷前線を追い越して，UCF（ア
ッパーコールドフロント）を形成することで，暖域内にレインバンドを形成
することがある。このレインバンドは寒冷前線の前方に離れて形成される
ことから，スプリットフロントと呼ばれる。寒冷前線自体は不活発であるこ
とが多い。“カタ”は滑降を意味するギリシャ語“カタバティック”に由来する。

用　語 説　　明
アナ型前線／アナフロ
ント

前線一般にも用いるが，主に寒冷前線の構造について，カタ型と区別
するために用いる用語。前線暖域の暖湿気が，地上前線付近で鉛直方
向に強く上昇する構造を持つ前線。前線は発達した対流雲を伴い，活
動が活発であることが多い。教科書に掲載される典型的な寒冷前線の
模式図はアナ型である。“アナ”は滑昇を意味するギリシャ語の“アナ
バティック”に由来する。

気圧配置，天気図に関する用語
用　語 説　　明

総観スケール 大気現象の水平スケールを表わし，波長2000km～5000km程度の
現象。

メソスケール 大気現象の水平スケールを表わし，2km～2000km程度の現象。
さらに，メソαスケール（200km～2000km），メソβスケール

（20km～200km），メソγスケール（2km～20km）に分けられる。
豪雨や突風といったシビアな大気現象はこのサイズであり，MSM（メ
ソモデル）の予報対象はメソβの一部までである。

上層，中層，下層 天気予報の作業や解説においては，一般的に対流圏を上層，中層，下
層 と 分 け， 上 層 は 500hPaか ら 上 の 気 層， 中 層 は 700hPa ～
600hPa付近の気層，下層は850hPaから下の気層を示す。ただし，
大気中層と言った場合，500hPaから400hPa付近まで中層に含む。
また，地表に近い部分については，下層に含めることが多いが，地上
付近あるいは海面付近として下層と区別する場合がある。

大気の流れなどに関する用語
用　語 説　　明

極うず指数 70°Nと80°Nの500hPa高度偏差の和。極付近の寒気の蓄積の度合
いをみる。指数が正（負）の時は，極の寒気が放出（蓄積）されてい
ることを表す。

東西流型（ゾーナル） 偏西風の蛇行が小さく東西の流れが卓越している。大規模な寒気の南
下はなく，天気は周期的に変化する。

南北流型 偏西風が南北に蛇行している。大規模な寒気の南下と暖気の北上の区
域が交互に分布する。

逆位相の（谷）場 偏西風の分流・蛇行により，その領域は気圧の谷で，北方で気圧の尾
根となるような大気の流れの状態。

流線関数 大気の流れの回転成分の分布と強さを表す量。高気圧（低気圧）の強
弱を把握するのに役立つ。

速度ポテンシャル 発散風の分布と強さを表す量。200～300hPa付近における大規模
な発散域は，上昇流が卓越した対流活発域におおむね対応する。

力学的圏界面 近似的に渦位の変化が大きい圏界面を渦位の等値面として表現するこ
とができ，対流圏の代表的な渦位の大きさが1.0PVU程度であるこ
とから，1.5～2.0PVUの等渦位面が力学的圏界面と定義される。
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2.1　極東500hPa高度・渦度12・24・36・48・72時間予想図極東500hPa高度・渦度12・24・36・48・72時間予想図

高標高領域
縦横破線領域
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高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上

低圧部（低気圧）の
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等渦度線
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5700ｍが基準
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2.1　極東500hPa高度・渦度12・24時間予想図
� 極東500hPa高度・渦度36・48時間予想図
� 極東500hPa高度・渦度72時間予想図

 ［500hPaのトラフ，リッジと渦度に注目］

（１）略号
FXFE502，FXFE504，FXFE507
FX：種々の予想（Forecast Miscellaneous）
FE：極東（Far East）
502：500hPa，地上，12・24時間予想図
504：500hPa，地上，36・48時間予想図
507：500hPa，地上，72時間予想図

　12・24，36・48時間予想図は，「極東500hPa高度・渦度12・24時間予
想図（36・48時間予想図）」の２枚と，「極東地上気圧・風・降水量12・24
時間予想図（36・48時間予想図）」（2.2）の２枚，２種４枚で１組になって
いる。
　72時間予想図は，「極東500hPa高度・渦度72時間予想図」と，「極東地
上気圧・風・降水量72時間予想図」の２種２枚で１組になっている。
　「極東500hPa高度・渦度予想図」は，上の図である。

（２）記号およびその内容
　①予想時間12～72時間の数値予報図
　00，12UTCの１日２回の客観解析に基づき数値計算した，12～72時間後
の予想天気図である。

　②等高度線
　予想時間の等高度線を，5,700mを基準にして60m間隔に実線で，300m
毎に太実線で示す。高度の値は120m毎に示す。
　低圧部の中心付近にはＬを，高圧部の中心付近にはＨを示す。
　③等渦度線
　予想時間の500hPaの等渦度線を示す。渦度０の等渦度線は実線で，その
他は渦度40（×10－6sec－1）毎に，最大±200まで，破線で示す。正の渦度
域には縦の実線を施す。また，渦度の極大値，極小値を数値で示す。
　④高標高領域
　空間平均をした1,500m以上の領域は縦の破線領域，3,000m以上の領域
は縦横の破線領域で示す。この領域の値は標高が高いため参考値として利用
する。

（３）解析のポイント
　①４種類の予想図を関連させながら検討
　「極東500hPa高度・渦度予想図」，「極東地上気圧・風・降水量予想図」，「極
東500hPa気温，700hPa湿数予想図」，「極東850hPa気温・風，700hPa鉛
直流予想図」の４種類の図は互いに密接な関連を持っている。１つの図を詳
細に検討する場合でも，常に他の図との関連を見ながら検討する。
　②トラフ・リッジと渦度域および地上の高・低気圧の関係を確認
　理論的には，大気は地上および大気の上限（圏界面）で水平方向への収束，
発散が行われ鉛直運動は０となる。これに対して対流圏中層（500hPa付近）
では鉛直運動が最も強く，逆に収束も発散もない非発散層となっている。し
たがって，500hPa面を移動する渦度は時間変化が小さく，偏西風の流れに
沿って，ほぼ同じ高度線に沿って長時間容易に追跡が可能である。また，ト
ラフが発達すると対応する渦度域の極大値が大きくなる。このため，トラフ，
リッジに対応している数値の比較的大きい極大・極小値に注目し，過去（12，
24時間前）から現在または予報時間までの500hPa面のトラフ，リッジの深
まり，衰弱とともに渦度の移動と変化をチェックする。注目する極大値に橙
の色鉛筆で彩色するとよい。
　予想図では小さい正の渦度極大域がいくつも計算される。正の極大域を追
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2.1　極東500hPa高度・渦度12・24・36・48・72時間予想図　

跡する場合，トラフに伴うまとまりを持った正渦度域を対象とし，経・緯度
２～３度程度の小さな正渦度域は対象としない。しかし，例外として地上低
気圧の発生を示唆することもあるので，気象衛星画像で雲域が発生・発達し
たり，地上予想図で低気圧が発生したりしているときは，細かな渦度の変化
からその発生を確認する。
　③等高度線および地上の高・低気圧の軸の傾きを確認
　一般に，500hPa面の渦度と地上天気図の関係は次のようになる。
　１）正の渦度が大きいところでは，低気圧が発生・発達しやすくなる。
　２） 地上低気圧と500hPa面の顕著な正渦度域が対応すれば，この低気圧

は背が高く活発。対応する正渦度域がなければ下層だけの低気圧で小
規模なものとなる。

　３） 発生期の低気圧ほど対応する正渦度域は風上側に傾いている。低気圧
が発達するとともに鉛直に立ち始め，逆に衰弱する低気圧では正渦度
域はほとんど立っているか，風下側に傾いていることが多くなる。

　これらのことから，過去から現在または予想時刻までの500hPa面のトラフ，
リッジ，渦度と地上高・低気圧の軸の傾きを確認する。トラフ・リッジの軸
は渦度極大域を利用するとよい。すなわち，正渦度極大域はトラフの軸近傍
に，リッジの軸は負渦度極大域近傍にある。また，風向シア（変曲点）も利
用できる。
　トラフ内でまとまりを持った負の渦度域，リッジ内の正の渦度域に注目す
る。前者は低圧場の中の発散域で，好天をもたらす地域に対応し，後者は高
圧場の中に入り込んだ寒気などを示すことがあり悪天になる場合がある。
500hPaの気温分布，700hPaの上昇流分布とあわせて検討する。
　④渦度０線と特定高度線に注目
　東西に延びる強風軸の北側では正渦度，南側では負渦度になるので，東西
に延びる強風軸に沿った渦度０を結んだ線はジェット軸に相当するといえる。
このためジェット軸に沿い，その南側に位置する上層の前線はジェット軸と
ほぼ平行に走る。この上層の前線が地上付近まで達している場合は，地上の
前線がジェット軸にほぼ平行に走っているということもできる。300hPa面
のジェット軸（強風軸）が顕著で，500hPa面の渦度０線が凸凹しないで長
く延びている場合には，地上の前線は渦度０線の数百km南に位置する（極
東500hPa高度・渦度解析図第１図左p.90参照）。このため前線を解析する

際の参考にする。
　ジェット気流は，日々大きく高度を変えることが少ないので，ジェット軸
や強風軸を示す渦度０線は，日々の解析図，予想図では同じような高度（等
高度線）に現れる。寒帯ジェット軸に対応がよいのは，夏季は5,700m，冬
季は5,400m付近の等高度線といわれている。ただし，地上の低気圧が急に
発達するようなときは，北と南のジェット軸（強風軸）が合流し，渦度０線
が南北に交差するように大きく等高度線を切って表現されることがある。渦
度０線が等高度線を切ったり，高度を変えたりしているときは地上の低気圧
の発達，前線の活発化を表すことが多いので注意する必要がある。
　さらに，夏季の太平洋高気圧は，5,880mの等高度線で囲まれた高気圧と
して表現されることが多い。5,880m高度線が現れるか否かで季節の１つの
目安に使うこともある。このような特定の高度線に注目して，気団の南北変
化を知る。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）
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コラム3　気象庁で用いる主な用語─②

（1）専門家向けの予報解説資料などで使用する用語（その2）
降水に関する用語（その他）

用　語 説　　明
暖湿（暖湿気） 暖かく湿った空気塊。
冷湿（冷湿気） 冷たく湿った空気塊。
メソ対流系 水平規模が2km～2000km（メソスケール）の降水現象をともなう

大気現象。複数の積乱雲の塊を意味する場合もある。
バックウォーター現象 河川や用水路などの開水路において，下流側の水位高低の変化が上流

側の水位に影響を及ぼす現象のこと。背水（はいすい）ともいう。
バックビルディング 積乱雲が進行していくその後ろ側で，繰り返し新しい積乱雲が発生す

る状態。集中豪雨は，このように繰り返し積乱雲が発生することで生
じることがある。

対流不安定 下層の気塊の持つ，水蒸気の潜熱エネルギーを含んだ全エネルギーが，
上層のものより大きい場合を対流不安定という。したがって上空が乾
燥しているほど，下層が湿っているほど対流不安定は大きくなる。

潜在不安定 下層の気塊を断熱的に乾燥断熱線に沿って持ち上げ，飽和後に湿潤断
熱線に沿って持ち上げたときにその気塊の温度が，周囲の気塊の温度
より高い場合を潜在不安定と呼ぶ。

可降水量 大気中の水蒸気をすべて降水として降らせた場合の単位面積あたりの
大気柱に含まれる水の質量（kg/m2）。通常はmmで表す。

対流有効位置エネルギ
ー（CAPE）

対流が起きるとき周囲に行う仕事量。
Convective Available Potential Energy

対流抑制（CIN） 対流を起こすのに必要な仕事量。値が大きいほど対流が起こりにくい
ことを示す。Convective Inhibition

自由対流高度（LFC） 空気塊が断熱的に上昇したときに，自ら浮力をもちうるようになる高
度。この高度が存在すれば，大気状態は（潜在）不安定である。
Level of Free Convection

持ち上げ凝結高度
（LCL）

空気塊が断熱的に上昇したときに，飽和して凝結が始まる高度。おお
むね雲底の高度に相当する。Lifting Condensation Level

平衡高度（EL） 空気塊が断熱的に上昇したときに，自由対流高度を超え，浮力がなく
なる高度。対流雲の雲頂高度を予想する際の目安となる。
Equilibrium Level
LNB（Level of Neutral Buoyancy）と同義。

レーダーに関する用語
用　語 説　　明

ブライトバンド ブライトバンドとは，気象レーダーから発射された電波が雨雲の融解
層（雨雲中の温度が0℃に近く，氷の粒が解け始める層）によって強
く反射される現象。

気象衛星に関する用語
用　語 説　　明

差分画像 各画像の輝度温度の差を用いた画像で，「赤外1－赤外2」や「3.8μ
m－赤外1」があり，火山灰や夜間の下層雲の識別などに利用できる。

ジェット巻雲 ジェット気流に沿って，その赤道側の近傍に現れる筋状やトランスバ
ース状の巻雲。
一般向けには「ジェット気流に伴う上空の雲」と言い替える。

クラウドクラスター
（Cbクラスター）

多くの積乱雲が比較的狭い範囲に密集している雲域。Cbクラスター
ともいう。大雨，突風などの顕著現象を伴うことが多い。

シーラスストリーク 細長い筋状の巻雲。上層の流れにほぼ沿う。
波状雲 風の鉛直シアーが大きいとき，山脈などに直交する風の流れの風下側

に，山脈と平行に波のようにできる雲。通常，高積雲か層積雲で構成
される。

コンマ雲 発達した低気圧の後面から近づく寒気核を伴った上層の谷に対応して
積雲や積乱雲が組織化してその形がコンマ状になった雲域。

フックパターン 発達中の低気圧等が示す雲パターンであり，雲域内に寒気側から晴天
域がわずかに入り込んで雲域が鉤（フック）状になっている状態で，
フックの位置はおおよそ低気圧中心に対応する。

ドライスロット 低気圧などの中心に向かって溝状にのびている雲の少ない領域。
Cg 気象衛星用語としては，発達した積雲及びかなとこ（アンビル）を伴

わない積乱雲。Cumulus Congestus（雄大積雲）から由来する。
帯状雲 主に，日本海寒帯気団収束帯（JPCZ）に伴う幅の広い雲の帯。南縁

に積乱雲（Cb）や雄大積雲（Cg）を含むことが多い。

数値予報資料に関する用語
用　語 説　　明

鉛直流（ω） 上下方向の大気の流れ。
相当温位（θe） 水蒸気を含んだ空気塊が乾燥断熱的に上昇して飽和に達したあと，凝

結した水分を落としながら水蒸気のなくなるまで上昇し続け，その後，
乾燥断熱変化で基準気圧（1000hPa）まで戻ったときの温度。温度
が高いほど，また湿度が高いほど大きな値となる。

渦位 絶対渦度と安定度に比例する物理量で，成層圏では対流圏に比べ大き
な値をとる。圏界面付近の高渦位域の流入は上空の低温化をもたらし，
大気の成層状態を不安定化させる。

GEPS 地球全体の大気を対象とした気象庁の全球アンサンブル予報システム
（Global Ensemble Prediction System）。

MEPS 日本及びその近海の大気を対象とした気象庁のメソアンサンブル予報
システム（Meso-scale Ensemble Prediction System）。
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2.2　極東地上気圧・風・降水量予想図極東地上気圧・風・降水量予想図

等圧線
太実線 20hPa毎
1000hPaが基準

海上風
南南東の風 15KT

気圧
気圧記入 8hPa毎

12時間降水量
＋付近25mm

等圧線
実線 4hPa毎

等降水量線
破線

0mmから10ｍｍ毎
50mmまで

低圧部の中心

低気圧の中心

高圧部の中心
高気圧の中心

高標高領域
縦横破線領域
3000ｍ以上

高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上



107

　

2.2　極東地上気圧・風・降水量12・24時間予想図
� 極東地上気圧・風・降水量36・48時間予想図
� 極東地上気圧・風・降水量72時間予想図

 ［高気圧・低気圧の盛衰，移動，降水量の確認］

（１）略号
FXFE502，FXFE504，FXFE507
FX：種々の予想（Forecast Miscellaneous）
FE：極東（Far East）
502：500hPa，地上，12・24時間予想図
504：500hPa，地上，36・48時間予想図
504：500hPa，地上，72時間予想図

　12・24，36・48時間予想図は，「極東500hPa高度・渦度12・24時間予
想図（36・48時間予想図）」（2.1）の２枚と，「極東地上気圧・風・降水量
12・24時間予想図（36・48時間予想図）」の２枚，２種４枚で１組になっ
ている。
　72時間予想図は，「極東500hPa高度・渦度72時間予想図」（2.1）と，「極
東地上気圧・風・降水量72時間予想図」の２種２枚で１組になっている。「極
東地上気圧・風・降水量予想図」は下の図である。

（２）記号およびその内容
　①予想時間12～72時間の数値予報図
　00，12UTCの１日２回の客観解析に基づき数値計算した，12～72時間後
の予想天気図である。

　②等圧線
　予想時間の等圧線を1,000hPaを基準に，4hPa毎に実線で，20hPa毎に太
実線で示す。
　③高気圧，低気圧
　予想時間の高気圧（低気圧）の中心付近および高圧部（低圧部）に，Ｈ

（Ｌ）の記号を示す。
　④降水量
　該当する予想図の，12時間前（72時間予想図は24時間前）から該当時間
までの降水量を示す。降水量は０mmから10mm毎に，最大50mmまで，等
降水量線を点線で示す。また，＋地点付近のポイントの降水量を示す。
　⑤海上風
　予想時間の海上の風を矢羽根で示す。
　⑥高標高領域
　空間平均をした1,500m以上の領域は縦の破線領域，3,000m以上の領域
は縦横の破線領域で示す。この領域の値は標高が高いため参考値として利用
する。

（３）解析のポイント
　①４種類の予想図を関連させながら検討
　「極東500hPa高度・渦度予想図」「極東地上気圧・風・降水量予想図」「極
東500hPa気温，700hPa湿数予想図」「極東850hPa気温・風，700hPa鉛
直流予想図」の４種類の図は互いに密接な関連を持っている。１つの図を詳
細に検討する場合でも，常に他の図との関連を見ながら検討する。
　②高気圧，低気圧，前線の盛衰，移動を確認
　上層のトラフ，リッジに対応する総観スケールの低気圧，高気圧を確認す
る。このとき，Hは青色で，Lは赤色で着色しておくとよい。高・低気圧に
ついて，前の時刻からの高気圧，低気圧の移動，発生，消滅を含めた盛衰を
確認する。
　１つの高圧部，低圧部には高気圧（H），低気圧（L）の記号が複数印字さ
れることがある。しかし，高・低気圧は中心がいくつも分かれることは少な
い。このため主たる高気圧，低気圧はどれなのか，トラフ，リッジおよび渦
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2.2　極東地上気圧・風・降水量予想図　

度や上昇流域，850hPaの気温（暖気移流，寒気移流）などから判断する。
　この予想図には前線は示されていない。低気圧から連なる相対的に低圧な
部分に注目して降水量，850hPa気温，相当温位集中帯，700hPa上昇流域，
湿域，500hPa渦度０線などから，前線の位置を解析する。さらに前線があ
ると判断される場合は前線の影響がどの地域まで及ぶか検討をする。帯状の
低圧部があっても，降水量，上昇流，湿域が予想されないときは，ほとんど
影響ないといえる。
　新たな低気圧が発生している場合は，850hPa気温，相当温位，風，
700hPa上昇流，500hPa渦度，地上の降水量などから，暖気（寒気）移流，
上層トラフの移動，降水による効果，地形による効果など，どんな要素が原
因で発生したかを判断する。さらに次の時間の予想図などから一時的なもの
かどうか低気圧の持続性を確認する。これにより局地的で一時的な低気圧な
のか，総観スケールの低気圧で発達するものなのかおおよその判断ができる。
　③降水量を見積もる
　日本付近に影響する降水域は緑色で着色すると見やすくなる。
　組織的にまとまりを持った降水域は，総観スケールの現象によりもたらさ
れることが多いので，起因している現象を確認する。特に降水量の多い領域
については上昇流などとの対応を見て確認する。
　孤立した降水域は，大気の不安定による一時的な降水や地形的な降水が考
えられる。500hPaに寒気があり，700hPaに孤立した湿り域があるときは，
不安定降水と考えてよい。
　予想降水域については数値計算で与える地形は実際の地形よりも平滑化さ
れているので100km程度の誤差が含まれると考えた方がよい。降水域を決
めるときは，予想誤差を考慮して地域的にある程度の広さを持って判断する。
また，予想最大雨量についても量的な誤差の大きい場合がある。量的には
20mm程度，50mm程度，100mm程度などと幅を持った量でおさえるとよ
い。
　なお，降水量について，予想図に示されているのは前12時間（72時間予
想図は前24時間）の予想降水量であり，当該時刻には過去の降水量積算で
あるということに留意する。
　④海上風を知る
　海上の船舶が利用するために海上風が示されている。陸上では地形の影響

があり，乱れているが，海上では摩擦が少なく一様な風が吹くので，かなり
精度よく海上風が予想できる。30KT以上予想されているときは，しけ模様
となる可能性があるので注意する。
　なお，北緯40度以北では，海上風の予想間隔が密になる。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）



109

　

コラム3　気象庁で用いる主な用語─③

（1）専門家向けの予報解説資料などで使用する用語（その3）
海・波浪・潮位に関する用語

用　語 説　　明
SST 海面水温（Sea Surface Temperature）
TCHP Tropical Cyclone Heat Potential

海面から海水温が26℃となる深さまでの熱量の積算値（kJ/cm2）を，
海水温が一様に26℃の場合との差で表したもの。台風の発達や最大
強度と関係がある指標であり，台風強度予報に活用される。

吹送距離 海面をほぼ一定の風が吹いている水平距離。
吹続時間 海面をほぼ一定の風が吹き続ける時間。
エクマン輸送 海上を継続して風が吹送すると，海水が地球自転の影響により北半球

では風の吹く方向に対して右向きに移動する性質。
陸棚波 水深の浅い海域で発達し，陸を右に見る方向に伝播する波動。本州の

沿岸では，台風や低気圧の風によって海洋中に励起された陸棚波が非
常にゆっくりとした速度で伝播し，数日経過してから潮位が上昇して
浸水被害等が発生することがある。

（2）災害に関する用語
用　語 説　　明

気象災害 大雨，強風，雷などの気象現象によって生じる災害。
（備考）風害，大雨害，大雪害，雷害，ひょう害，長雨害，干害，な
だれ害，融雪害，着雪害，落雪害，乾燥害，視程不良害，冷害，凍害，
霜害，塩風害，寒害，日照不足害など。

重大な災害 被害が広範囲に及ぶ，または被害の程度が激甚であり，地域がその社
会の一般的な規範（社会通念）によって「重大」と判断するような災害。

（備考）そのような災害が起こるおそれがあるときの気象状況が警報
の対象となる。

異常気象 一般に，過去に経験した現象から大きく外れた現象または状態のこと。
気象庁では，気温や降水量などの異常を判断する場合，原則として「あ
る場所（地域）・ある時期（週，月，季節等）において30年間に1回
以下の出現率で発生する現象」を異常気象としている。

二次災害 大規模な災害の後に，ある時間間隔をおいて副次的に発生する災害。
風害 強風や竜巻によって引き起こされる災害。広義には塩風害や乾風害も

含める。
大雨害 大雨や強雨が原因となって起こる災害。

用　語 説　　明
大雪害 比較的短期間の多量の降雪によって起こる災害。
洪水害 洪水によって引き起こされる災害。
浸水害 浸水によって引き起こされる災害。
土砂災害 降雨，地震及び火山噴火等による土砂の移動が原因となる災害。
落雪害 落雪によって起こる災害。

（備考）平成18年豪雪では，落雪により多数の死者が出た。
雷害 落雷や降ひょうによって起こる災害。
ひょう害 降ひょうによって起こる災害。
長雨害 長雨や湿度の高い日が何日も続くことにより農作物などに起こる災害。
干害 長期間にわたる降水量の不足によって農作物などに起こる災害。

（備考）音声伝達時には「寒害」と混同しないように注意。
なだれ害 なだれによって起こる災害。
融雪害 融雪が原因となって起こる災害。
着雪害 電線などに降雪が付着することによって起こる災害。
乾燥害 空気の乾燥によって起こる災害。
視程不良害 霧，雨，雪などによる視程不良が原因となって交通機関などに起こる

災害。
冷害 7～8月を中心とした暖候期の低温によって農作物に起こる災害。
凍害 冬期の低温によって，水が凍ることに伴い起こる災害。
霜害 主に，春秋期の降霜によって農作物などに起こる災害。
高潮害 台風や発達した低気圧の接近に伴い，海水面が上昇し海水が陸地に浸

入して起こる災害。
異常潮害 台風などによる高潮や津波以外の潮位の異常によって起こる災害。
塩風害 海上からの強風により運ばれた塩分粒子により植物や送電線などに起

こる災害。
（備考）「塩害」を用いることもある。

波浪害 高波のために海岸や海上で起こる災害。
船体着氷害 冬期，船の上部に氷が着くことによって起こる災害。
水害 大雨や強雨，あるいは融雪水が原因となって起こる災害の総称。
風水害 強風と大雨および高潮，波浪により起こる災害の総称。
寒害 冬期，低温によってひき起こされる災害の総称。
熱中症 高温，多湿，風が弱いなどの環境や，激しい労働や運動によって体に

たまる熱などに体が十分に対応できず体内の水分や塩分のバランスが
崩れ，また体温の調節機構が破綻するなどの原因で起こる症状の総称。

（用例）○○では，今日日中の予想最高気温は××度になる見込みです。
熱中症などに注意してください。
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2.3　極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流12・24・36・48・72時間予想図極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流12・24・36・48・72時間予想図

700hPa面の
鉛直P速度０の
等値線
実線

高標高領域
縦横破線領域
3000ｍ以上 850hPa面の気温

気温記入 6℃毎

850hPa面の風
西の風 20KT

850hPa面の等温線
太実線 3℃毎
0℃が基準

850hPa面の
暖気の中心

850hPa面の
寒気の中心

700hPa面の
下降流の極大値
31hPa/hr

700hPa面の
鉛直P速度の等値線
破線 20hPa/hr毎

700hPa面の
上昇流の極大値
－176hPa/hr

700hPa面の
下降流域
白抜き領域

700hPa面の
上昇流域
縦実線領域

高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上

（2022.3.18 00Z T:24）
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2.3　極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流12・24時間予想図
� 極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流36・48時間予想図
� 極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流72時間予想図

 ［上昇流に注目］

（１）略号
FXFE5782，FXFE5784，FXFE577
FX：種々の予想（Forecast Miscellaneous）
FE：極東（Far East）
5782：500hPa，700hPa，850hPa，12・24時間予想図
5784：500hPa，700hPa，850hPa，36・48時間予想図
577：500hPa，700hPa，850hPa，72時間予想図

　12・24，36・48時間予想図は，「極東500hPa気温，700hPa湿数12・
24時間予想図（36・48時間予想図）」（2.4）の２枚と，「極東850hPa気温・
風，700hPa鉛直流12・24時間予想図（36・48時間予想図）」の２枚，２
種４枚で１組になっている。
　72時間予想図は「極東500hPa気温，700hPa湿数72時間予想図」と，「極
東850hPa気温・風，700hPa鉛直流72時間予想図」の２種２枚で１組にな
っている。「極東850hPa気温・風，700hPa鉛直流72時間予想図」は，下の
図である。

（２）記号およびその内容
　①予想時間12～72時間の数値予報図
　00，12UTCの１日２回の客観解析に基づき数値計算した，12～72時間後
の予想天気図である。

　②850hPa面の等温線
　０℃線を基準にして３℃間隔に850hPaの等温線を実線で示す。気温は６
℃毎に示す。
　寒気の中心付近にＣを，暖気の中心付近にＷを示す。
　③850hPa面の風
　850hPa面の風向・風速を約300km格子間隔（日本付近）に矢羽根で示す。
　④700hPa面の鉛直流の等値線
　700hPa面の鉛直流の分布を，鉛直流０の等値線を実線で，20hPa/hr間
隔の等値線を破線で示す。上昇流域には縦の実線を施す。上昇流域の極値付
近には－をつけて，下降流域の極値付近には＋をつけて，上昇流，下降流の
数値を示す。単位はhPa/hr（時間）で，10hPa/hrは約３㎝/secの大きさに
換算される。
　⑤高標高領域
　空間平均をした1,500m以上の領域は縦の破線，3,000m以上の領域は縦
横の破線で示す。この領域の値は標高が高いため参考値として利用する。

（３）解析のポイント
　①４種類の予想図を関連させながら検討
　「極東500hPa高度・渦度予想図」「極東地上気圧・風・降水量予想図」「極
東500hPa気温，700hPa湿数予想図」「極東850hPa気温・風，700hPa鉛
直流予想図」の４種類の図は互いに密接な関連を持っている。１つの図を詳
細に検討する場合でも，常に他の図との関連を見ながら検討する。
　②700hPa面の上昇流域を把握
　700hPa面の上昇流は，500hPa面での正の渦度移流域や850hPaの暖気移
流域に生じる。一方，下降流は500hPa負の渦度移流域や850hPaの寒気移
流域に生じる。さらに鉛直流の大きさは，それぞれの移流量に比例する。こ
のように，700hPaの鉛直流と，暖気，寒気移流を示す850hPaの気温・風，
500hPaの渦度移流とは密接な関係がある。700hPaの鉛直流と850hPaの気
温・風が１つの図に示され，500hPaの渦度図と１組になっているのはこの
ためである。したがって，それぞれの図をバラバラに見るのではなく，関連
付けてみることが大切である。
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　低気圧前面で暖気が上昇し，後面の寒気が下降するとき低気圧は発達する。
このため850hPa面の気温分布と風分布により暖気，寒気移流を知り，暖気
移流と上昇流が同じような位置にあるか関係付けてチェックする。上昇流域
は，複雑な形になっているので，暖気移流域，正の渦度移流域等を先に着目
し，それと上昇流域を対応させるとよい。
　鉛直流域の形状や強さは，予想時間によって大きく変化する。このため渦
度を追跡するように，上昇流域を追跡したりしない。小さい孤立した上昇流
域は無理に理屈を付けるようなことはせず，一般的には無視する。
　③850hPa面の前線の位置の目安を付ける
　東西に延びるような帯状の上昇流域があるときは，前線が存在する可能性
がある。一般的に等温線の混んでいる領域（集中帯）が前線に対応するが，
850hPa気温予想では前線付近でも等温線の間隔が開いている場合がある。
このときは特定等温線（実況図の解析で前線に対応する850hPaの気温など）
に注目して，その等温線付近で東西に帯状に延びる上昇流域を探す。また，
風向が変化している場所，明らかに収束しているところは前線と見てよい。
700hPa湿域も前線の目安になる。さらに，「日本850hPa風・相当温位予想
図」は，相当温位，風を利用して梅雨前線を含め前線の位置を決める重要な
資料である。以上の資料を利用しながら前線を決める。
　一般的に総観スケールの前線は長く延びており，この中に前線活動の活発，
不活発な領域が含まれている。前線活動の活発な領域は，上昇流が強いのが
普通である。上昇流域の中で極大値が示されている場所をチェックしておく。
着目する上昇流の極大値付近を赤色で彩色するのもよい。
　850hPa面の強風は，下層ジェットの存在を示すことがある。地上低気圧
の前面で850hPa暖気移流および強風（特に50KT以上）が予想される場合は，
局地的な豪雨などが予想されるので注意が必要である。また，冬季，冬型の
気圧配置時に北西風が50KT以上を予想した場合は，降雪，海上の強風，波
浪に注意が必要である。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

コラム3　気象庁で用いる主な用語─④

（3）大気の流れなどに関する用語
用　語 説　　明

循環指数 大気大循環の状態をみるために，その特徴をよく表すように作られた
指数。主に，500hPa高度を用いて作られる。東西指数，極渦指数
をはじめ，亜熱帯指数，沖縄高度指数，オホーツク海高気圧指数，小
笠原高気圧指数，中緯度高度指数，東方海上高度指数，西谷指数など
がある。

（備考）循環指数に用いる極東東西指数などの「極東」とは90°Eか
ら180°Eの範囲を指す。90°Eの値を含み180°Eの値は含まない。

東西指数 偏西風が南北に蛇行しているか（低指数），あるいは東西の流れが卓
越しているか（高指数）を示す指数で，特定緯度圏間の高度差または
それを換算した地衡風速で表す。

（備考）季節予報では40°Nと60°Nの500hPa高度偏差から算出し
ている。

極渦 北極付近の上空に形成される低圧部のこと。
西谷 地球をとりまく大きな流れの中で，日本の西に気圧の谷が形成されて

いる状態。日本付近には南西の気流が流入しやすくなる。
日本谷 地球をとりまく大きな流れの中で，日本付近に気圧の谷が形成されて

いる状態。
東谷 地球をとりまく大きな流れの中で，日本の東に気圧の谷が形成されて

いる状態。日本付近には北西の気流が流入しやすくなる。
北暖西冷型 気温分布型のひとつ。日本を大きく北と西とに分けて北が平年より高

く，西が平年より低い状態をいう。
冬期に暖冬に関連して用いる。

（備考）「北冷西暑」など，暖（暑），冷，並を組み合わせて用いる。
ただし，「暑」は西が平年より高い場合のみ。全国一様のときは，全
国高温または全国低温などと表現する。

北冷西暑型 気温分布型のひとつ。日本を大きく北と西とに分けて北が平年より低
く，西が平年より高い状態をいう。
夏期に着目される。

層厚換算温度 2つの等圧面の間の高度差を温度に換算した量で，等圧面間の気層の
平均気温を表す。

（備考）季節予報では，北半球全体と緯度帯別に帯状平均した
300hPa面と850hPa面間の層厚換算温度を算出しており，おおよ
そ対流圏の平均気温とみなすことができる。

偏西風 極を中心にして西から東に向かって吹く地球規模の帯状風。
（備考）平均的には，赤道付近と極地方の下層部を除く対流圏は偏西
風域である。
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用　語 説　　明
偏東風 東から西に向かってほぼ定常的に吹く地球規模の帯状風。
圏界面 対流圈と成層圏の境界である対流圏界面を単に「圏界面」とも呼ぶ。
強風帯 周囲に比べて風速の大きな帯状の領域。規模の大きなものでは，圏界

面付近で風速が最大になり，中緯度帯に沿ってほぼ地球を一周するジ
ェット気流があり，逆に規模の小さなものでは，集中豪雨時に大気下
層の700～850hPa付近によく出現する下層ジェットがある。

ジェット気流 対流圏上部または圏界面付近の狭い領域に集中して吹いている帯状の
非常に強い風。
通常は10kmくらい上空に強風の軸があり，中心の風速は寒候期には
50～100m/sに達する。

（備考）北半球では，緯度30度付近にある亜熱帯ジェット気流と，そ
の北側の中緯度帯にあり，寒帯前線をともなう寒帯前線ジェット気流
とがある。後者はポーラー・ジェット気流ともいわれる。

強風軸 高層天気図などで強風帯の中心を連ねた線。ジェット気流の中心線は
典型的な強風軸である。

偏西風の軸 ある高度で偏西風の最も強いところ。前線帯や地上の低気圧の位置と
密接に関連する。

偏西風の蛇行 極の周りを西から東に流れる偏西風は，南と北の温度差を減少させる
ように南北に波を打ち蛇行する。偏西風の蛇行の様子は，地上の高・
低気圧の動向および天気経過と密接に関連する。

（備考）ａ） 蛇行の大きな流れ：南北の熱の交換が大きく，強い寒気
が南下することがある。南北流型あるいは低指数循環と
いう。

　　　 ｂ） 蛇行の小さな流れ：南北の熱の交換は小さく，強い寒気
が南下することは少ない。東西流型あるいは高指数循環
という。

ブロッキング現象 長波の振幅が大きくなり，その位相が長期間停滞する現象。
同じ天候が長く続くことから，異常気象の原因ともなる。長波の気圧
の尾根をブロッキング高気圧という。

貿易風 赤道付近で定常的に吹いている対流圏下層の偏東風。エルニーニョ現
象発生時には貿易風が弱まる。

ハドレー循環 低緯度における子午面方向の南北直接循環。この循環の上昇気流域は
対流活動が活発な熱帯収束域に，下降気流域は亜熱帯高気圧域に対応
する。
北半球が夏の時は赤道付近の対流圏下層では南風が，上層では北風が
吹き，冬の時はその逆となる。

ウォーカー循環 太平洋赤道域で見られる東西の循環。通常，対流圏下層で東風が，上
層で西風が吹いており，インドネシア付近が上昇流域に，太平洋東部
が下降流域になっている。エルニーニョ現象時にはこの循環が弱くな
ることが知られている。

用　語 説　　明
テレコネクションパタ
ーン

ある特定の季節において，遠く離れた地域の例えば500hPa高度偏
差が同じ（あるいは全く逆の）符号となる分布が統計的にいくつか見
られる。その高度偏差パターンの総称のこと。
北東太平洋から北米大陸にかけてのPNA（太平洋・北米）パターン
やユーラシア大陸から日本付近にかけてのEU（ユーラシア）パター
ンなどがある。

熱帯の対流活動 季節予報や気候系監視では，熱帯収束帯（前線に関する用語参照）に
沿った積雲対流雲群など，熱帯における大規模な積雲対流群の活動を，
熱帯の対流活動と呼ぶ。
熱帯域の積雲対流活動に伴う潜熱放出は，地球規模の視点で見た大気
の流れを駆動する重要な熱源のひとつである。

（備考）熱帯の対流活動はENSO（エンソ）や季節内変動，モンスー
ンなど熱帯域の大気と深い関係があるほか，中緯度の大気の流れに大
きな影響を与える。

北極振動（AO） 大規模な海面気圧偏差パターン（テレコネクションパターン）の一つ
で，北極域と中緯度域のあいだが逆符号となるほぼ同心円状の偏差パ
ターン。北極域が平年より高い（低い）とき，中緯度域で平年より低
く（高く）なる。冬季には成層圏にまで及ぶような背の高い構造をし
ており，極渦の強さと関係している。日本の天候を左右する要因の一
つとして注目されている。Arctic Oscillation

季節内変動 季節変化より短く10日程度より長い周期で強弱を繰り返す大気の変
動の総称。このうち，赤道域を30～60日の周期で対流活動活発域等
が東進する現象を赤道季節内振動，あるいは発見者の名前に因み，
Madden-Julian振動（MJO）と呼ぶ。

モンスーン 季節的交替する卓越風系，すなわち季節風（いろいろな風に関する用
語参照）を意味する。広い意味では，この季節風伴う雨季も含めて，
モンスーンと定義される。季節風が卓越する地域はモンスーン（季節
風）気候帯と呼ばれる。代表的なものとしては，アジア・モンスーン

（インド・モンスーン）を含む），オーストラリア・モンスーン，アフ
リカ・モンスーン，南アメリカ・モンスーンなどがあり，アジア・モ
ンスーンに伴う対流活動の変動は日本の天候に大きな影響を与える。
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2.4　極東500hPa気温，700hPa湿数予想図極東500hPa気温，700hPa湿数予想図

高標高領域
縦横破線領域
3000ｍ以上

500hPa面の気温
気温記入 6℃毎

700hPa面の湿数
湿数の記入 12℃毎

500hPa面の等温線
太実線 3℃毎

500hPa面の
暖気の中心

500hPa面の
寒気の中心

700hPa面の湿数の
等値線

細実線 6℃毎 700hPa面の湿数の
3℃の等値線
破線

高標高領域
縦破線領域
1500ｍ以上

700hPa面の湿域
縦細実線領域

気温─露点温度＜3℃

（2022.3.18 T:24）
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2.4　極東500hPa気温，700hPa湿数12・24時間予想図
� 極東500hPa気温，700hPa湿数36・48時間予想図
� 極東500hPa気温，700hPa湿数72時間予想図

 ［対流圏中層の大気の気温と湿数に注目］

（１）略号
FXFE5782，FXFE5784，FXFE577
FX：種々の予想（Forecast  Miscellaneous）
FE：極東（Far East）
5782：500hPa，700hPa，850hPa，12・24時間予想図
5784：500hPa，700hPa，850hPa，36・48時間予想図
577：500hPa，700hPa，850hPa，72時間予想図

　12・24，36・48時間予想図は，「極東500hPa気温，700hPa湿数12・
24時間予想図（36・48時間予想図）」の２枚と，「極東850hPa気温・風，
700hPa鉛直流12・24時間予想図（36・48時間予想図）」（2.3）の２枚，２
種４枚で１組になっている。
　72時間予想図は「極東500hPa気温，700hPa湿数72時間予想図」と，「極
東850hPa気温・風，700hPa鉛直流72時間予想図」（2.3）の２種２枚で１
組になっている。「極東500hPa気温，700hPa湿数予想図」は，下の図であ
る。

（２）記号およびその内容
　①予想時間12～72時間の数値予報図
　00，12UTCの１日２回の客観解析に基づき数値計算した，12～72時間後
の予想天気図である。

　②500hPaの等温線
　０℃を基準に３℃毎に太実線で示し，気温の値は６℃毎に示す。
　寒気の中心付近にＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　③700hPa湿数
　湿数を６℃毎に細実線で示し，３℃未満の湿域（気温－露点温度＜３℃）
には縦の実線を施して領域を示す。
　④高標高領域
　空間平均をした1,500m以上の領域は縦の破線領域，3,000m以上の領域
は縦横の破線領域で示す。この領域の値は標高が高いため参考値として利用
する。

（３）解析のポイント
　①４種類の予想図を関連させながら検討
　「極東500hPa高度・渦度予想図」「極東地上気圧・風・降水量予想図」「極
東500hPa気温，700hPa湿数予想図」「極東850hPa気温・風，700hPa鉛
直流予想図」の４種類の図は互いに密接な関連を持っている。１つの図を詳
細に検討する場合でも，常に他の図との関連を見ながら検討する。
　②対流圏中層の寒気とその変化を把握
　大気成層が静力学的に安定か不安定かを表す指標として，ショワルターの
安定度指数のように対流圏中層（500hPa）の気温と下層（850hPa）の気
温を比較して安定度を求めることが多い。500hPaの寒気は静的不安定かど
うかの目安として使われている。500hPaで等温線が閉じた寒気（C）が入
ってきて，水蒸気画像などから寒冷渦のような渦巻きの特徴が見られる場合
は，大気が不安定になって局地的な激しい降水の可能性もあるので，注意し
なければならない。
　また，寒気の程度を知るときに30年平均値（気候値）と比べる方法もある。
平年値より４～５℃くらい低い寒気が入る場合は，不安定になるので局地的
な降水に注意が必要である。平年値は気象庁HPから知ることができる

（https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/upper/index.php）。
　冬季は500hPaの寒気の強さによって，降雪の強さの目安になる。輪島上
空で－30℃以下になると雪になり，－36℃以下の寒気は大雪をもたらすも
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2.4　極東500hPa気温，700hPa湿数予想図　

のとしてよく知られている。
　注目する寒気や暖気は，必要に応じてＣの周辺を青色，Ｗの周辺を赤色で
彩色するとよい。
　③700hPaの湿域から中・下層雲域（悪天）の目安を付ける
　700hPaの湿数が３℃未満の領域は，対流圏中・下層の水蒸気が移流して
くる領域で，中・下層雲の出現が予想される領域である。衛星画像の実況と
対比させ，中・下層雲の移動や雲域が広がるのか狭くなるのかなどの変化を
検討する。湿域は中・下層雲との対応のよい領域であって降水域とは異なる。
降水域については，予想降水量分布などを参考にする。なお，注目する湿域
は緑色で着色しておくと理解しやすい。
　一方，トラフの後面で顕著に乾いた領域が入る場合は，乾いた寒気の沈降
を表し急速な天気の回復を意味する。顕著な乾燥域の移流に注目する。湿域
が18℃以上の乾燥した領域を黄色で着色しておくと理解しやすい。なお，
時間が進んで衛星画像が利用できるような時刻なったときは，水蒸気画像で
低気圧後面から入る暗域を乾燥域の代わりにチェックする（第１図）。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

第１図　顕著な乾燥域の移流
左図　極東500hPa気温，700hPa湿域12時間予想図（2013年１月14日９時初期値）
右図　水蒸気画像（2013年１月14日21時）　破線領域　暗域
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コラム3　気象庁で用いる主な用語─⑤

（4）エルニーニョ現象に関する用語
用　語 説　　明

エルニーニョ現象 東部太平洋赤道域で2～7年おきに海面水温が平年より1～2℃，とき
には2～5℃も高くなり，半年から1年半程度続く現象。この影響は
地球全体に及び，世界各地に異常気象を引き起こす傾向がある。

（備考）ａ） 気象庁では，エルニーニョ監視海域のうちNINO.3海域
（北緯5度～南緯5度，西経150度～90度）の月平均海面
水温を用いて，エルニーニョ現象，ラニーニャ現象を次
のように定義している。世界的に統一された定義はない。

エルニーニョ現象： NINO.3海域の月平均海面水温の基準値（その年
の前年までの30年間の各月の平均値）との差の
5か月移動平均値が6か月以上連続して＋0.5℃以
上になった場合。

ラニーニャ現象　： 同じく5か月移動平均値が6か月以上連続して－
0.5℃以下になった場合。

　　　 ｂ） 「エルニーニョ」は狭義には，クリスマスのころエクアド
ルからペルー沿岸に暖水が進入する現象を指すが，広域
的な現象として「エルニーニョ現象」と同じ意味で用い
られることもある。

季節予報などの解説で広域的な現象を指す場合は「エルニーニョ現象」
を用いる。

ラニーニャ現象 エルニーニョ現象とは逆に，東部太平洋赤道域の海面水温が平年より
低くなる現象。

（備考）季節予報などの解説では「ラニーニャ」ではなく「ラニーニ
ャ現象」を用いる。

南方振動指数 南太平洋上のタヒチとオーストラリアのダーウィンの地上気圧偏差を
基に，その差を指数化したもので，貿易風の強さの目安となる。エル
ニーニョ現象発生時にはマイナス（負値）となることが多い。

ENSO（エンソ） エルニーニョ／ラニーニャ現象と南方振動とは，同じ現象を海洋と大
気の側面からとらえたものと考えられ，エルニーニョ（El Nino）と
南方振動（Southern Oscillation）のそれぞれの頭文字を取って
ENSO（エンソ）と呼ばれている。

エルニーニョ監視海域 気象庁がエルニーニョ現象を監視するために太平洋赤道域に設けた監
視海域で，NINO.1＋2，3，4，WEST海域がある。
単に「エルニーニョ監視海域」と言う場合，エルニーニョ現象のシグ
ナルとして最も重要な「NINO.3海域」を指す。

（備考）米国海洋大気庁（NOAA）では，エルニーニョ現象，ラニー
ニャ現象の定義にはNINO3.4（北緯5度～南緯5度，西経170度～
120度）の月平均海面水温を用いている。

用　語 説　　明
OLR指数 OLR（気象衛星に関する用語参照）を使って求めた指数で，正の値

は積乱雲が多いすなわち対流活動が平年よりも活発であることを，負
の値は対流活動が平年より不活発であることを表す。

（備考）気象庁で指数を計算する領域には，フィリピン付近，インド
ネシア付近，日付変更線付近の3つがある。
月毎の変動の他に，ENSOの状況にあわせて，数年周期の変動を示す。

赤道東西風指数 赤道付近の東西循環の指数の1つで，正（負）の値は西風（東風）偏
差であることを示す。

（備考）気象庁で指数を計算する領域は，対流圏下層（850hPa）の
西部太平洋赤道域，中部太平洋赤道域，東部太平洋赤道域と対流圏上
層（200hPa）のインド洋，中部太平洋赤道域がある。
月毎の変動の他に，ENSOの状況にあわせて，数年周期の変動を示す。

海洋データ同化
システム

数が少なく空間的，時間的に偏在している海洋観測データから，空間
的，時間的に均質なデータを生成するシステム。

暖水の蓄積 太平洋の赤道付近において，貿易風によって海面近くの相対的に暖か
い海水（暖水）が，西部に吹き寄せられて厚く蓄積すること。一方，
東部太平洋赤道域では，通常暖水の厚さは薄くなっている。エルニー
ニョ現象などに伴って，この水温構造は大きく変動する。

西風バースト 対流圏下層の太平洋西部から中部にかけて赤道上で吹く強い西風のこ
と。赤道を挟んで北半球と南半球のそれぞれに熱帯低気圧が発生する

（ツインサイクロン）ことに伴って吹くことが多い。
エルニーニョ現象の発生に結びつくような海洋表層の変化をもたらす
ことがある。

エルニーニョ予測モデ
ル

エルニーニョ現象等の予測に使用する気象庁の大気海洋結合モデル。

エルニーニョ監視速報 エルニーニョ現象等の監視と予測に関して毎月1回発表する情報。予
測情報として，向こう6か月までの「エルニーニョ現象等の今後の見
通し」を記述している。
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2.5　日本850hPa相当温位・風12・24・36・48時間予想図日本850hPa相当温位・風予想図

等相当温位線
太実線 15K毎
300Kが基準

等相当温位線
細実線 3K毎

相当温位
相当温位記入
6K毎

850hPa面の風
西北西の風 30KT

（2022.3 00Z T:36）
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2.5　�日本850hPa相当温位・風12・24・36・48時間予想図 
［850hPaの前線の把握］

（１）略号
FXJP854
FX：種々の予想（Forecast Miscellaneous）
JP：日本（Japan）
854：850hPa12・24・36・48時間予想図

（２）記号およびその内容
　①予想時間12・24・36・48時間の数値予報図
　00，12UTCの１日２回，客観解析の結果に基づき数値計算された12・
24・36・48時間後の予想天気図。
　②850hPaの等相当温位線
　300Kを基準に，３℃毎に実線で，15℃毎に太実線で示す。相当温位の値
は６℃毎に示す。
　③850hPaの風向・風速
　850hPaの風向・風速を矢羽根で，約100km格子間隔（日本付近）で示す。

（３）解析のポイント
　①850hPaの前線を把握
　乾燥空気の温位は，断熱過程では普遍な量であり前線解析に便利な量であ
る。しかし，外部から熱の補給が行われる場合，例えば水蒸気の凝結の潜熱
などが加えられる場合には変化してしまう。このため冬季のように空気が非
常に乾燥しているときは水蒸気の凝結が少ないため，前線解析には温位解析
が有効である。
　しかし，水蒸気量の多い降雨域などの地域に対して温位解析を行うことは

不適当で，特に日本付近の梅雨期のように非常に湿潤な空気が滞留している
地域では温位の代わりに相当温位が有効である。温位と相当温位の間には近
似的に次の関係がある。
　　　相当温位 ≒ 温位 ＋ 2.8 × 混合比
　ここで，混合比は湿潤空気内の水蒸気量と残りの乾燥空気量との比を示す
無次元量で，空気中に含まれている水蒸気の量を示す指数である。
　湿潤大気においては，相当温位の集中帯は異なった性質を持った空気塊の
境で前線ともいえる。前線の位置を決める場合は，最初にこの資料の等相当
温位線の集中帯に注目し，850hPaの風のシアがあるときはこの位置を
850hPaの前線の目安とする。その後，850hPa面の気温や衛星画像などか
ら前線の位置を決める。
　②高・低気圧性循環をチェック
　風の回転は，高・低気圧の存在を表す。上層寒冷渦があるときには，地上
の低気圧が顕在化する前に，850hPaで低気圧性循環が現れることがある。
また，ポーラーロウなどの小低気圧の発現も低気圧性循環から知ることもで
きる。流線解析は高・低気圧循環，前線の解析には有効である。また収束線
も解析できる。
　③高相当温位域をチェック
　高相当温位域は湿った暖かい空気の流入を意味しており，大雨の恐れがあ
る。一般に夏季340K以上の地域は要警戒域である。
　④850hPaの強風域の存在をチェック
　等相当温位線の集中帯の暖域側で風速が50KT以上あるときは，強い暖湿
流の流入により大雨を示唆することがある。また，地上で南西強風や暴風に
なることがあるので要注意である。なお，冬季，北西風が50KT以上のときは，
日本海側で大雪（山雪），日本海で大荒れの天気になるので注意しなければ
ならない。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）
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2.6　アジア地上海上悪天予想天気図アジア地上海上悪天予想天気図

等圧線
太実線 20hPa毎
1000hPaが基準

注釈

高気圧の中心
中心気圧 1026hPa

低気圧の中心
中心気圧 974hPa

気圧
気圧記入 20hPa毎

等圧線
実線 4hPa毎

等圧線
破線 2hPa毎

温暖前線

閉塞前線

船体着氷域

海氷域

寒冷前線

停滞前線

（2022.3.18 00Z T:48）
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2.6　アジア地上海上悪天24時間予想天気図
� アジア地上海上悪天48時間予想天気図

 ［高・低気圧，前線の盛衰，移動の確認］

（１）略号
FSAS24，FSAS48
FS：地上予想（Forecast Surface）
AS：アジア（Asia）
24：24時間予想図
48：48時間予想図

（２）記号およびその内容
　①カラーと白黒画像の天気図
　気象庁HPでは，海陸や天気図記号等を着色して識別しやすくしたカラー
画像とFAX送信で利用することを考慮した白黒画像の天気図を掲載している。
　②英文表記，協定世界時を使用
　この天気図は，国内だけでなく国外の気象業務を行う機関，船舶，航空機
などにおいて広く利用されることを主な目的としているため，高・低気圧の
記号や速度，台風（熱帯低気圧）等のコメント文は英文表記としている。速
度はKTを用いている。時刻は世界共通の標準時（協定世界時）を用いている。
　③予想時間24，48時間の地上予想天気図
　00,12UTCの１日２回，気象庁の予報官により数値予報結果などを総合的
に判断して作成する。
　④等圧線
　1,000hPaを基準に，4hPa毎に実線で，20hPa毎に太実線で示す。必要に
応じて2hPa線を破線で示す。

　⑤高気圧，低気圧
　高気圧（低気圧）の中心には×印，Ｈ（Ｌ）の記号および中心気圧を示す。
ただし，高圧部，低圧部については×印は付けない。天気図上に表示する高
気圧および低気圧の種類は「アジア地上天気図」と同じである。
　⑥前線
　天気図上に前線を「アジア地上天気図」と同様の形式で示す。
　⑦台風または発達した低気圧（以下台風等という）
　全般海上暴風警報，全般海上台風警報および台風に関する全般強風警報が
発表されている場合には，該当する低気圧（発達した低気圧）や台風の中心
気圧，最大風速などの記事を示す。
　⑧強風
　台風や発達した低気圧の中心付近などで，強風（30KT以上）が予想され
た場合，その領域の風向風速を矢羽根を使って示す。
　⑨霧域

　海上の霧は持続性があることから，直近のアジア地上天気図に濃霧の領域
がある場合は，その領域をそのままFSASに示す。ただし，低気圧の暖域に
発生する霧で，低気圧が移動することによって24時間後の発生位置が大き
く異なる場合は表示しない。表示方法は「アジア地上天気図」と同じである。
　表示する範囲は，赤道から北緯60度，東経100度から180度の範囲である。
　ただし，霧域は48時間予想図には表示しない。
　⑩船体着氷域

　海面水温，風速，気温から船体着氷が発生する可能性のある領域に対して
斜線を付して示す。
　表示する範囲は，赤道から北緯60度，東経100度から180度の範囲である。
　⑪海氷域

　オホーツク海などで海氷が発生した場合には海氷域を示す。
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　表示する範囲は，赤道から北緯60度，東経100度から180度の範囲である。

（３）解析のポイント
　①高気圧，低気圧，前線の移動，盛衰の把握
　個々の天気図から得られない最終製品型の予想図である。総観スケールの
高気圧・低気圧，前線の位置を確認する。さらに，海上警報の発表領域，強
風域，霧域，船体着氷域，海氷域など海上の警戒域を把握する。
　自ら予想した予想図と比較して判断が一致する点，違う点をチェックして，
特に前線の位置，低気圧の発達具合などをしっかりチェックする。判断が違
う場合にはどの要素，どの高度の天気図の判断から違いが生じたのかを可能
な限り検討する。これにより各種の予想図を見る目が養われるとともに，実
況と予想とにずれが生じたときは修正など迅速に対応できる。
　②予想時間の立体構造の把握
　海上悪天予想天気図から，もう一度高層の予想天気図に戻ってその立体構
造を検討し，具体的イメージをつかむ。大気の立体構造がどのようになって
おり，注目する現象は何によってもたらされているかを，知ることが最も重
要な作業である。
　衛星画像，レーダーエコー合成図などから雲の分布，天気をつかみ，これ
らの現象が地上予想天気図にどのように反映されているか推測し，その後の
天気分布を予想する。

（４）提供場所
　天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/weather_map/）
　船舶向け天気図（https://www.jma.go.jp/jmh/jmhmenu.html）

コラム4　気象情報などに用いる地名，海域名など─①

全般気象情報などで用いる日本付近の地名，海域名（気象庁提供）
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全般気象情報などで用いるアジア，北太平洋域の地名，海域名（気象庁提供）
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2.7　アジア太平洋500hPa高度・気温・風24時間予想図アジア太平洋500hPa高度・気温・風24時間予想図

気温
気温記入 6℃毎

等風速線
破線 20KT毎

低気圧（低圧部）の
中心

高気圧（高圧部）の
中心

風向・風速
南南東の風 20KT

風速
風速記入 40KT毎

寒気の中心

暖気の中心

等高度線
太実線 300m毎

高度
高度記入 120m毎

等高度線
実線 60m毎

（2022.12.27 12Z）
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2.7　�アジア太平洋500hPa高度・気温・風24時間予想図 
［対流圏中層大気の流れを把握］

（１）略号
FUPA502
FU：上層予想（Forecast Upper）
PA：太平洋（Pacific）
502：500hPa，24時間予想図

（２）記号およびその内容
　①予想時間24時間の数値予報図
　00，12UTCの１日２回の客観解析に基づき数値計算した，24時間後の予
想天気図である。
　②等高度線
　予想時間の等高度線を，5,700mを基準にして60m間隔に実線で，300m
毎に太実線で示す。高度の値は120m毎に示す。
　低圧部の中心付近にはＬを，高圧部の中心付近にはＨを示す。
　③気温
　等温線の代わりに，６℃毎に気温値がスポット的に記入してある。隣り合
う同じ気温値を繋げることにより等温線になる。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　④等風速線
　等風速線は，20KT毎に破線で示し，破線上に風速の値を40KT毎に示す。
　⑤風向・風速
　寒候期の北緯20度および暖候期の北緯30度より南の比較的風の弱い地域
には，客観解析した風向・風速を示す。
　⑥主な空港の地点略号
　地図上に，主な国際空港のICAO（International Civil Aviation Organization）

の国際４文字地点略号（Location Indicator）を示す。例えば，東京国際空
港は「RJTT」，香港国際空港は「VHHH」となっている。

（３）解析のポイント
　①対流圏中層の流れの場の確認
　アジア，太平洋の対流圏中層を飛ぶ航空機用の天気図である。トラフ，リ
ッジの位置を確認して，風の変曲点などの確認を行う。冬季は寒帯ジェット
気流も500hPa天気図に現れることもあるので，等風速線の強風域には注意
する。
　②低緯度の風の流れを知る
　寒候期は北緯20度以南，暖候期は北緯30度以南の予想風向・風速が示さ
れている。これは，低緯度では高度差が少なく等高度線が描画されないので，
予想風を使って，風の状態を知るためである。南行きの運航計画の参考にす
る。
　③北極地方の大気の状態を知る
アジア太平洋天気図では北極点周辺まで予想されている。北極を含めた高緯
度の大気のパターンを確認する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）
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2.8　アジア太平洋400hPa高度・気温・風24時間予想図アジア太平洋400hPa高度・気温・風24時間予想図

等高度線
実線 120m毎

等風速線
破線 20KT毎

高圧部（高気圧）の
中心

低圧部（低気圧）の
中心

風向・風速
南南西の風 35KT

高度
高度記入 240ｍ毎

寒気の中心

暖気の中心

風速
風速の記入
40KT毎

気温
気温の記入
6℃毎

（2022.10.27 00Z）
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2.8　�アジア太平洋400hPa高度・気温・風24時間予想図 
［対流圏中層大気の流れを把握］

（１）略号
FUPA402
FU：上層予想（Forecast Upper）
PA：太平洋（Pacific）
402：400hPa，24時間予想図

（２）記号およびその内容
　①予想時間24時間の数値予報図
　00，12UTCの１日２回の客観解析に基づき数値計算した，24時間後の予
想天気図である。
　②等高度線
　予想時間の等高度線を，7,400mを基準にして120m間隔に実線で示す。
高度の値は240m毎に示す。
　低圧部の中心付近にはＬを，高圧部の中心付近にはＨを示す。
　③気温
　等温線の代わりに，６℃毎に気温値がスポット的に記入してある。隣り合
う同じ気温値を繋げることにより等温線になる。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　④等風速線
　等風速線は，20KT毎に破線で示し，破線上に風速の値を40KT毎に示す。
　⑤風向・風速
　寒候期の北緯20度および暖候期の北緯30度より南の比較的風の弱い地域
には，客観解析した風向・風速を示す。
　⑥主な空港の地点略号
　地図上に，主な国際空港のICAO（International Civil Aviation Organization）

の国際４文字地点略号（Location Indicator）を示す。例えば，東京国際空
港は「RJTT」，香港国際空港は「VHHH」となっている。

（３）解析のポイント
　①対流圏中層の流れの場の確認
　アジア，太平洋の対流圏中層を飛ぶ航空機用の天気図である。トラフ，リ
ッジの位置を確認して，風の変曲点などの確認を行う。冬季は寒帯ジェット
気流も400hPa天気図に現れることもあるので，等風速線の強風域には注意
する。
　②低緯度の風の流れを知る
　寒候期は北緯20度以南，暖候期は北緯30度以南の予想風向・風速が示さ
れている。これは，低緯度では高度差が少なく等高度線が描画されないので，
予想風を使って，風の状態を知るためである。南行きの運航計画の参考にす
る。
　③北極地方の大気の状態を知る
　アジア太平洋天気図では北極点周辺まで予想されている。北極を含めた高
緯度の大気のパターンを確認する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）
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2.9　アジア太平洋300hPa高度・気温・風24時間予想図アジア太平洋300hPa高度・気温・風24時間予想図

等風速線
破線 20KT毎

高圧部（高気圧）の
中心

低圧部（低気圧）の
中心

風向・風速
西北西の風 30KT

気温
気温の記入 6℃毎

寒気の中心

暖気の中心

高度
高度の記入
240ｍ毎

風速
風速の記入
40KT毎

等高度線
実線 120m毎
9600ｍが基準

（2022.5.27 00Z）



129

　

2.9　�アジア太平洋300hPa高度・気温・風24時間予想図 
［寒帯ジェット気流の位置の把握］

（１）略号
FUPA302
FU：上層予想（Forecast Upper）
PA：太平洋（Pacific）
302：300hPa，24時間予想図

（２）記号およびその内容
　①予想時間24時間の数値予報図
　00，12UTCの１日２回の客観解析に基づき数値計算した，24時間後の予
想天気図である。
　②等高度線
　予想時間の等高度線を，9,600mを基準にして120m間隔に実線で示す。
高度の値は240m毎に示す。
　低圧部の中心付近にはＬを，高圧部の中心付近にはＨを示す。
　③気温
　等温線の代わりに，６℃毎に気温値がスポット的に記入してある。隣り合
う同じ気温値を繋げることにより等温線になる。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　④等風速線
　等風速線は，20KT毎に破線で示し，破線上に風速の値を40KT毎に示す。
　⑤風向・風速
　寒候期の北緯20度および暖候期の北緯30度より南の比較的風の弱い地域
には，客観解析した風向・風速を示す。
　⑥主な空港の地点略号
　地図上に，主な国際空港のICAO（International Civil Aviation Organization）

の国際４文字地点略号（Location Indicator）を示す。例えば，東京国際空
港は「RJTT」，香港国際空港は「VHHH」となっている。

（３）解析のポイント
　①ジェット気流の位置の確認
　アジア，太平洋上空を飛ぶ航空機用の天気図であり，主にジェット気流の
位置を把握する。
　300hPa予想天気図では，比較的高度の低い寒帯ジェット気流の解析に有
効である。等風速線による強風軸の位置を確認し，次に等風速線や気温の混
んでいる場所からジェット気流の位置を判断する。ジェット気流解析を行う
場合は，250， 200hPa予想天気図を併用して解析する。
　②圏界面高度の低い場所をチェック
　色鉛筆で同じ気温の場所を結び，等温線を作図する。発達した谷の中心付
近が暖気になっているところは，圏界面が300hPaより低い高度にあること
を示している。圏界面を横切る飛行は，晴天乱気流の恐れがあるのでチェッ
クする。
　③低緯度の風の流れを知る
　寒候期は北緯20度以南，暖候期は北緯30度以南の予想風向・風速が示さ
れている。これは，低緯度では高度差が少なく等高度線が描画されないので，
予想風を使って，風の状態を知るためである。南行きの運航計画の参考にす
る。
　④北極地方の大気の状態を知る
　アジア太平洋天気図では北極点周辺まで予想されている。北極を含めた高
緯度の大気のパターンを確認する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）
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2.10　アジア太平洋250hPa高度・気温・風24時間予想図アジア太平洋250hPa高度・気温・風24時間予想図

等風速線
破線 20KT毎

高圧部（高気圧）の
中心

低圧部（低気圧）の
中心

風向・風速
東北東の風 45KT

気温
気温の記入 6℃毎

寒気の中心

暖気の中心

風速
風速の記入
40KT毎

高度
高度の記入
240ｍ毎

等高度線
実線 120m毎

（2022.3.27 00Z）
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2.10　�アジア太平洋250hPa高度・気温・風24時間予想図 
［ジェット気流の位置の把握］

（１）略号
FUPA252
FU：上層予想（Forecast Upper）
PA：太平洋（Pacific）
252：250hPa，24時間予想図

（２）記号およびその内容
　①予想時間24時間の数値予報図
　00，12UTCの１日２回の客観解析に基づき数値計算した，24時間後の予
想天気図である。
　②等高度線
　予想時間の等高度線を，10,200mを基準にして120m間隔に実線で示す。
高度の値は240m毎に示す。
　低圧部の中心付近にはＬを，高圧部の中心付近にはＨを示す。
　③気温
　等温線の代わりに，６℃毎に気温値がスポット的に記入してある。隣り合
う同じ気温値を繋げることにより等温線になる。
　寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近にはＷを示す。
　④等風速線
　等風速線は，20KT毎に破線で示し，破線上に風速の値を40KT毎に示す。
　⑤風向・風速
　寒候期の北緯20度および暖候期の北緯30度より南の比較的風の弱い地域
には，客観解析した風向・風速を示す。
　⑥主な空港の地点略号
　地図上に，主な国際空港のICAO（International Civil Aviation Organization）

の国際４文字地点略号（Location Indicator）を示す。例えば，東京国際空
港は「RJTT」，香港国際空港は「VHHH」となっている。

（３）解析のポイント
　①ジェット気流の位置の確認
　アジア，太平洋上空を飛ぶ航空機用の天気図であり，主にジェット気流の
位置を把握する。
　250hPaのジェット気流解析は，ジェット気流の中心付近の高度となる。
等風速線による強風軸の位置を確認し，次に等風速線や気温の混んでいる場
所からジェット気流の位置を判断する。ジェット気流解析を行う場合は，
300，200hPa予想天気図を併用して解析する。
　②圏界面高度の低い場所をチェック
　色鉛筆で同じ気温の場所を結び，等温線を作図する。発達した谷の中心付
近が暖気になっているところは，圏界面が250hPaより低い高度にあること
を示している。圏界面を横切る飛行は，晴天乱気流の恐れがあるのでチェッ
クする。
　③低緯度の風の流れを知る
　寒候期は北緯20度以南，暖候期は北緯30度以南の予想風向・風速が示さ
れている。これは，低緯度では高度差が少なく等高度線が描画されないので，
予想風を使って，風の状態を知るためである。南行きの運航計画の参考にす
る。
　④北極地方の大気の状態を知る
　アジア太平洋天気図では北極点周辺まで予想されている。北極を含めた高
緯度の大気のパターンを確認する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）
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2.11　台風予報図台風予報図

24時間後の
予報円（破線）の中心

120時間後の
予報円（破線）の中心

48時間後の
予報円（破線）の中心

72時間後の
予報円（破線）の中心

96時間後の
予報円（破線）の中心

台風の中心位置

台風の階級・番号・名前
階級：TS

2022年 第22号
呼名：NALGAE

予想図の注釈
第3図参照

台風の階級　TS
番号　　　　第22号（2022年）
台風の呼名　NALGAE

27日12UTC現在
中心位置　　北緯11.2°　東経130.5°
中心気圧　　996hPa
最大風速　　35KT（最大瞬間風速50KT）
進行方向・速度　西　8KT

28日12UTCの予想
予報円の中心位置　　北緯13.8°　東経126.5°
中心気圧　　994hPa
最大風速　　40KT （最大瞬間風速60KT）

29日12UTCの予想
予報円の中心位置　　北緯15.4°　東経122.8°
中心気圧　　980hPa
最大風速　　50KT （最大瞬間風速70KT）

30日12UTCの予想
予報円の中心位置　　北緯16.3°　東経120.0°
中心気圧　　980hPa
最大風速　　50KT （最大瞬間風速70KT）

31日12UTCの予想
予報円の中心位置　　北緯18.2°　東経119.3°
中心気圧　　980hPa
最大風速　　50KT （最大瞬間風速70KT）

11月１日12UTCの予想
予報円の中心位置　　北緯20.2°　東経119.4°
中心気圧　　980hPa
最大風速　　50KT （最大瞬間風速70KT）

（2022.10.27 12Z）
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2.11　台風予報図

（１）略号
WTAS12
WT：台風予報（Typhoon Forecast）
AS：アジア（Asia）
12：120時間予想図

（２）記号およびその内容
　①台風予報図：０・12・24・48・72・96・120時間の台風予報図
　台風予報図は，台風および24時間以内に台風になると予想される熱帯低
気圧の実況と予報からなっている。
　台風予報図は，３時，９時，15時，21時の６時間毎に作成される。
　②台風番号
　気象庁では台風に対して，年の初めから発生を確認した順に番号を付けて
いる。国際共通番号として，西暦の下２桁と，その年に確認された番号２桁
をあわせて，４桁とした番号で表す。例えば2022年の11番目の台風は

「2211」となる。
　なお，一度発生した台風が衰えて熱帯低気圧になった後で再び発達して台
風になった場合は同じ番号を付ける。
　③台風の呼名
　台風の呼名を示す（第１表）。
　台風には従来，米国が英語名（人名）を付けていたが，北西太平洋または
南シナ海で発生する台風防災に関する各国の政府間組織である台風委員会（日
本を含む14か国が加盟）は，2000年から，北西太平洋または南シナ海の領
域で発生する台風には同領域内で用いられている固有の名前（加盟国などが
提案した名前）を付けることになった。2000年の台風第１号にカンボジア
で「象」を意味する「ダムレイ」の名前が付けられ，以後，発生順にあらか

じめ用意された140個の名前を順番に用いて，その後再び「ダムレイ」に戻
る。台風の年間発生数の平年は約25個なので，おおむね５年間で台風の名
前が一巡することになる。なお，台風の名前は繰り返して使用されるが，大
きな災害をもたらした台風などは，台風委員会加盟国からの要請を受けて，
その名前を以後の台風に使用しないように変更することがある。また，発達
した熱帯低気圧が東経180度より東などの領域から北西太平洋または南シナ
海の領域に移動して台風になった場合には，各領域を担当する気象機関によ
ってすでに付けられた名前を継続して使用する。このため，表に記されない
名前が付けられる台風もある。
　④台風の階級
　台風を英文で報じるとき，その最大風速によって３階級に分ける。その階
級の略語を示す（第２表 p.136）。
　⑤台風の中心気圧
　台風の中心気圧は，中心気圧が990hPa未満の場合は5hPa単位で，
990hPa以上の場合は2hPa単位で示される。ただし，陸地などの確かな気
圧データが存在する場合は1hPa単位で示されることがある。
　⑥台風の中心位置
　緯度，経度で示す。
　⑦進行方向と速度
　進行方向は16方位，速度はノット（KT）で示す。
　⑧最大風速
　最大風速を10分間平均風速KTで示す。
　⑨最大瞬間風速
　最大瞬間風速をKTで示す。
　⑩暴風域
　台風予報図では，台風の中心位置を示す×印を中心とした円は暴風域で，
風速（10分間平均）が50KT以上の暴風が吹いているか，地形の影響などが
ない場合に吹く可能性のある範囲を示している。この円内では，いつ暴風が
吹いてもおかしくない。
　⑪予報円
　予報円の中心に＋印を，予報円の中心を破線で結ぶ。また，予想された時
刻に，台風の中心が到達すると予想される範囲を破線の円で示す。予報円内
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2.11　台風予報図　

に台風の中心が入る確率は約70％である。
　⑫暴風警戒域
　台風予報図は，予想された時刻に，円内のどこかが暴風域になる恐れのあ
る範囲を実線で示す。どこが暴風域になるかは，予報円内の台風中心位置に
よる。なお，台風の動きが遅い場合には，12時間先の予報を省略すること
がある。また，暴風域や暴風警戒域のない台風の場合には，予報円と強風域
のみの表示になる。
　⑬台風強度予報
　台風予報図は，５日先までの台風の中心気圧，最大風速，最大瞬間風速を
示す。
　⑭日時，中心気圧および最大風速等の情報の表示
　台風の観測値，予報日時，台風が進む可能性の高い予想位置，中心気圧お
よび最大風速は黒枠で囲ってまとめて示す。

（３）解析のポイント
　①台風の最大風速，最大瞬間風速の留意点
　台風予報図で発表する台風の最大風速，最大瞬間風速は台風により吹く可
能性のある風の最大値を示す。したがって，地形の影響や竜巻などの局所的
な気象現象などに伴い，一部の観測所で観測値がこれらの値を超える場合が
あることに注意を要する。
　②予報円の中心の留意点
　予報円の中心を結んだ点線は，台風が進む可能性の高いコースを示すだけ
で，必ずしもこの線に沿って進むわけでなく，予報円内全体でも台風の中心
が入る確率は約70％であるということに留意する。
　③台風の強さ，大きさの留意点
　気象庁は台風のおおよその勢力を示す目安として，台風情報で，台風の大
きさ，強さを表現している。参考のため第３表（p.136）に台風の強さ，大
きさを示し，大型と超大型のイメージ図を第２図（p.136）に示す。
　④台風に関する各種情報の把握
　気象庁では，台風に関する被害を最小限にするため台風に関しては各種の
情報を発表している。最も新しい情報を中心に発表されている情報を迅速，

的確に判断する必要がある。また，台風接近時には「キキクル」などの防災
情報もあわせて把握する必要がある。

（４）提供場所
　船舶向け天気図（https://www.jma.go.jp/jmh/jmhmenu.html）
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第１表　台風の呼名
提案した国と

地域 呼名 片仮名読み 意味

1 カンボジア Damrey ダムレイ 象
2 中国 Haikui ハイクイ イソギンチャク

3
北朝鮮

（朝鮮民主主義
人民共和国）

Kirogi キロギー がん（雁）

4 香港 Yun-yeung インニョン カモの一種（オシドリ）。香港で人気の
ある飲み物の名前。

5 日本 Koinu コイヌ こいぬ座，小犬
6 ラオス Bolaven ボラヴェン 高原の名前
7 マカオ Sanba サンバ マカオの名所
8 マレーシア Jelawat ジェラワット 淡水魚の名前
9 ミクロネシア Ewiniar イーウィニャ 嵐の神

10 フィリピン Maliksi マリクシ 速い
11 韓国 Gaemi ケーミー あり（蟻）
12 タイ Prapiroon プラピルーン 雨の神
13 米国 Maria マリア 女性の名前
14 ベトナム Son-Tinh ソンティン ベトナム神話の山の神
15 カンボジア Ampil アンピル タマリンド
16 中国 Wukong ウーコン （孫）悟空

17
北朝鮮

（朝鮮民主主義
人民共和国）

Jongdari ジョンダリ ひばり

18 香港 Shanshan サンサン 少女の名前
19 日本 Yagi ヤギ やぎ座，山羊
20 ラオス Leepi リーピ ラオス南部の滝の名前
21 マカオ Bebinca バビンカ プリン
22 マレーシア Pulasan プラサン 果物の名前
23 ミクロネシア Soulik ソーリック 伝統的な部族長の称号
24 フィリピン Cimaron シマロン 野生の牛
25 韓国 Jebi チェービー つばめ（燕）
26 タイ Krathon クラトーン 果物の名前，サントル
27 米国 Barijat バリジャット 風や波の影響を受けた沿岸地域
28 ベトナム Trami チャーミー 花の名前
29 カンボジア Kong-rey コンレイ 伝説の少女の名前
30 中国 Yinxing インシン 木の名前

31
北朝鮮

（朝鮮民主主義
人民共和国）

Toraji トラジー 桔梗

32 香港 Man-yi マンニィ 海峡（現在は貯水池）の名前
33 日本 Usagi ウサギ うさぎ座，兎
34 ラオス Pabuk パブーク 淡水魚の名前
35 マカオ Wutip ウーティップ ちょう（蝶）
36 マレーシア Sepat セーパット 淡水魚の名前
37 ミクロネシア Mun ムーン 6月
38 フィリピン Danas ダナス 経験すること
39 韓国 Nari ナーリー 百合
40 タイ Wipha ウィパー 女性の名前
41 米国 Francisco フランシスコ 男性の名前
42 ベトナム Co-may コメイ 草の名前
43 カンボジア Krosa クローサ 鶴
44 中国 Bailu バイルー 白鹿

45
北朝鮮

（朝鮮民主主義
人民共和国）

Podul ポードル やなぎ

46 香港 Lingling レンレン 少女の名前
47 日本 Kajiki カジキ かじき座，旗魚

提案した国と
地域 呼名 片仮名読み 意味

48 ラオス Nongfa ノンファ 池の名前
49 マカオ Peipah ペイパー 魚の名前
50 マレーシア Tapah ターファー なまず
51 ミクロネシア Mitag ミートク 女性の名前
52 フィリピン Ragasa ラガサ 動きを速めること
53 韓国 Neoguri ノグリー たぬき
54 タイ Bualoi ブアローイ お菓子の名前
55 米国 Matmo マットゥモ 大雨
56 ベトナム Halong ハーロン 湾の名前
57 カンボジア Nakri ナクリー 花の名前
58 中国 Fengshen フンシェン 風神

59
北朝鮮

（朝鮮民主主義
人民共和国）

Kalmaegi カルマエギ かもめ

60 香港 Fung-wong フォンウォン 山の名前(フェニックス)
61 日本 Koto コト こと座，琴
62 ラオス Nokaen ノケーン ツバメ
63 マカオ Penha ペンニャ マカオの名所
64 マレーシア Nuri ヌーリ オウム
65 ミクロネシア Sinlaku シンラコウ 伝説上の女神
66 フィリピン Hagupit ハグピート むち打つこと
67 韓国 Jangmi チャンミー ばら
68 タイ Mekkhala メーカラー 雷の天使
69 米国 Higos ヒーゴス いちじく
70 ベトナム Bavi バービー ベトナム北部の山の名前
71 カンボジア Maysak メイサーク 木の名前
72 中国 Haishen ハイシェン 海神

73
北朝鮮

（朝鮮民主主義
人民共和国）

Noul ノウル 夕焼け

74 香港 Dolphin ドルフィン 白いるか。香港を代表する動物の一つ。
75 日本 Kujira クジラ くじら座，鯨
76 ラオス Chan-hom チャンホン 木の名前
77 マカオ Peilou ペイロー 鳥の名前
78 マレーシア Nangka ナンカー 果物の名前
79 ミクロネシア Saudel ソウデル 伝説上の首長の護衛兵
80 フィリピン Narra ナーラ 木の名前
81 韓国 Gaenari ケナリ 花の名前
82 タイ Atsani アッサニー 雷
83 米国 Etau アータウ 嵐雲
84 ベトナム Bang-Lang バンラン 花の名前
85 カンボジア Krovanh クロヴァン 木の名前
86 中国 Dujuan ドゥージェン つつじ

87
北朝鮮

（朝鮮民主主義
人民共和国）

Surigae スリゲ 鷲の名前

88 香港 Choi-wan チョーイワン 彩雲
89 日本 Koguma コグマ こぐま座，小熊
90 ラオス Champi チャンパー 赤いジャスミン
91 マカオ In-fa インファ 花火
92 マレーシア Cempaka チャンパカ ハーブの名前
93 ミクロネシア Nepartak ニパルタック 有名な戦士の名前
94 フィリピン Lupit ルピート　 冷酷な
95 韓国 Mirinae ミリネ 天の川
96 タイ Nida ニーダ 女性の名前

提案した国と
地域 呼名 片仮名読み 意味

97 米国 Omais オーマイス 徘徊
98 ベトナム Conson コンソン 歴史的な観光地の名前
99 カンボジア Chanthu チャンスー 花の名前

100 中国 Dianmu ディアンムー 雷の母

101
北朝鮮

（朝鮮民主主義
人民共和国）

Mindulle ミンドゥル たんぽぽ

102 香港 Lionrock ライオンロッ
ク 山の名前

103 日本 Kompasu コンパス コンパス座，円や円弧を描くためのV
字型の器具

104 ラオス Namtheun ナムセーウン 川の名前
105 マカオ Malou マーロウ めのう（瑪瑙）
106 マレーシア Nyatoh ニヤトー 木の名前
107 ミクロネシア Rai ライ ヤップ島の石の貨幣
108 フィリピン Malakas マラカス 強い
109 韓国 Megi メーギー なまず
110 タイ Chaba チャバ ハイビスカス
111 米国 Aere アイレー 嵐
112 ベトナム Songda ソングダー 北西ベトナムにある川の名前
113 カンボジア Trases トローセス キツツキ
114 中国 Mulan ムーラン 花の名前

115
北朝鮮

（朝鮮民主主義
人民共和国）

Meari メアリー やまびこ

116 香港 Ma-on マーゴン 山の名前(馬の鞍)
117 日本 Tokage トカゲ とかげ座，蜥蜴
118 ラオス Hinnamnor ヒンナムノー 国立保護区の名前
119 マカオ Muifa ムイファー 梅の花
120 マレーシア Merbok マールボック 鳥の名前
121 ミクロネシア Nanmadol ナンマドル 有名な遺跡の名前
122 フィリピン Talas タラス 鋭さ
123 韓国 Noru ノルー のろじか（鹿）
124 タイ Kulap クラー ばら
125 米国 Roke ロウキー 男性の名前
126 ベトナム Sonca ソンカー さえずる鳥
127 カンボジア Nesat ネサット 漁師
128 中国 Haitang ハイタン 海棠

129
北朝鮮

（朝鮮民主主義
人民共和国）

Nalgae ナルガエ つばさ

130 香港 Banyan バンヤン 木の名前
131 日本 Yamaneko ヤマネコ やまねこ座，山野にすむ猫
132 ラオス Pakhar パカー 淡水魚の名前
133 マカオ Sanvu サンヴー さんご（珊瑚）
134 マレーシア Mawar マーワー ばら
135 ミクロネシア Guchol グチョル うこん
136 フィリピン Talim タリム 鋭い刃先
137 韓国 Doksuri トクスリ わし（鷲）
138 タイ Khanun カーヌン 果物の名前，パラミツ
139 米国 Lan ラン 嵐
140 ベトナム Saola サオラー ベトナムレイヨウ
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2.11　台風予報図　

第２表　台風の階級

第３表　台風の強さ，大きさ

階級 最大風速 備考
ＴＳ

（Tropical Storm）
およそ17m/s（34KT）以上

25m/s（48KT）未満 海上強風警報に相当

ＳＴＳ
（Severe Tropical Storm）

25m/s（48KT）以上
33m/s（64KT）未満 海上暴風警報に相当

ＴまたはＴＹ
（Typhoon） 33m/s（64KT）以上 海上台風警報に相当

（気象庁提供）

台風の強さ
階級 最大風速

（表現しない）33m/s（64KT）未満

強い 33m/s（64KT）以上～
44m/s（85KT）未満

非常に強い 44m/s（85KT）以上～
54m/s（105KT）未満

猛烈な 54m/s（105KT）以上

台風の大きさ
階級 風速15m/s以上の半径

（表現しない）500km未満
大型（大きい）500km以上～800km未満

超大型
（非常に大きい）800km以上

第２図　台風の大きさ，大型，超大型のイメージ図 第３図　台風予報図の注釈

第１図　台風５日進路予報図（WTAS12）
３つの台風がすべて５日予報を行う場合のイメージ
 （気象庁提供）
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短期予報解説資料

１．実況上の着目点
①00UTCで華南から奄美付近に前線を解析。850hPa12～15℃に対応。
暖域内で所々対流雲が発達しており，多い所で１時間30ミリ前後の
降水を解析。華中から対馬海峡付近にも雲域が広がってきた。種子島
付近では，メソサイクロンを検知。
②500hPa寒冷渦が，黄河中流（40N，110E付近）を東南東に進ん
でいる。寒冷渦の南をまわるトラフ（5520～5580m付近）に対応し
た暗域が明瞭。
２．主要じょう乱の予想根拠と解説上の留意点
①11日にかけて，500hPaの日本付近の強風軸は5580m付近と
5760m付近の二段。後者に対応した１項①の前線は，500hPa5760m
付近のトラフ東進に伴い11日朝にかけて南からの暖湿気流入が強ま
るため（850hPa相当温位327K程度），活動が活発となる。11日朝に
は九州南部付近の前線上に低気圧が発生し，比較的遅い速度で12日
朝頃東海沖へ進む。九州南部・奄美や前線が通過する沖縄では11日
朝にかけて，西日本太平洋側～東海では低気圧の接近する11日に，
雷を伴った激しい雨の降る所がある。低気圧前面で，南～南東斜面で
の吹き付けや沿岸に局地前線が発生すれば，非常に激しく降り大雨と
なるおそれもある。低地の浸水，土砂災害，河川の増水に注意，警戒。
竜巻などの激しい突風のおそれもあり，突風関連指数にも留意。
②１項②の寒冷渦は，12日にかけて沿海州付近へ進む。寒冷渦を回
る500hPa5580m付近のトラフに対応して低気圧が発生，前線を伴っ
て，黄海から日本海を経て沿海州付近へ進む見込み。下層の暖気移流・
寒気移流（11日から12日にかけて，850hPa50KT以上）共に強く，
低気圧は日本海で急速に発達。12日にかけて，西～北日本の日本海
側を中心に，強風と高波に注意。また，暖域内は大気の状態が不安定
で，対流雲が発達する。11日午前に対馬海峡付近を東進する小じょ
う乱（朝鮮半島の地形の影響で発生）の影響もあり，九州北部では雷
を伴った激しい雨の降るおそれがある。竜巻などの激しい突風のおそ

れもある。
３．数値予報資料解釈上の留意点　最新GSM基本。降水はMSM参照。
４．防災関連事項［量的予報と根拠］　①大雨ポテンシャル（18時か
らの24時間：地点最大）：九州南部・奄美250，沖縄・九州北部・四
国・近畿・東海100～120mm。２項の短時間強雨に注意。②波（明
日まで）：全国的に３～4m。
５．全般気象情報発表の有無　「大雨と雷および突風に関する全般気
象情報」を発表予定。

量的な予報については、今後の状況により変化する場合がありますので、注意報・警報や全般気
象情報等に記述する数値を利用願います。

短期予報解説資料　２０１２年１１月１０日１５時４０分発表
気象庁 予報部

※気象庁発表の実際の資料は縦長のレイアウトになっています。
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2.12　短期予報解説資料　

2.12　�短期予報解説資料 
［短期予報の留意点を確認］

（１）略号
　なし

（２）記号およびその内容
　①短期予報の解説資料
　３時40分と15時40分の１日２回，気象庁予報官により作成される短期予
報用の解説資料である。気象庁では３時40分のものは５時予報発表用，15
時40分のものは17時予報発表用の資料として用いている。
　②「１．実況上の着目点」
　今後の予想に関して気象衛星，レーダー，波浪など，観測実況に関しての
着目点がまとめられている。
　③「２．主要じょう乱の予想根拠と解説上の留意点」
　日本列島に影響を及ぼすじょう乱について，数値予報図などを基に予報根
拠を解説している。
　④「３．数値予報資料解釈上の留意点」
　全球モデル（GSM），メソモデル（MSM），局地モデル（LFM）などの数
値予報資料のうち，予想する上でより重要視するモデルを指示している。
　⑤「４．防災関連事項［量的予報と根拠］」
　雨，雪，風，波，潮位など防災上留意しなければならない地域に対して量
的な予想値を示す。
　⑥「５．全般気象情報発表の有無」
　全般気象情報の発表の有無，および発表する場合の時刻を示す
　⑦「主要じょう乱解説図」
　低気圧，前線などの発生，移動などを図示して，あわせてじょう乱に関す
る留意点を四角で囲み，文章で簡潔に示している。

（３）解析のポイント
　①短期予報の留意点を確認する
　日本列島の現在から明後日までの予報期間の予報・防災上の留意点を最新
の資料を基に，気象庁予報官が作成した解説資料である。気象庁管内では，
全国の気象官署に対する予報指示文書である。数値予報資料のクセなどが述
べられており，予報図の修正や量的な見積もりが示されている。
　短期予報業務を行うときには，必ず確認するべき資料である。
　②局地予報は解説資料をベースにする
　解説資料は，関東地方や近畿地方など地方毎の広い範囲を指示している。
このため，局地予報を作成する際は，解説資料をベースにしながらも，その
地域の地域特性を加味して，直近の予報，警報，注意報，気象情報を参考に，
予報を作成する。

（４）提供場所
　気象の専門家向け資料集（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/expert/）
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2.12　短期予報解説資料アジア地上気圧，850hPa気温予想図

地上気圧
気圧記入 8hPa毎

等圧線
実線 4hPa毎

850hPa面の気温
気温記入 6℃毎

850hPa面の等温線
破線 3℃毎

高気圧（高圧部）の
中心

低気圧（低圧部）の
中心

850hPa面の
暖気の中心

2022年12月24日1200UTCの初期値
2023年1月1日1200UTCの予想図

850hPa面の
寒気の中心

等圧線
太実線 20hPa毎
1000hPaが基準
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3.1　�アジア地上気圧，850hPa気温予想図 
［ブロッキング現象，総観規模の高・低気圧の盛衰，移動の確認］

（１）略号
FEAS02，04，07，09，12，14，16，19，21，24，26
FE：週間予想（Forecast Extended）
AS：アジア（Asia）
02，04，07，09，12，14，16，19，21，24，26：24 時 間，48 時 間，
72時間，96時間，120時間，144時間，168時間，192時間，216時間，
240時間，264時間

　「アジア500hPa高度・渦度予想図」（3.2）と「アジア地上気圧，850hPa
気温予想図」の２種で１組になっている。「アジア地上気圧，850hPa気温
予想図」はその下の図である。

（２）記号およびその内容
　①予想時間24～264時間の数値予報図
　数値予報全球モデルの24時間後（T=24）から，10日後の264時間後の数
値予報天気図である。
　モデルの初期値は12UTCで，１日１回作成される。
　②等圧線
　予想時間の等圧線は1000hPaを基準に，4hPa毎に実線で，20hPa毎に太
実線で示す。
　③高気圧，低気圧
　予想時間の高気圧（低気圧）の中心付近および高圧部（低圧部）に，Ｈ

（Ｌ）の記号を示す。
　④850hPa面の等温線
　０℃線を基準にして３℃間隔に850hPaの等温線を破線で示す。気温は６

℃毎に示す。
　寒気域の中心付近にＣを，暖気域の中心付近にＷを表示する。

（３）解析のポイント
　①北極，ヨーロッパまでカバーされた予想図
　主に週間予報の参考図としているため北極や日本の西領域を広く取り，総
観規模の波動の移動や変化が見やすくなっている。
　②ブロッキング現象，総観規模の高・低気圧の移動や盛衰を確認
　アジア500hPa高度・渦度予想図とあわせて10日先までのブロッキング高
気圧の持続，発生，消滅，総観規模スケールのトラフ，リッジの発生・消滅，
移動，盛衰をチェックする。予想時間の長い予想図ではスケールの小さな高・
低気圧はノイズの恐れがあるので無視する。
　特に，暖候期，予報期間後期に熱帯低気圧が発生したり北上したりする場
合は，誤差を含むことが多いので注意を要する。他の国の予想図（ECMWF
など）も参考にするとよい。
　③850hPa暖気移流，寒気移流に注目する
　低気圧の前面の顕著な暖気移流，後面の顕著な寒気移流がある場合は，発
達する低気圧の恐れがあるので注意する。また，等温線が集中している場所
は前線が予想されるので注目する。
　④週間アンサンブル予想図などと比較しながら利用
　「アジア地上気圧，850hPa気温予想図」は全球モデルの予想図である。
予想時間が長くなるとそれだけ誤差が大きくなる。このため週間予報を作成
するには，週間アンサンブル予想図や他の国の予想図なども参考にして作成
する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）
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3.1　アジア地上気圧，850hPa気温予想図アジア500hPa高度・渦度予想図

等高度線
実線 60ｍ毎等渦度線

破線40×10－6/sec毎

高圧部（高気圧）の
中心

低圧部（低気圧）の
中心

等高度線
太実線 300ｍ毎
5700ｍが基準 マイナスの渦度域

白抜き領域

プラスの渦度域
縦細実線領域

渦度極大値
+252×10－6/sec

渦度極小値
－88×10－6/sec

高度
高度記入 120ｍ毎

渦度0の等渦度線
実線
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3.2　�アジア500hPa高度・渦度予想図 
［500hPaのブロッキング，トラフ，リッジと渦度に注目］

（１）略号
FEAS502，504，507，509，512，514，516，519，521，524，526
FE：週間予想（Forecast Extended）
AS：アジア（Asia）
502，504，507，509，512，514，516，519，521，524，526：
500hPa24時間，48時間，72時間，96時間，120時間，144時間，168時間，
192時間，216時間，240時間，264時間

　「アジア500hPa高度・渦度予想図」と「アジア地上気圧，850hPa気温予
想図」（3.1）の２種で１組になっている。「アジア500hPa高度・渦度予想図」
はその上の図である。

（２）記号およびその内容
　①予想時間24～264時間の数値予報図
　数値予報全球モデルの24時間後（T=24）から，10日後の264時間後の数
値予報天気図である。
　モデルの初期値は12UTCで，１日１回作成される。
　②等高度線
　等高度線は，5,700mを基準にして60m間隔に実線で，300m毎に太実線
で示す。高度の値は120m毎に示す。
　低圧部の中心付近にはＬを，高圧部の中心付近にはＨを示す。
　③等渦度線
　500hPaの等渦度線を示す。渦度０の等渦度線は実線で，その他は渦度20

（×10－6sec－1）毎に，最大±100まで，破線で示す。正の渦度域には縦の実
線を施す。また，渦度の極大値，極小値を数値で示す。

（３）解析のポイント
　①北極，ヨーロッパまでカバーされた予想図
　主に週間予報の参考図としているため北極や日本の西領域を広く取り，総
観規模の波動の移動や変化が見やすくなっている。
　②ブロッキング現象，トラフ・リッジと渦度域の変化を確認
　10日先までの500hPa面のブロッキング高気圧の持続，発生，消滅，総観
規模スケールのトラフ，リッジの移動，深まり，衰弱をチェックする。また，
渦度の移動と変化をチェックする。
　③渦度０線の南北変動に注目
　東西に延びる強風軸に沿った渦度０を結んだ線はジェット軸に相当すると
いえる。このためジェット軸の南北の変化をチェックすることにより，前線
の南北変化の目安になる。渦度０線の変化から，前線のイメージをつかむ。
　なお，日本付近に渦度プラス域が多いと日本の位置が見にくくなるので，
日本列島を着色しておくとわかりやすい。
　④特定高度線の変化をチェック
　夏の太平洋高気圧を表す等高度線は5,880mといわれている。夏季，太平
洋上の5,880mで囲まれる範囲が南下したり，北上したり，広がったりする
ことは夏型が弱まったり，強まったりを意味する。
　⑤週間アンサンブル予想図などと比較しながら利用
　アジア500hPa高度・渦度予想図は全球モデルの予想図である。予想時間
が長くなるとそれだけ誤差が大きくなる。このため週間予報を作成するには，
週間アンサンブル予想図や他の国の予想図なども参考にして作成する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）
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3.2　アジア500hPa高度・渦度予想図週間アンサンブル予想図

72時間アンサンブル予想図

低気圧
（低圧部）の中心

降水域
24時間5mm以上

高気圧
（高圧部）の中心

等圧線
およそ4hPa毎

96時間アンサンブル予想図 120時間アンサンブル予想図

144時間アンサンブル予想図 168時間アンサンブル予想図 192時間アンサンブル予想図
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3.3　�週間アンサンブル予想図 
［１週間の地上気圧配置の変化を把握］

（１）略号
FEFE19
FE：週間予想（Forecast Extended）
FE：極東（Far East）
19：192時間予想

（２）記号およびその内容
　①明後日（72時間）から７日先（192時間）までの地上予想天気図
　２日目（72時間），３日目（96時間），４日目（120時間），５日目（144
時間），６日目（168時間），７日目（192時間）の６枚の地上予想天気図で，
週間予報用の全球アンサンブルモデル（51メンバー）の全てを平均するこ
とにより作成された天気図である。毎日12UTC初期値で１日１回配信される。
　②等圧線
　アンサンブル予報の全メンバー平均の等圧線を求め，おおよそ4hPa毎に
実線で示す。発達した低気圧や，台風の中心付近の密な等圧線は省略されて
いることがある。特定の等圧線が基準となっているのではないので，特定の
気圧値を表したものではない。
　③高気圧，低気圧
　アンサンブル予報の全メンバー平均から求めた高気圧（高圧部），低気圧

（低圧部）に，Ｈ，Ｌの記号を示す。ただし，等圧線は特定の気圧値を表し
たものではないので，高気圧，低気圧の示度は，これからは判断できない。
　④前24時間降水量5.0mm以上の範囲
　24時間積算降水量が5mm以上予想される降水域を点線領域で示す。降水
域はアンサンブル予報の全メンバーの平均値から24時間積算降水量が5mm
以上の範囲を点線領域とする。このため，予想降水域は，降水量の多少を示

すものではなく，また，降水確率とも異なる。予想降水域の目安として利用
する。なお，飛びぬけて多いメンバーが１つでもあると，全メンバー平均を
押し上げるため，範囲が広くなる可能性がある。

（３）解析のポイント
　①１週間までの総観規模の流れの場を把握
　週間予報用のアンサンブル予報の全メンバー平均により求められた明後日
の２日目から７日先までの日々の地上予想天気図であるので，全球モデルに
よる地上予想天気図とは異なり，高・低気圧の示度は決定できない。また，
全メンバー平均になっているので，不確定性の高い小さなスケールの現象は
取り除かれたり，形状が異なったりしている（第１図）。このため，総観規
模の流れの場から，日々の地上の気圧配置の変化を把握する。
　②おおよその前線の位置の推定
　他の週間支援図などとともに，前線の発生や位置を推定し，降水域との関
連を判断する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

第１図　アンサンブル予報と全球スペクトルモデル（GPM）の比較
高気圧や低気圧の位置や形状が多少異なる。降水域も違いがある。
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3.4　週間予報支援図（アンサンブル）週間予報支援図（アンサンブル）

3.4　�週間予報支援図（アンサンブル）
［日本付近の大気の流れの予測の偏りやばらつきの大きさを把握］

（１）略号
FZCX50
FZ：
CX：
50：500hPa，850hPa

（２）記号およびその内容
　①アンサンブルモデルによる７日先（192時間）までの予報支援図
　毎日12UTC初期値で計算され，１日１回配信される。
　②500hPa高度および渦度（資料の左側１列目）

500hPa高度
および渦度予想図

850hPa相当温位
予想図

500hPa特定高度線、
降水量予想頻度分布
（％）および
スプレッド予想図

850hPaにおける気温偏差予想
（クラスター平均）図

第１図　500hPa高度および渦度

プラスの渦度域
斜線領域

等高度線
太実線

マイナスの過度域
白抜き領域

高度
高度記入
180m毎

等高度線
実線
60ｍ毎

等渦度線
破線

40×10－6/sec

等渦度線
太破線　渦度0
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　アンサンブル予報の全メンバー平均から求めた500hPa高度の等高度線を
60m毎に実線で示し，300m毎に太実線で示す。高度は180m毎に示す。
　渦度は，渦度０線を太破線で示し，20（×10－6sec－1）毎に破線で示す。
渦度は０を基準に60（×10－6sec－1）毎に示す。さらに，渦度のプラス領域
には斜線を付して領域を示す。
　２日目（72時間），３日目（96時間），４日目（120時間），５日目（144
時間），６日目（168時間），７日目（192時間）の６枚を日別に示す。
　③850hPa相当温位（資料の左側２列目）

　アンサンブル予報の全メンバー平均から求めた850hPaの相当温位の等相
当温位線を3K毎に実線で，15K毎に太実線で示す。相当温位は15K毎に示す。
　２～７日目までの６枚を日別に示す。
　④500hPa特定高度線，降水頻度分布およびスプレッド（資料の右側上の図）
　アンサンブル予報の全メンバーを類似しているメンバー毎に５つのグルー
プに分類（クラスター分け）し，そのグループの平均値としての500hPaの
特定高度線と降水頻度分布，スプレッドを表示している。
　500hPaの高度線については，特定高度（5,400，5,700，5,880m）につ
いて，グループ毎の等高度線が重ね合わせ表示されており，高度場のばらつ
きを把握することができる。特定高度線の5,400mは，寒帯ジェット気流に

関係する高度で，特に寒候期の寒気の南北振動の目安となる。5,700mは，
亜熱帯ジェットに関係する高度で梅雨前線や秋雨前線の南北移動の目安にな
る。また，5,880mは，夏の太平洋高気圧に関係する高度で夏型になるかど
うかの目安に用いる。
　降水頻度分布として24時間積算降水量が5mm以上予想されるメンバー数
の割合（％）を表示している。5mmがしきい値となっているのは，モデル
は弱い降水について過剰に予想する傾向があるため，頻度補正を施すと実況
の1mmとほぼ対応するためである。よって，これが日別毎の降水確率になり，
短期予報における６時間毎の1mm以上の降水確率と同じような意味合いを
持つ。降水量予想頻度分布は10％を太破線で，20％毎に破線で示し，50％
以上の領域は斜線で示す。頻度分布値は10，50，90（％）を示す。
　日別図の各枠の右下の数値は，500hPa高度（北緯30～60度，東経110～
150度）のスプレッドを表している。スプレッドは各メンバー間の標準偏差
を年々変動の標準偏差で規格化している。スプレッドはアンサンブル予報を
構成している個々のアンサンブルメンバーのばらつきの程度を示す指標であ
るので，この大きさにより予報の不確定性に関する情報を得ることができる。
スプレッドが小さい値は，対象としている特定高度が数値予報にとって比較
的安定していることを意味し，その予報の信頼度は高いと判断できる。逆に，
スプレッドの値が大きい場合は，個々のアンサンブルメンバーの初期値に含

第２図　850hPa相当温位

第３図　500hPa特定高度線，降水頻度分布およびスプレッド

相当温位
15K毎

等相当温位線
太実線　15K毎

等相当温位線
細実線　3K毎

降水頻度領域
太破線
10％

降水頻度
50％以上の領域

斜線域

降水頻度

スプレッド

降水頻度領域
破線　20％毎

500hPa
5,400ｍ高度線

500hPa
5,700m高度線

500hPa
5,880ｍ高度線
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3.4　週間予報支援図（アンサンブル）　

まれるわずかな違いで予報の結果が大きく異なることになり，その予報の信
頼度は低いと判断できる。
　⑤850hPa気温偏差時系列（資料の右側下の図）

　国内の主な高層気象観測所である札幌，館野（つくば），福岡，那覇の
850hPaにおける初期値から７日目（T＝00～192）までの予想気温の平年
偏差である。いくつかの線が描かれているが，折れ線の実線は５つのグルー
プのクラスター平均，太実線はセンタークラスター，太破線は全球モデル

（GSM），そして点線はコントロールラン（アンサンブル予報で初期値に誤
差を与えていないメンバー：全球モデル）の値である。縦線はメンバーの範
囲を示し，縦太線は80％が入る範囲，縦細線は全メンバーの範囲を示す。
この資料により温度場の推移を把握する。

（３）解析のポイント
　①左側の資料では，予想される平均的な場の把握
　アンサンブル予報では，メンバーの数だけ異なる予報が得られるが，予報
モデルが「完全モデル」であると仮定すると，予報結果の単純平均が一番精
度がよいとされている。これは個々のメンバーの予報誤差が打ち消しあうた
め，アンサンブル平均の誤差は，個々のメンバーの誤差の平均より小さくな
るためである。このような理論に基づいて，アンサンブル平均の500hPa高
度および渦度，850hPa相当温位が左側に示されている。
　500hPa高度および渦度では，大気の大まかな流れやリッジ，トラフの動

きなどを追跡し，高・低気圧の動向を検討する。前の予測との違いにも注目
する。トラフ，リッジの流れは渦度プラス，マイナスの領域も参考にする。
850hPa相当温位では，前線の動向や活動度などについて検討するとともに，
大雨を示唆する「相当温位が高い領域」などを把握する。
　②右側の資料では，アンサンブルメンバー間のばらつきを確認
　アンサンブルメンバーのばらつきが小さい場合は予報の信頼性が高く，大
きい場合には，信頼性が低い。
　500hPa特定高度線およびスプレッドから，どの高度（ジェット気流）の
信頼性が高いのか低いのかを知り，その原因が寒帯や亜熱帯ジェット気流の
予報にばらつきがあるためなのか，ブロッキング現象によるものなのか，太
平洋高気圧の張り出しに不確定性があるのかなどの判断をする。
　降水頻度分布は，日別の降水確率なので，降水の有無についての目安に利
用する。短期予報の1mm以上の降水確率では，50％未満は「所により
……」としている。50％以上が斜線領域になっているので，短期予報と同
様に扱うとよい。
　850hPa気温偏差時系列では，北日本の代表として札幌，東日本の代表と
して館野（つくば），西日本の代表として福岡，南西諸島の代表として那覇
が示されている。平年に比べてそれぞれの地方では，どの程度気温が高いの
か低いのか，その信頼度はどの程度なのか，850hPaの気温偏差図を利用し
て地上の温度場の推移を把握する。また，モデル間のバイアスを見る資料と
しても利用できる。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

第４図　850hPa気温偏差時系列

気温偏差予報
全メンバーの
範囲 気温偏差予報の内

80％メンバーが
入る範囲

クラスター平均
実線

全メンバー平均
太実線
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週間予報支援図

3.5　�週間予報支援図
［北半球や日本付近の大気の流れの予測を把握］

（１）略号
FXXN519
FX：種々の予想（Forecast Miscellaneous）
XN：北半球（Northen Hemishere）
519：500hPa，850hPa，192時間予報

（２）記号およびその内容
　①全球スペクトルモデルによる７日目（192時間）までの予報支援図
　毎日21UTC初期値で計算され，１日１回配信される。
　②500hPa高度および平年偏差の５日平均（上段）
　上段の左の図は500hPaの過去48時間（T＝－48）から予想48時間（T＝
48）までの初期時刻を中心に，５日平均の高度および平年偏差である。右

500hPa5日平均高度および平年偏差図

東経135度線に沿う500hPa高度の緯度・時間断面図

500hPa高度、850hPa気温予想図

第１図　500hPa高度および平年偏差の５日平均

標準偏差
マイナス領域
陰影領域

高圧部

低圧部

500hPa等高度線
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3.5　週間予報支援図

の図は予想96時間（T＝96）から予想192時間（T＝192）までの週間予報
の５日目を中心とした５日平均の高度および平年偏差を北半球領域で示す。
　５日平均等高度線は，60m毎に実線で，300m毎に太実線で示す。高度は
180m毎に示す。高圧部にはH，低圧部にはLを示す。
　平年偏差の等値線は，60m毎に破線で示し，偏差値は120m毎に示す。偏
差値がマイナスの領域には斜線を付けて領域を示す。
　③500hPa高度（中段左図）

　500hPa高度の等高度線を60m毎に実線で示し，300m毎に太実線で示す。
高度は180m毎に示す。
　２日目（72時間），３日目（96時間），４日目（120時間），５日目（144
時間），６日目（168時間），７日目（192時間）の６枚を日別に示す。
　④850hPa気温（中段右図）
　850hPaの等温線を３℃毎に実線で，15℃毎に太実線で示す。気温は９℃
毎に示す。
　500hPa高度と１組になり２～７日目までの６枚を日別に示す。
　⑤東経135度線に沿った500hPa高度の緯度・時間断面図（下段）
　東経135度線に沿った500hPa高度を北緯20度から北緯50までの時間断面
図である。過去３週間の高度と予想１週間の高度を示す。
　500hPa高度の等高度線を60m毎に実線で示し，300m毎に太実線で示す。
高度は180m毎に示す。5,400mより低い領域および5,880mより高い領域

には斜線を付けて領域を示す。

（３）解析のポイント
　①�平均的なトラフやリッジ，ブロッキングの位置を知り，平年との天候の

違いを判断
　個々の低気圧や高気圧あるいは前線の振舞いは，地球規模の偏西風帯のジ
ェット気流の変動やブロッキング現象などの大規模な現象とは，時間・空間
スケールが異なる。このため，適切な期間の平均をとることにより，個々の
低気圧や高気圧の通過に伴う天気変化のような短い周期の成分は打ち消しあ
うので，適切な期間の平均図を作ることにより，大規模場の状態を知ること
ができる。
　また平年偏差は予報期間の天候が平年と比較してどの程度の偏りになるか
の予想が可能である。500hPa高度場の偏差を用いることは，対流圏のほぼ
中間の高度にあたり，大気全体の流れの場を代表していると見なされること
や，500hPa高度偏差と地上気温の偏差との相関が高いことによる。
　これらのことから，500hPa5日平均高度および平年偏差図からは，平均
的なトラフやリッジあるいは，ブロッキングの位置を知り，平年との天候の
違いを判断する。
　②日々のトラフ，リッジの移動や前線の振舞いをイメージする
　全球スペクトルモデル（GSM）を用いた192時間予想なので，アンサンブ
ルモデルに比べてトラフやリッジにメリハリがある。また，850hPa等温線
も寒気・暖気移流，前線を示す等温線の集中などがより判断しやすく現れる。
　このため，500hPa高度（中段左図），850hPa気温（中段右図）を比較し
ながら，トラフ，リッジの位置を確認し，高・低気圧，前線の振舞いをイメ

第２図　500hPa高度・850hPa気温

第３図　東経135度線に沿った500hPa高度の緯度・時間断面図

高圧部

低圧部
寒気の中心 暖気の中心

850hPa気温

500hPa等高度線

緯度
北緯30度

日にち
解析値 予想値

500hPa等高度線
5,880ｍより高い領域

陰影域

5,400ｍより低い領域
陰影域
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ージする。トラフ，リッジの位置などはアンサンブルモデルの結果と異なる
ので，位置などについてはアンサンブルモデルのものをより重視する。
　③偏西風帯の南北変動を把握
　東経135度は本州を縦断する経度であり，この経度に沿って北緯20度か
ら50度まで500hPaの等高度線を示すということは，日本を中心にした南北
の500hPa高度変化である。過去３週間の観測値を示すことにより，初期時
刻までの偏西風帯の南北変動の周期変化を知り，その後の予想１週間の周期
変化の差異を知る。特に，5,400mの斜線領域が日本付近まで南下するとき
は寒波の襲来を，逆に5,880mの斜線領域が日本付近まで北上すると盛夏へ
のシグナルとなる。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

コラム4　気象情報などに用いる地名，海域名など─②

地方海上予報区（気象庁提供）
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3.5　週間予報支援図週間天気予報解説資料

週間天気予報解説資料 2022年12⽉29⽇10時00分発表
気象庁

予報期間 12⽉30⽇から1⽉5⽇まで

 以下の資料は、気象事業者等が、気象庁の提供する週間天気予報の根拠を理解するための補助資料であり、そのままの形式で⼀般に提供することを想定して作成したものではありません。

◆10時時点の３〜７⽇目の天気予報案 (11時以降は気象庁HP等にて発表予報をご利⽤ください。)

天気 晴 曇り ⾬ 雪

北⽇本から東⽇本にかけての⽇本海側は、曇りや雪または⾬の降る⽇が多い。
北⽇本から東⽇本にかけての太平洋側と⻄⽇本は、晴れる⽇が多いが、曇りや雪または⾬の降る所もある。
沖縄・奄美は、曇りや⾬の降る⽇が多い。

◆今期間のポイント
＜主要じょう乱の概要＞
1⽉1⽇は、北⽇本中⼼の冬型の気圧配置となるが、⽇本海では次第に気圧の⾕が顕在化する。⼤陸の⾼気圧が⻄⽇本へ張り出し、⾼気圧の⼀部が東⽇

本の南へ進む。
2⽇は、⽇本海の気圧の⾕は北⽇本付近を通過する。⼤陸の⾼気圧が⽇本付近に張り出し、冬型の気圧配置が強まる。
3⽇は、強い冬型の気圧配置が続く。
4⽇から5⽇にかけては、北⽇本中⼼の冬型の気圧配置が続くが、⻄⽇本は⾼気圧に緩やかに覆われる。
沖縄・奄美付近は、⾼気圧の南縁となる⽇が続き、気圧の⾕の影響を受けやすい。

＜防災事項＞ 11時、17時発表の早期注意情報に合わせて当項目は修正する場合があります。

1⽉1⽇頃からは、北⽇本中⼼の強い冬型の気圧配置が続くため、北・東⽇本の⽇本海側では荒れた天気となり、⼤雪となるおそれがある。北⽇本⽇本
海側では、冬型の気圧配置の強まりの程度によっては⼤荒れとなるおそれもある。また、地域によっては数⽇間にわたって断続的に降雪となり、積雪が
増える可能性がある。

※最新の早期注意情報、気象情報、台風予報も参照ください。

1⽉1⽇(⽇) 1⽉2⽇(⽉) 1⽉3⽇(⽕) 1⽉4⽇(⽔) 1⽉5⽇(⽊)
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◆アンサンブル(ENS)平均予想図 上図︓500hPa⾼度線、渦度 下図︓海⾯気圧、地上風、前24時間降⽔量(21時)

1⽉1⽇(⽇) 1⽉2⽇(⽉) 1⽉3⽇(⽕) 1⽉4⽇(⽔) 1⽉5⽇(⽊)

渦度(10-6/sec以上) 0 10 20 40 80 100 風速 降⽔量(mm/24hours以上) 2 4 8 16 32 64

◆1⽉3⽇のENSクラスター平均(グループ1〜5)とGSMの地上予想図 海⾯気圧、地上風(GSMのみ)、前24時間降⽔量(21時)

風速 降⽔量(mm/24hours以上) 2 4 8 16 32 64

◆昨⽇資料からの変化と予想のばらつき
最新のアンサンブル資料（ENS）は、1⽇から2⽇に北⽇本を通過するトラフが深くなった。また、4⽇から5⽇は、北⽇本付近と⽇本の⻄の⼤陸上で⾼度が上昇し、北⽇本

の寒気がやや弱まった。
GSMは、ENSと同様の傾向だが、5⽇は中国東北区でリッジが明瞭となった。

◆ENSからの修正点とサブシナリオ等の補⾜事項
予報は、おおむね最新ENSを基に考える。

今⽇から明後⽇までの解説は「短期予報解説資料」を参照ください。

Group1 Group2 Group3 Group4 Group5 GSM
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3.6　週間天気予報解説資料　

3.6　�週間天気予報解説資料 
［週間予報の留意点を確認］

（１）略号
　なし

（２）記号およびその内容
　①週間天気予報の解説資料
　１日１回，気象庁の週間予報作業者が作成する週間天気予報用の解説資料
である。気象庁では11時の週間天気予報発表用の資料として用いている。
　②今期間のポイント
　主要じょう乱の概要と防災事項からなっており，防災事項では期間内に日
本列島に大雨，大雪，強風（暴風），高波等の災害をもたらす恐れのあるじ
ょう乱について解説している。ただし，防災事項については11時，17時発
表の早期注意情報にあわせて当項目は修正する場合があるので，早期注意情
報，気象情報，台風予報も参照する。
　週間予報のポイントをすばやく把握することに利用する。
　③10時時点の３～７日目の天気予報案
　日本全域を対象に概況とおおよそ地方毎の予報案を地図形式と文章で示す。
11時以降は気象庁HP等で発表予報を利用する。
　④アンサンブル（ENS）平均予想図
　上の図は500hPa高度線（実線，60m毎），渦度，下の図は海面気圧，地
上風，前24時間降水量（21時）示す。アンサンブル平均図等の予想資料は，
予想される総観場を視覚的に確認することに利用する。
　⑤�予報期間５や６日目のENSクラスター平均（１～５）とGSMの地上予
想図

　実線は海面気圧，前24時間降水量（21時），GSMの地上予想図には地上
風を示す。メンバー間のばらつきを見る。

　前日のアンサンブル資料からの相違点と，アンサンブルメンバーのばらつ
きを見る。
　⑥ENSからの修正点とサブシナリオなどの補足事項
　アンサンブルモデルを中心としてGSM，海外モデルの利用について補足
されている。

（３）解析のポイント
　①週間天気予報の留意点を確認する
　日本列島の３日先から７日先までの予報・防災上の留意点を最新の資料を
基に，気象庁の週間予報作業者が作成した解説資料である。気象庁管内では，
全国の気象官署に対する予報指示文書である。気象庁の週間予報作業者の考
え方や予想のばらつきに関する情報の参考として利用する。
　②局地予報は解説資料をベースにする
　解説資料は，関東地方や近畿地方などと広い範囲を指示している。このた
め，局地予報を作成する際は，解説資料をベースにしながらも，週間予報ガ
イダンスなども参考に地域の地域特性を加味して，直近の短期予報も参考に，
週間天気予報を作成する。

（４）提供場所
　気象の専門家向け資料
　（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/expert/index.html）
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２週間気温予報資料（１）実況解析図（一部予想図）

3.7　�２週間気温予報資料（１）実況解析図（一部予想図）
［平年偏差等と関連させて天気経過の確認］

（１）略号
FCVX21
FC：季節予報（Forecast Climate）
VX：
21：２週間気温予想資料１

（２）記号およびその内容と解析のポイント
　①２週間気温予報の実況解析図（一部予想図）
　２週間気温予報のための実況解析図（一部予想図）で，全球アンサンブル
予報システムを用いて，１日１回作成される。
　②500hPa高度，850hPa気温，海面更正気圧およびそれぞれの平年偏差

北半球500hPa
高度および平年偏差

極東850hPa
気温および平年偏差

極東海面気圧
および平年偏差

200hPa
速度ポテンシャル
平年偏差の

時間・経度断面図

海面水温解析値の平年偏差

200hPa流線関数と平年偏差

850hPa流線関数と平年偏差

200hPa速度ポテンシャルと平年偏差

第１図　北半球500hPa高度および平年偏差

平年偏差プラス
領域　白抜き

平年偏差マイナス
領域　破線域

500hPa等高度線

平年偏差0
の等値線

高圧部低圧部
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3.7　２週間気温予報資料（１）実況解析図（一部予想図）

　１段目には，左から北半球500hPa高度と平年偏差（破線）（第１図），極
東850hPa気温と平年偏差（破線）（第２図），極東海面気圧（実線）と平年
偏差（破線）（第３図）の初期日を中心とした５日間平均を示す。陰影は負
偏差域を示す。また，高圧部，低圧部にはH，L，暖気，寒気の中心付近に

はW，Cを示し，＋，－は平年偏差の極大・極小を示す。
　これらの図から，予測初期における中・高緯度大気の流れ（北極振動，偏
西風の南北偏や蛇行，ブロッキング現象など），地上気圧の特徴を確認する。
　③�海面水温平年差解析図並びに200hPa速度ポテンシャルおよびその平年
偏差

　２段目には，熱帯を中心として，左は初期日前日（モデルの下部境界条件
として利用されている初期日前日の値）の海面水温解析値の平年偏差（第４

第３図　極東海面気圧（実線）と平年偏差（破線）

第２図　極東850hPa気温および平年偏差

第４図　海面水温平年差解析図

第５図　 200hPa速度ポテンシャルおよびその平年偏差 
（破線領域は200hPa・850hPa流線関数図の表示範囲）

平年偏差0℃
の等値線 850hPa気

温の等温

平年偏差マイナス領域
破線域

平年偏差プラス領域
白抜き

1020hPaの等圧線

高圧部（高気圧）

低圧部（低気圧）

平年偏差マイナス領域
破線域

平年偏差プラス領域
白抜き

海面水温正偏差域
白抜き

海面水温負偏差域
陰影域

平年偏差0℃の
等値線

流線関数図の表示範囲

速度ポテンシャル0の
等値線

正偏差域
白抜き

負偏差域
陰影
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図），右は初期日を中心とした５日間平均した200hPa速度ポテンシャル（実
線）と平年偏差（破線）（第５図）を示す。陰影は負偏差域を示す。また，＋，
－は平年偏差の極大・極小を示す。
　速度ポテンシャルは，大規模スケールの風の発散・収束を表すため熱帯の
対流活動の監視に用いられ，200hPa速度ポテンシャルの負偏差は対流圏上
層の流れが発散傾向で，対流活発となる傾向を意味する。一般的に海面水温
が高いほど対流活動が活発となるが，５日間平均の時間スケールでは季節内
変動など大気の内部変動による影響も大きい。両方の図を比較することで，
熱帯の対流活動と海面水温の対応を確認する。
　なお，太破線で囲まれた長方形の領域は200hPa・850hPa流線関数図の
表示範囲である。
　④200hPa流線関数と平年偏差，850hPa流線関数と平年偏差
　３段目の左上は初期日を中心とした５日間平均の200hPa流線関数（太線）
と平年偏差（細線），左下は初期日を中心とした５日間平均の850hPa流線
関数（太線）と平年偏差（細線）（第６図）を示す。陰影は負偏差域を示す。
また，＋，－は平年偏差の極大・極小を示す。
　流線関数は正の値の場合，右回りの流れ，すなわち北半球（南半球）では
高気圧性（低気圧性）循環を表し，一方，負の値の場合，左回りの流れ，す
なわち北半球（南半球）では低気圧性（高気圧性）循環を表す。また，等値
線が混んでいるところほど風が強いという性質がある。中高緯度と比べて等

圧面上の高度差が小さく，また，地衡風平衡が成り立たない低緯度では，流
線関数を用いることで，大気の流れを解析することができる。流線関数は大
規模な流れの場を表すため，熱帯の大規模な対流分布に対する大気循環場へ
の影響，亜熱帯ジェット気流の蛇行，太平洋高気圧の強弱などを確認する。
流線関数は大規模な流れの場を表すため，熱帯の大規模な対流分布に対する
大気循環場への影響，亜熱帯ジェット気流の蛇行，太平洋高気圧の強弱など
を確認する。
　⑤�赤道域における200hPa速度ポテンシャル平年偏差（解析値およびアン
サンブル平均値）時間・経度断面図

　３段目の右は赤道域（北緯５度～南緯５度）の200hPa速度ポテンシャル
平年偏差の時間・経度断面図（第７図）で，５日間の移動平均を示している。
太い横線が初期日を表し，その上側は解析値，下側は予測値を示す。横軸は
経度（東経０度→東経90度→東経180度→西経90度→西経０度）を東向き
にとっている。陰影は負偏差域すなわち上昇流であり対流活動が活発な部分
となる。したがって，斜線領域が左上から右下に延びていれば時間とともに
対流域などの現象が東へ移動していることを，逆に右上から左下に延びてい第６図　850hPa流線関数（太線）と平年偏差（細線）

第７図　 200hPa速度ポテンシャル平年偏差 
（解析値およびアンサンブル平均値）時間・経度断面図

流線関数の
等値線

平年偏差の
等値線

正偏差域
白抜き

負偏差域
陰影

上昇流域
陰影

下降流域
白抜き

上昇流0の等値線
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れば現象が西へ移動していることを意味する。また，傾きがなく，ほとんど
鉛直に立っていれば定常的に動かないことを意味する。こうして対流の活発
な部分の移動を確認する。また，＋，－は平年偏差の極大・極小を示す。

（３）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

コラム4　気象情報などに用いる地名，海域名など─③

地方予報区と府県予報区
地方予報区 府県予報区

北海道地方 宗谷地方　上川・留萌地方　石狩・空知・後志地方　網走・北見・紋
別地方　釧路・根室・十勝地方　胆振・日高地方　渡島・檜山地方

東北地方 青森県　秋田県　岩手県　宮城県　山形県　福島県

関東甲信地方 茨城県　栃木県　群馬県　埼玉県　東京都　千葉県　神奈川県
長野県　山梨県

東海地方 静岡県　愛知県　岐阜県　三重県

北陸地方 新潟県　富山県　石川県　福井県

近畿地方 滋賀県　京都府　大阪府　兵庫県　奈良県　和歌山県

中国地方 岡山県　広島県　島根県　鳥取県

四国地方 徳島県　香川県　愛媛県　高知県

九州北部地方
（山口県を含む） 山口県　福岡県　大分県　長崎県　佐賀県　熊本県

九州南部・奄美地方 宮崎県　鹿児島県

沖縄地方 沖縄本島地方　大東島地方　宮古島地方　八重山地方
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２週間気温予報資料（２）北半球予想図・高偏差確率

3.8　�２週間気温予報資料（２）北半球予想図・高偏差確率
［北半球スケールの２週間予報の流れを確認］

（１）略号
FCVX22
FC：季節予報（Forecast Climate）
VX：
22：２週間気温予想資料２

（２）記号およびその内容と解析のポイント
　①２週間気温予報の北半球予想図・高偏差確率
　２週間気温予報のための北半球予想図・高偏差確率で，全球アンサンブル
予報システムを用いて，１日１回作成される。
　②北半球�500hPa高度と平年偏差

北半球500hPa
高度と平年偏差

北半球500hPa
高度の高偏差確率と

標準偏差
極東850hPa
気温と平年偏差

極東海面気圧と
平年偏差

第１図　北半球500hPa高度（実線）と平年偏差（破線）

正偏差域
白抜き

負偏差域
陰影

500hPa高度
等値線
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3.8　２週間気温予報資料（２）北半球予想図・高偏差確率

　左から１列目は，北半球500hPa高度（実線）と平年偏差（破線）である。
上から，初期日の５，７，９，11，13日後を中心とした５日間平均で，上
から３段目が２週間気温予報の初日（初期日から９日後，すなわち発表日か
ら８日後を中心とした５日間平均）にあたる（第１図）。偏差の陰影は負偏
差域を示す。また，高圧部をH，低圧部をLとし，暖気の中心にはW，寒気
の中心にはCを示し，平年偏差の極大・極小には，＋，－を示す。
　500hPa高度と平年偏差では，中・高緯度大気の流れを確認する。負偏差
の領域ではトラフになって寒気が下りて来やすい傾向にあり，逆に，正偏差
の領域ではリッジ場になり気温が上がる場合が多い。
　③北半球500hPa高度の高偏差確率と標準偏差

　左から２列目は，500hPa高度の高偏差確率（正の高偏差を格子の陰影，
負の高偏差を横縞の陰影で示す）と標準偏差（破線）である。上から，初期
日の５，７，９，11，13日後を中心とした５日間平均で，上から３段目が
２週間気温予報の初日（初期日から９日後，すなわち発表日から８日後を中
心とした５日間平均）にあたる（第２図）。
　自然変動の標準偏差の等値線を30m毎に破線で示す。Hは予測値の極大

を示す。予想される偏差の絶対値が自然変動の標準偏差の0.43倍（正規分
布を仮定したとき，解析値の約33%がこの幅に収まり，平年並に相当する）
を上回る確率を高偏差と定義し，このしきい値を超えるアンサンブルメンバ
ーの割合が50%以上の領域を陰影で示す。正の高偏差を格子の陰影，負の
高偏差を横縞の陰影で示す。また，±0.43を超えた領域でさらに±0.25を
超えた領域を実線で示す。
　500hPa高偏差確率図と標準偏差では，高偏差確率図は確率が大きい格子
点ほど高偏差となる確率が高いことを示すので，予測のシグナルを確認する。
　④極東850hPa気温と平年偏差

　左から３列目は，極東850hPa気温（実線）と平年偏差（破線）である。
上から，初期日の５，７，９，11，13日後を中心とした５日間平均で，上
から３段目が２週間気温予報の初日（初期日から９日後，すなわち発表日か
ら８日後を中心とした５日間平均）にあたる（第３図）。偏差の陰影は負偏
差域を示す。
　850hPa気温と平年偏差では，大気下層の温度場の見通しを把握する。一
般的には，500hPa高度場が高（低）いほど，850hPa気温も高（低）い傾
向があるが，下層で寒気や暖気の移流がある場合（例えば，シベリア高気圧
やオホーツク海高気圧に伴う寒気移流や，南高北低の気圧配置による南から

第２図　 北半球500hPa高度の高偏差確率（正の高偏差を格子の陰影， 
負の高偏差を横縞の陰影で示す）と標準偏差（破線）

第３図　極東850hPa気温（実線）と平年偏差（破線）

正の高偏差域

負
の
高
偏
差
域

標準偏差

850hPa気温の
等温線

正偏差域
白抜き

平年偏差0℃の
等値線

負偏差域
陰影
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の暖気移流）は，高度場と温度場のパターンが整合しないこともあるので留
意する必要がある。
　⑤極東海面気圧と平年偏差
　一番右側は，海面気圧（実線）と平年偏差（破線）である。上から，初期
日の５，７，９，11，13日後を中心とした５日間平均で，上から３段目が
２週間気温予報の初日（初期日から９日後，すなわち発表日から８日後を中
心とした５日間平均）にあたる（第４図）。偏差の陰影は負偏差域を示す。
また，高気圧（高圧部）はH，低気圧（低圧部）はL，平年偏差の極大は＋
を示す。
　海面気圧と平年偏差では平年に比べて気圧配置にどのような偏りがあるか
を把握する。

（３）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

コラム5　気象でよく使う単位と換算表─①

第４図　極東海面気圧（実線）と平年偏差（破線）

正偏差域
白抜き

負偏差域
陰影

等圧線
実線

低気圧（低圧部）

高気圧（高圧部）

平年偏差0℃の
等値線

気象でよく使う単位
物理量 SI単位 SI系の組立単位

長さ ｍ（メーター） ｍ

質量 kg（キログラム） kg

時間 s（秒） s

密度 kg/m3

速度 m/s

力 N（ニュートン）

圧力（気圧） Pa（パスカル） N/m2

エネルギー J（ジュール） Nm

仕事率 W（ワット） J/s

角 rad（ラジアン） rad

角速度 rad/s

絶対温度 K（ケルビン） K

比熱 J/（kg･K）

その他の単位
1海里＝1852ｍ

1ノット＝1海里/1時間＝0.5148ｍ
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２週間気温予報資料（３）熱帯・中緯度予想図

200hPa
速度ポテンシャルと

平年偏差
850hPa

流線関数と平年偏差
200hPa

流線関数と平年偏差
降水量の
平年偏差
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3.9　�２週間気温予報資料（３）熱帯・中緯度予想図 
［熱帯を中心とした２週間予報の流れを確認］

（１）略号
FCVX23
FC：季節予報（Forecast Climate）
VX：
23：２週間気温予想資料３

（２）記号およびその内容
　①２週間気温予報の熱帯・中緯度予想図
　２週間気温予報の熱帯・中緯度予想図で，全球アンサンブル予報システム
を用いて，１日１回作成される。
　②200hPa速度ポテンシャルと平年偏差

　左から１列目は，５日間平均した200hPa速度ポテンシャル（太線）と平
年偏差（細線）である。陰影は負偏差域を示し，＋，－は平年偏差の極大・
極小を示す。上から，初期日の５，７（第１図），９，11，13日後を中心と
した５日間平均を示し，上から３段目が２週間気温予報の初日（初期日から
９日後，すなわち発表日から８日後を中心とした５日間平均）にあたる。太
破線で囲まれた領域は200hPa・850hPa流線関数図の表示範囲を示す。「２
週間予想資料（１）実況解析図」（3.7）「200hPa速度ポテンシャルと平年
偏差」の予想図である。
　速度ポテンシャルは，大規模スケールの風の発散・収束を表すため熱帯の
対流活動の監視に用いられ，200hPa速度ポテンシャルの負偏差は対流圏上
層の流れが発散傾向で，対流活発となる傾向を意味する。一般的に海面水温
が高いほど対流活発となる傾向はあるが，５日間平均の時間スケールでは季
節内変動など大気の内部変動による影響も大きい。両者の図を比較すること
で，熱帯の対流活動と海面水温の対応を確認する。
　③200hPa流線関数と平年偏差，850hPa流線関数と平年偏差
　左から２列目は，５日間平均の200hPa流線関数（太線）と平年偏差（細

第１図　200hPa速度ポテンシャルと平年偏差 第２図　850hPa流線関数と平年偏差

正偏差域
白抜き

速度ポテンシャルの
等値線

流線関数の表示範囲

負偏差域
陰影

流線関数0の
等値線

標準偏差
等値線

正偏差域
白抜き

負偏差域
陰影
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3.9　２週間気温予報資料（３）熱帯・中緯度予想図　

線），３列目は850hPa流線関数（太線）と平年偏差（細線）である（第２図，
７日後）。上から，初期日の５，７，９，11，13日後を中心とした５日間平
均を示し，上から３段目が２週間気温予報の初日（初期日から９日後，すな
わち発表日から８日後を中心とした５日間平均）にあたる。陰影は負偏差域
を示す。また，＋，－は平年偏差の極大・極小を示す。「２週間予想資料（１）
実況解析図」（3.7）「200hPa流線関数と平年偏差」，「850hPa流線関数と平
年偏差」の予想図である。
　流線関数は正の値の場合，右回りの流れ，すなわち北半球（南半球）では
高気圧性（低気圧性）循環を表し，一方，負の値の場合，左回りの流れ，す
なわち北半球（南半球）では低気圧性（高気圧性）循環を表す。また，等値
線が混んでいるところほど風が強いという性質がある。中高緯度と比べて等
圧面上の高度差が小さく，また，地衡風平衡が成り立たない低緯度では，流
線関数を用いることで，大気の流れを解析することができる。流線関数は大

規模な流れの場を表すため，熱帯の大規模な対流分布に対する大気循環場へ
の影響，亜熱帯ジェット気流の蛇行，太平洋高気圧の強弱などを確認する。
　④降水量の平年偏差
　一番右の列は，降水量平年偏差を示す。上から，初期日の５，７（第３図），
９，11，13日後を中心とした５日間平均を示し，上から３段目が２週間気
温予報の初日（初期日から９日後，すなわち発表日から８日後を中心とした
５日間平均）にあたる。陰影は負偏差域を示す。降水量の平年からの偏りを
チェックする。

（３）解析のポイント
　熱帯の対流活動の活発域・不活発域の推移と，それに関連した亜熱帯ジェ
ット気流の蛇行や亜熱帯高気圧の強弱など上・下層の大気循環場への影響，
それに関連した多雨・少雨域などを確認する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

第３図　降水量の平年偏差

正偏差域
白抜き

負偏差域
陰影

偏差の等値線
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コラム5　気象でよく使う単位と換算表─②

気象庁における，速度，風速，距離の換算表
気象庁が台風に関する情報や漁業気象通報などで使用する速度，風速，距離につ
いて，ノット，海里単位からメートル単位に換算するための表

速度 風速 距離
ノット km/h ノット m/s 海里 km

1 2 5 3 0.1 0.2
2 4 10 5 0.3 0.5
3 6 15 8 0.5 1
4 7 20 10 1 2
5 9 25 13 2 4
6 10 30 15 3 6
7 15 （34 17） 4 7
8 15 35 18 5 10
9 15 40 20 6 10

10 20 45 23 7 15
11 20 （48 25） 8 15
12 20 50 25 9 15
13 25 55 30 10 20
14 25 60 30 11 20
15 30 （64 33） 12 20
16 30 65 35 13 25
17 30 70 35 14 25
18 35 75 40 15 30
19 35 80 40 16 30
20 35 85 45 17 30
21 40 90 45 18 35
22 40 95 50 19 35
23 45 100 50 20 35
24 45 105 55 21 40
25 45 110 55 22 40
26 50 115 60 23 45
27 50 120 60 24 45
28 50 125 65 25 45
29 55 130 65 26 50
30 55 135 70 27 50

速度 風速 距離
ノット km/h ノット m/s 海里 km

31 55 140 70 28 50
32 60 145 75 29 55
33 60 150 75 30 55
34 65 155 80 31 55
35 65 160 80 32 60
36 65 165 85 33 60
37 70 170 85 34 65
38 70 175 90 35 65
39 70 180 95 36 65
40 75 185 95 37 70
41 75 190 100 38 70
42 80 195 100 39 70
43 80 200 105 40 75
44 80 205 105 41 75
45 85 210 110 42 80
46 85 215 110 43 80
47 85 220 115 44 80
48 90 225 115 45 85
49 90 230 120 46 85
50 95 235 120 47 85
55 100 240 125 48 90
60 110 245 125 49 90
65 120 250 130 50 95
70 130 255 130 51 95

以下省略
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3.9　２週間気温予報資料（３）熱帯・中緯度予想図２週間気温予報資料（４）各種時系列

850hPa気温偏差
時系列図（北日本）

850hPa気温偏差
時系列図（東日本）

850hPa気温偏差
時系列図（西日本）

850hPa気温偏差
時系列図（沖縄・奄美）

東西指数（極東域）
時系列図

500hPa沖縄高度場
偏差時系列図

500hPa東方海上高度場
偏差時系列図

500hPaオホーツク海
高気圧指数
時系列図

500hPa北半球
渦指数時系列図

ユーラシアパターン
指数時系列図

500hPa北半球
スプレッド時系列図

500hPa日本域
スプレッド時系列図
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3.10　�２週間気温予報資料（４）各種時系列 
［各種時系列から２週間予報の流れを確認］

（１）略号
FCVX24
FC：季節予報（Forecast Climate）
VX：
24：２週間気温予想資料４

（２）記号およびその内容
　①２週間気温予報の各種時系列
　２週間気温予報の各種時系列で，全球アンサンブル予報システムを用いて，
１日１回作成される。
　②�850hPa気温平年偏差の領域平均の各アンサンブルメンバーの予測の時
系列図

　左列の１から４段目は，850hPa気温平年偏差の領域平均についてアンサ
ンブル平均および各アンサンブルメンバーの予測の時系列図を示す。各要素
の５日間移動平均時系列図で，いずれの図とも，日付は５日間移動平均の中
日に対応し，太い縦棒は初期日で，その左側は解析，右側が予測を示す。各
時系列図において，太実線は実況またはアンサンブル平均，細破線は各アン
サンブルメンバーの予測を示している。アンサンブル平均により最も実現し
そうな変動の傾向を，各アンサンブルメンバーの予測により予測の不確実性
を確認する。
　気温平年偏差の領域平均は，北日本（第１図），東日本，西日本，沖縄・
奄美の領域平均値を時系列にしている。
　③各種循環指数の各アンサンブルメンバーの予測の時系列図
　各種循環指数は，大気大循環の状態を見るために，その特徴をよく表すよ
うに作られた指数で，主に500hPa高度を用いて作られる。
・ 東西指数（極東域）（第２図）（左の列の５段目）：緯度40度帯の平均高度

の平年差から60度帯の平均高度差の平年差を引いて求める。対象領域の
極東域は東経90～170度である。

　極東域の東西指数は，日本付近の偏西風の南北の蛇行が大きいほど低指数
に，東西の流れが帯状に近いほど高指数となる。極東東西指数が低指数とな
るときは，高緯度のブロッキング現象と日本付近の緯度帯のトラフの深まり

第１図　850hPa気温平年偏差の領域平均の各アンサンブルメンバーの予測の時系列図（北日本） 第２図　東西指数（極東域）時系列図

850hPa気温偏差
領域平均実況値

初期値日
アンサンブル平均値

各アンサンブルメンバー
の予測値

初期値日東西指数の偏差
領域平均実況値 アンサンブル平均値

各アンサンブルメンバー
の予測値
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3.10　２週間気温予報資料（４）各種時系列　

に関連して，冬季のWPパターン（東・西日本で寒冬となった年には正の
WPパターンが見られることが多い）や夏季のオホーツク海高気圧の発生・
発達，日本付近の前線帯の顕在化などに留意する必要がある。
・ 沖縄高度（左の列の最下段）：北緯30度における東経120～140度で平均

した500hPa高度偏差
　沖縄高度は，夏季に本州の南から沖縄・奄美への亜熱帯高気圧の張り出し
が強いときや冬季に北からの北緯30度付近への寒気の南下が弱いときに高
指数となりやすい。
・ 東方海上高度（右の列の最上段）：北緯40度における東経140～170度で

平均した500hPa高度偏差を時系列で示す。
　東方海上高度は，日本の東海上で500hPa高度が高いほど高指数となり，
日本付近は高温になりやすい。
・ オホーツク海高気圧指数（右の列の２段目）：オホーツク海高気圧指数は

日本の北（東経130～150度，北緯50～60度）の領域を平均した500hPa
高度偏差を時系列で示す。この付近のリッジまたはトラフの発達傾向（夏
季のオホーツク海高気圧に関連したリッジや日本の北の寒冷渦など）を確
認できる。

・ 北半球極渦指数（右の列の３段目）：北緯70～80度で平均した帯状平均
500hPaの高度偏差（低指数は極渦が強い）を時系列で示す。

　北半球極渦指数は，北極域の高度場の傾向を表し，北極振動の変動と高い
相関がある。指数が正（負）のとき，北極域の高度・気温が平年より高（低）
くなり，極域の寒気が放出（蓄積）されることで，中緯度域の高度・気温が
平年より低く（高く）なる傾向であることを示す。
・ ユーラシアパターン指数（注１）（右の列の４段目）：冬季にしばしば見ら

れる，ヨーロッパからシベリア，日本付近にかけての寒帯前線ジェット気
流の蛇行と関連した指数である。

　指数が正（負）のとき，日本付近で高度が低（高）くなりやすく，日本付
近への寒気の流れ込みが強（弱）まり，冬型の気圧配置が強（弱）まる傾向
がある。
　④北半球および日本域500hPa高度のスプレッドの時系列図
　右列５，６段目は，北半球，日本域500hPa高度のスプレッド（標準偏差
で規格化）の時系列図である（第３図）。日付は５日間移動平均の中日に対

応し，太い縦棒は初期日で，右側が予測を示す。スプレッドの値が1.0のと
ころが自然の変動と同じ程度のばらつきを示している。一般に時間の経過と
ともにスプレッドが大きくなっており，１よりも大きくなったところからは
信頼性が小さいと判断する。

（３）解析のポイント
　アンサンブル平均により最も実現しそうな変動の傾向を，各アンサンブル
メンバーの予測により予測の不確実性を確認する。また，500hPa高度のス
プレッドにより，不確実性の度合いを確認する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=upper）

（注１）
詳細は気象庁「平成30年度季節予報研修テキスト　２週間気温予報とその活用」
p.22注釈15参照

第３図　日本域500hPa高度のスプレッドの時系列図

初期値日

5日移動平均の
スプレッド
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コラム6　雨の強さと降り方，風の強さと吹き方─①

雨の強さと降り方
（平成12年8月作成），（平成14年1月一部改正），（平成29年3月一部改正），（平成29年9月一部改正）

1時間雨量
（mm） 予報用語 人の受けるイメージ 人への影響 屋内

（木造住宅を想定） 屋外の様子 車に乗っていて

10以上～
20未満 やや強い雨 ザーザーと降る

地面からの跳ね
返りで足元がぬ
れる

雨の音で話し声が良く
聞き取れない 地面一面に水たまりが

できる
20以上～
30未満 強い雨 どしゃ降り

傘をさしていて
もぬれる

寝ている人の半数くら
いが雨に気がつく

ワイパーを速くしても見づら
い

30以上～
50未満 激しい雨 バケツをひっくり返し

たように降る 道路が川のようになる

高速走行時，車輪と路面の間
に水膜が生じブレーキが効か
なくなる（ハイドロプレーニ
ング現象）

50以上～
80未満 非常に激しい雨 滝のように降る（ゴー

ゴーと降り続く）
傘は全く役に立
たなくなる

水しぶきであたり一面
が白っぽくなり，視界
が悪くなる

車の運転は危険
80以上～ 猛烈な雨

息苦しくなるような圧
迫感がある。恐怖を感
じる

（注1） 大雨によって災害が起こるおそれのあるときは大雨注意報や洪水注意報を，重大な災害が起こるおそれのあるときは大雨警報や洪水警報を，さらに重大な災害が起こるおそれが
著しく大きいときは大雨特別警報を発表して警戒や注意を呼びかけます。なお，警報や注意報の基準は地域によって異なります。

（注2） 数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測・解析したときには記録的短時間大雨情報を発表します。この情報が発表されたときは，お住まいの地域で，土砂災害
や浸水害，中小河川の洪水害の発生につながるような猛烈な雨が降っていることを意味しています。なお，情報の基準は地域によって異なります。
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3.10　２週間気温予報資料（４）各種時系列２週間気温予報　解説資料

２週間気温予報（概況）

　北・東・西日本と奄美地方の気温は，10月27日頃までは平年並か低
いでしょう。その後は寒気の影響を受けにくいため平年並か高く，11
月１日頃はかなり高い所もあるでしょう。農作物の管理等に注意してく
ださい。
　沖縄地方の気温は，10月26日は低いですが，その後は平年並でしょう。

２週間先までの天候に関する解説のポイント

●気温の変化傾向と要因
・ 北・東・西日本と奄美地方の気温は，10月27日頃までは大陸からの

寒気の影響を受けやすいため平年並か低い。その後は寒気の影響を受
けにくいため平年並か高く，11月１日頃はかなり高い所もある。

・ 沖縄地方の気温は，10月26日は大陸からの寒気の影響を受けやすい
ため低いが，その後は平年並。
●大気の流れの見通し
・ 実況：500hPa高度は，サハリンから日本の南にかけて寒気を伴った

トラフがあり，北～西日本では負偏差に覆われる一方，華南付近のリ
ッジにより沖縄は正偏差の所がある。海面気圧は，大陸から東進する
高気圧により本州付近は正偏差，日本の東は北東進する低気圧により
負偏差。850hPa気温は，大陸からの寒気の影響で日本付近は広く負
偏差に覆われている。

・ 対流活動：赤道域はインド洋東部～インドネシア付近，南米～大西洋
で対流活発，太平洋中部～東部，アフリカ～インド洋西部で対流不活
発。今後,インド洋東部～インドネシア付近の対流活動は継続し，北
上する時期もある。

・ １週目：500hPa高度は，寒帯前線ジェット気流・亜熱帯ジェット気
流に沿った波列により，日本の東では寒気を伴ったトラフが，沿海州
ではリッジが東進。海面気圧は，寒気を伴った高気圧は次第に東進し，

北海道～九州は広く正偏差で高気圧に覆われやすいが，沖縄・奄美付
近は10/31頃には熱帯じょう乱の影響で負偏差。850hPa気温は，
10/29頃まで大陸からの寒気の流入により本州付近は負偏差域に覆わ
れるが，東に抜けつつ縮小し，次第に正偏差に覆われる。沖縄・奄美
付近は，熱帯じょう乱からの暖かく湿った空気の影響で次第に南から
正偏差が広がる。

・ ２週目：500hPa高度は，寒帯前線ジェット気流沿いの波列によりサ
ハリン付近がリッジ，亜熱帯ジェット気流沿いの波列により華南付近
がリッジ，日本の東がトラフ。亜熱帯ジェット気流に沿った波列は
11/4頃から強まる時期があり，これに伴い日本の東のトラフがやや
深まる。850hPa気温は，大陸から広がる正偏差域に覆われるが，
11/4頃から日本の東のトラフの深まりに対応して，日本の東の負偏
差域がやや拡大し北～東日本付近に広がる。海面気圧は，日本の東の
トラフの深まりに対応して日本の東から負偏差が広がるも，11/6頃
は華南付近のリッジに対応し西日本～沖縄・奄美付近は正偏差に覆わ
れる。

●前回（10月24日）の早期天候情報検討時の見通しとの違い
　北海道太平洋側では，より寒気の影響を受けにくい予測に変わったた
め11月２日，３日は「かなり高い」可能性が大きくなった。

○最新の２週間気温予報は，
　https://www.data.jma.go.jp/cpd/twoweek/
を参照してください。

この資料は，気象事業者等が気象庁の提供する２週間気温予報の根拠を理解するための補助資料で
あり，そのままの形で一般に提供することを想定して作成したものではありません。

２週間気温予報�解説資料　2022年10月25日　気象庁
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3.11　�２週間気温予報　解説資料 
［２週間気温予報のポイントを確認］

（１）略号
FCXX91
FC：季節予報（Forecast Climate）
XX：特定領域なし
91

（２）記号およびその内容
　①２週間気温予報の解説資料
　１日１回，気象庁予報官により作成される２週間気温予報用の解説資料で
ある。気象庁では11時の週間天気予報発表用の資料として用いている。
　②２週間気温予報（概況）
　日本全国を対象とした２週間気温予報の概況である。おおよその気温の流
れをつかむ。
　③２週間先までの天候に関する解説のポイント
・気温の変化傾向と要因
　日本全国を対象とした２週間気温予報の変化傾向を解説している。
・大気の流れの見通し
　２週間予想資料（１）～（４）に基づき大気の流れの特徴と見通しを解説
している。２週間予想資料（１）～（４）と見比べながら大気の流れをつか
む。
　④前回の早期天候情報検討時の見通しとの違い
　早期天候情報は，原則として毎週月曜日と木曜日に，情報発表日の６日後
から14日後までを対象として，５日間平均気温が「かなり高い」もしくは「か
なり低い」となる確率が30％以上，または５日間降雪量が「かなり多い」
となる確率が30％以上と見込まれる場合に発表される（降雪量については

11～３月のみ）。直近の早期天候情報検討時の見通しとの違いについて解説
する。特にない場合は，空欄になる。

（３）解析のポイント
　①２週間気温予報の留意点を確認する
　２週間気温予報解説資料は，気象事業者等が気象庁の提供する２週間気温
予報の根拠を理解するための補助資料である。２週間気温予報を作成すると
きには，必ず確認するべき資料である。２週間予想資料（１）～（４）とあ
わせて検討をする。

（４）提供場所
　Sunny Spot天気・気象情報サイト
　（https://www.sunny-spot.net/chart/senmon.html）
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3.11　２週間気温予報　解説資料１か月予報資料（１）実況解析図

北半球500hPa高度と平年偏差

極東850hPa気温と平年偏差

200hPa流線関数と
平年偏差

850hPa流線関数と
平年偏差

200hPa
速度ポテンシャルと

平年偏差

海面水温平年差
解析図

極東海面気圧と平年偏差



173

　

3.12　�１か月予報資料（１）実況解析図 
［平年偏差などと関連させて天気経過の確認］

（１）略号
FCVX11
FC：季節予報（Forecast Climate）
VX：
11：１か月資料１

（２）記号およびその内容
　①１か月予報の実況解析図（一部予想含む）
　毎週木曜日の12UTC初期値で作成される１か月予報用の実況解析図である。
気象庁では毎週金曜日に発表する１か月予報発表の資料として用いている。
　②北半球500hPa高度と平年偏差（左から１列，２列上段）
　500hPa高度（実線，等値線間隔60m）および平年偏差（破線，等値線間
隔30m）の１か月平均（４週平均），前１週平均（一部予想含む）（第１図）
を示す。高圧部，低圧部にはＨ，Ｌを示す。平年偏差のマイナス領域は，破
線領域で示す。偏差の中心に＋，－を示す。
　500hPa高度およびその偏差を利用するのは，500hPa高度が対流圏のほ
ぼ中間の高度にあたり，順圧的な中高緯度の大気においては，偏西風の蛇行
やブロッキングなどの大規模な大気の流れを代表しているとみなされること，
500hPa高度偏差と地上気温偏差との相関が高いことなどによる。
　負偏差の領域ではトラフになって寒気が下りて来やすい傾向にあり，逆に，
正偏差の領域ではリッジ場になり気温が上がる場合が多い。
　③極東850hPa気温と平年偏差（左から１列，２列中段）
　850hPa気温（実線，等値線間隔３℃）および平年偏差（破線，等値線間
隔１℃）の１か月平均（４週平均），前１週平均（一部予想含む）（第２図）
を示す。平年偏差のマイナス領域は，破線領域で示す。偏差の中心に＋，－

第１図　500hPa高度，偏差

第２図　850hPa気温，偏差

500hPa等高度線
平年偏差の0線

低圧部

平年偏差マイナス領域
破線領域

平年偏差0℃線
太破線

平年偏差マイナス領域
破線領域

850hPa気温
実線
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3.12　１か月予報資料（１）実況解析図　

を示す。
　④極東海面気圧と平年偏差（左から１列，２列下段）
　海面気圧（実線，等圧線間隔4hPa）および平年偏差（破線，等圧線間隔
1hPa）の１か月平均（４週平均），前１週平均（一部予想含む）（第３図）
を示す。高圧部にはH，低圧部にはLを示す。平年偏差のマイナス領域は，
破線領域で示す。偏差の中心に＋，－を示す。
　⑤�200hPa流線関数と850hPa流線関数およびそれぞれの平年偏差（右の
列上段，２段目）

　右の列上段は前１週平均（一部予想含む）の200hPa流線関数（太線）と
平年偏差（細線）（第４図），その下は前１週平均（一部予想含む）の
850hPa流線関数（太線）と平年偏差（細線）である。陰影は負偏差域を示す。
また，＋，－は平年偏差の極大・極小を示す。
　流線関数は大規模な流れの場を表すため，熱帯の大規模な対流分布に対す
る大気循環場への影響，亜熱帯ジェット気流の蛇行，太平洋高気圧の強弱な
どを確認できる。
　⑥�200hPa速度ポテンシャルと平年偏差並びに海面水温平年差解析図（左
の列３段，下段）

　左の列３段目は前１週平均（一部予想含む）した200hPa速度ポテンシャ

第３図　海面気圧，偏差
第４図　200hPa流線関数と平年偏差

第５図　200hpa速度ポテンシャルと平年差

海面気圧
実線

平年偏差0hPa線
破線

平年偏差マイナス領域
破線領域

負偏差域
陰影

平年偏差
等値線

正偏差域
白抜き

流線関数0
の等値線

正偏差域
白抜き

負偏差域
陰影

流線関数図の表示範囲

速度ポテンシャル
0の等値線
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ル（実線）と平年偏差（破線）（第５図）である。最下段には，熱帯を中心
として，初期日２日前からの海面水温解析値の平年偏差（第６図），陰影は
負偏差域を示す。また，＋，－は平年偏差の極大・極小を示す。
　200hPa速度ポテンシャルと平年偏差図内にある太破線の領域は200hPa・
850hPa流線関数図の表示範囲である。
　速度ポテンシャルは，大規模スケールの風の発散・収束を表すため熱帯の
対流活動の監視に用いられ，200hPa速度ポテンシャルの負偏差は対流圏上
層の流れが発散傾向で，対流活発となる傾向を意味する。一般的に海面水温
が高いほど対流活発となる傾向ある。両者の図を比較にすることで，熱帯の
対流活動と海面水温の対応を確認する。

（３）解析のポイント
　①実況と偏差実況の場を理解する
　半球規模の大きな流れの場（偏西風の蛇行，ブロッキングの発生・発達，
北極振動の発生の有無，太平洋高気圧（亜熱帯高気圧）の強まりなど）が，
どのように変化してきたかを確認し，その流れの場は，平年に比べて高かっ
たのか低かったのかを確認する。予報に繫がるイメージを作る。
　②数値予報の検証図として利用
　前回までに発表された数値予報資料の精度を検証する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

第６図　海面水温平年差解析図

水温正偏差域
白抜き

水温偏差0の
等値線

水温負偏差域
陰影
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3.12　１か月予報資料（１）実況解析図１か月予報資料（２）北半球予想図

北半球500hPa高度と平年差

極東850hPa気温と平年偏差

極東海面気圧と平年偏差
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3.13　�１か月予報資料（２）北半球予想図 
［北半球スケールの１か月予報の流れを確認］

（１）略号
FCVX12
FC：季節予報（ForecastClimate）
VX：
12：１か月資料２

（２）記号およびその内容
　①１か月予報の北半球，極東アンサンブル予想図
　毎週木曜日の12UTC初期値で作成される１か月予報用の北半球，極東ア
ンサンブル予想図である。気象庁では毎週金曜日に発表する１か月予報発表
の資料として用いている。
　②500hPa高度と平年偏差（上段）
　500hPa高度（実線，等値線間隔60m）および平年偏差（破線，等値線間
隔30m）の１か月平均（４週平均）（第１図），第１週平均，第２週平均，
第３～４週平均予報図である。高圧部，低圧部にはＨ，Ｌを示す。平年偏差
のマイナス領域は，破線領域で示す。偏差の中心に＋，－を示す。
　③850hPa気温と平年偏差（中段）
　850hPa気温（実線，等温線間隔３℃）および平年偏差（破線，等温線間
隔１℃）の１か月平均（４週平均）（第２図），第１週平均，第２週平均，第
３～４週平均予報図である。寒気の中心付近にはＣを，暖気の中心付近には
Ｗを示す。平年偏差のマイナス領域は，破線領域で示す。偏差の中心に＋，
－を示す。

第１図　500hPa高度，平年偏差予想図

第２図　850hPa気温，平年偏差予想図

平年偏差0ｍ
太破線

高圧部

500hPa等高度線
実線

平年偏差マイナス領域
破線領域

850hPaの気温
実線

平年偏差0℃線
太破線

平年偏差マイナス領域
破線領域
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3.13　１か月予報資料（２）北半球予想図　

　④海面気圧と平年偏差（下段）
　海面気圧（実線，等圧線間隔4hPa）および平年偏差（破線，等圧線間隔
4hPa）の１か月平均（４週平均）（第３図），第１週平均，第２週平均，第
３～４週平均予報図である。高圧部，低圧部にはＨ，Ｌを示す。平年偏差の
マイナス領域は，破線領域で示す。偏差の中心に＋，－を示す。

（３）解析のポイント
　①最も実現する可能性の高い推定値として利用
　アンサンブル平均予報は各メンバーの予報を平均したもので，最も実現す
る可能性の高い推定値として利用する。通常，第１週に比べて第２週はメン
バー間のばらつきが大きくなるため，偏差が実況値よりも小さくなる傾向が
ある。また，第３～４週は第２週より予報期間が長くなり，さらにばらつき
が大きくなることから，さらに偏差は小さくなることに留意する必要がある。
　例えば，第１週に比べて第２週の日本付近の下層の低温偏差が小さくなっ
ていたとしても，低温傾向が弱まると即断してはいけない。スプレッドや高
偏差確率，850hPa気温偏差時系列図などと併用して，そのばらつきの大き
さも見ることで，低温の可能性を評価する必要がある。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

第３図　海面気圧と偏差予想図

低気圧の
中心

高気圧の
中心

正偏差域
白抜き

海面気圧
等圧線 負偏差域

破線領域

偏差0の
等値線
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コラム6　雨の強さと降り方，風の強さと吹き方─②

風の強さと吹き方
（平成12年8月作成），（平成14年1月一部改正），（平成19年4月一部改正），（平成25年3月一部改正），（平成29年9月一部改正）

風の強さ
（予報用語）

平均風速
（m/s）

おおよそ
の時速 速さの目安 人への影響 屋外・樹木の様子 走行中の車 建造物

おおよその
瞬間風速
（m/s）

やや強い風 10以上
15未満 ～50km 一般道路の

自動車

風に向かって歩きにくく
なる。傘がさせない。

樹木全体が揺れ始める。
電線が揺れ始める。

道路の吹流しの角度が水
平になり、高速運転中で
は横風に流される感覚を
受ける。

樋（とい）が揺れ始め
る。 20

30

40

50

60

強い風 15以上
20未満 ～70km

風に向かって歩けなくな
り、転倒する人も出る。
高所での作業はきわめて
危険。

電線が鳴り始める。
看板やトタン板が外れ始
める。

高速運転中では、横風に
流される感覚が大きくな
る。

屋根瓦・屋根葺材がはが
れるものがある。
雨戸やシャッターが揺れ
る。高速道路の

自動車

非常に
強い風

20以上
25未満 ～90km

何かにつかまっていない
と立っていられない。
飛来物によって負傷する
おそれがある。

細い木の幹が折れたり、
根の張っていない木が倒
れ始める。
看板が落下・飛散する。
道路標識が傾く。

通常の速度で運転するの
が困難になる。

屋根瓦屋根葺材が飛散す
るものがある。
固定されていないプレハ
ブ小屋が移動転倒する。
ビニールハウスのフィル
ム（被覆材）が広範囲に
破れる。

25以上
30未満 ～110km

特急電車

50以上～
80未満

30以上
35未満 ～125km

屋外での行動は極めて危
険。

走行中のトラックが横転
する。

固定の不十分な金属屋根
の葺材がめくれる。
養生の不十分な仮設足場
が崩落する。

35以上
40未満 ～140km 多くの樹木が倒れる。

電柱や街灯で倒れるもの
がある。
ブロック壁で倒壊するも
のがある。

外装材が広範囲にわたっ
て飛散し、下地材が露出
するものがある。

40以上 140km～
住家で倒壊するものがあ
る。鉄骨構造物で変形す
るものがある。

（注１）強風によって災害が起こるおそれのあるときは強風注意報を、暴風によって重大な災害が発生するおそれのあるときは暴風警報を、さらに重大な災害が起こるおそれが著しく大きいときは暴風特別
警報を発表して警戒や注意を呼びかけます。なお、警報や注意報の基準は地域によって異なります。

（注２）平均風速は10分間の平均、瞬間風速は3秒間の平均です。風の吹き方は絶えず強弱の変動があり、瞬間風速は平均風速の1.5倍程度になることが多いですが、大気の状態が不安定な場合等は3倍以上
になることがあります。

（注３）この表を使用される際は、以下の点にご注意下さい。
1．風速は地形や周りの建物などに影響されますので、その場所での風速は近くにある観測所の値と大きく異なることがあります。
2.風速が同じであっても、対象となる建物、構造物の状態や風の吹き方によって被害が異なる場合があります。この表では、ある風速が観測された際に、通常発生する現象や被害を記述していますので、こ
れより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合もあります。
3.人や物への影響は日本風工学会の「瞬間風速と人や街の様子との関係」を参考に作成しています。今後、表現など実状と合わなくなった場合には内容を変更することがあります。
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3.13　１か月予報資料（２）北半球予想図１か月予報資料（３）スプレッド・高偏差確率

500hPa高度とスプレッド

500hPa高偏差確率空間分布と高度場の標準偏差
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3.14　�１か月予報資料（３）スプレッド・高偏差確率 
［スプレッド等から１か月予報の流れを確認］

（１）略号
FCVX13
FC：季節予報（Forecast Climate）
VX：
13：１か月資料３

（２）記号およびその内容
　①１か月予報のスプレッドと高偏差確率
　毎週木曜日の12UTC初期値で作成される１か月予報用のアンサンブル予
報のスプレッドと高偏差確率の図である。気象庁では毎週金曜日に発表する
１か月予報発表の資料として用いている。
　②500hPa高度とスプレッド（上段）
　500hPa高度（実線，等値線間隔60m）とスプレッド（等値線間隔0.20）
の１か月平均（４週平均），第１週平均，第２週平均，第３～４週（第１図）
平均予報図である。高圧部，低圧部にはＨ，Ｌを示す。スプレッドは，1.0
以上を0.20毎に太実線で示し，スプレッド値は0.2毎に示す。スプレッドが
1.0以上の領域は，陰影領域で示す。
　③500hPa高偏差確率空間分布図と高度場の標準偏差（下段）
　500hPa高度場の自然変動の標準偏差と高偏差確率の１か月平均（４週平
均），第１週平均，第２週平均（第２図），第３～４週平均予報図である。自
然変動の標準偏差の等値線を30m毎に破線で示す。予測された北半球
500hPa高度偏差の絶対値が，解析値の標準偏差の0.43倍を超える場合を高
偏差と定義し，アンサンブルメンバーのうち，何割のメンバーがこのしきい
値を超えているかを示している。各格子点の偏差が標準偏差の±0.43倍を
超える確率（度数）を示す分布領域について，＋0.43倍を超える確率が50

第１図　500hPa高度とスプレッド予想図

第２図　500hPa高偏差生起確率分布図と高度場の標準偏差

500hPa等高度線
実線

スプレッド1.0線
太実線

スプレッド1.0以上の領域
陰影領域

標準偏差+0.43を超える
確率が50％以上の領域
格子の陰影領域

標準偏差－0.43を下回る
確率が50％以上の領域
横縞の陰影領域

自然変動の標準偏差の等値線
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3.14　１か月予報資料（３）スプレッド・高偏差確率　

％以上の領域に格子の陰影を，－0.43倍を下回る確率が50％以上の領域に
横縞の陰影を付けて領域を示す。±0.43を超えた領域でさらに±0.25を超
えた領域を実線で示す。また，高度場の標準偏差の予測値の極大を＋で示す。
標準偏差の0.43倍は，正規分布を仮定した場合の「低い」「平年並」「高い」
の３階級に区分するしきい値に相当する。

（３）解析のポイント
　①予報精度の信頼度の判断のための資料として利用する
　スプレッドは各アンサンブルメンバーの予報とアンサンブル平均予報との
差の平均的な大きさを表す。いわゆる，バラつきの程度を示すので，スプレ
ッドが大きい地点ほど，予報間のバラつきが大きく，予報の信頼性が低いこ
とを示す。逆にスプレッドが小さい地点ほど，予報間のバラつきが小さく，
予報の信頼性が高いことを示す。ここで，スプレッドが大きい，小さいの判
断は，気候値予報（気候値がそのまま出現するとみなした予報）の誤差と比
較して判断する。つまり気候値の標準偏差と比較してスプレッドが大きいか
小さいかが信頼度情報になる。気候値予報の標準偏差を１として，アンサン
ブル予報の信頼度を判断する。すなわち，スプレッドが1.0の場合は，アン
サンブルメンバー間のばらつきは自然の変動と同程度となり，1.0より小さ
い場合はメンバー間のばらつきは気候値より小さいので，信頼度が高い予報
であると解釈される。反対に1.0より大きい場合は，信頼度が低いというこ
とになる。
　また，スプレッドの等値線に500hPa高度のアンサンブル平均予報の等値
線を重ねて見ることによって，スプレッドの大きさが偏西風帯のジェット気
流の予報の違いによるものか，あるいは，プロッキング高気圧の予報の違い
によるものかなどの判断をすることができる。
　②確率予報に利用する
　高偏差確率空間分布図は，予想される500hPa高度偏差が自然変動の標準
偏差の0.5倍を超える確率（負偏差の場合は下回る確率）を表したものである。
確率は全てのアンサンブルメンバーの何メンバーがしきい値を超えているか
を比率で表している。このため，偏差確率空間分布図では，確率が大きい格
子点ほど高偏差となる確率が高いことを示す。

　スプレッドと高偏差確率の利用にあたり，例えば，多くのメンバーが標準
偏差の0.5倍以上の正偏差で，少数のメンバーが極端な負偏差を示す場合，
平均としては弱い正偏差となり，スプレッド（分散）は大きいが，正の高偏
差確率は大きいということもありうる。この場合，アンサンブル平均の偏差
は小さいが，正偏差になる信頼性は大きいと判断することができる。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）
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コラム6　雨の強さと降り方，風の強さと吹き方─③

日本版改良藤田（JEF）スケール
　突風の強さ（風速）の評定には，被害の状況から風速を評定できる

「藤田（F）スケール」が世界で広く用いられている。しかし，藤田
スケールは米国で考案されたものであり，日本の建築物等の被害に対
応していないこと，評定に用いることのできる被害の指標が９種類と
限られていること，幅を持った大まかな風速しか評定できないことな
どの課題があった。
　気象庁では，この藤田スケールを改良し，より精度よく突風の風速
を評定することができる「日本版改良藤田スケール（JEFスケール）」
を2015年（平成27年）12月に策定し，2016年４月より突風調査
に使用している。

日本版改良藤田スケールにおける階級と風速の関係

階級
風速（m/s）
の範囲

（3秒平均）
主な被害の状況（参考）

JEF0 25～38 ・ 木造の住宅において，目視でわかる程度の被害，飛散物による窓ガラ
スの損壊が発生する。比較的狭い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり，
はく離する。

・ 園芸施設において，被覆材（ビニルなど）がはく離する。パイプハウ
スの鋼管が変形したり，倒壊する。

・物置が移動したり，横転する。
・自動販売機が横転する。
・ コンクリートブロック塀（鉄筋なし）の一部が損壊したり，大部分が

倒壊する。
・ 樹木の枝（直径2cm～8cm）が折れたり，広葉樹（腐朽有り）の幹

が折損する。
JEF1 39～52 ・ 木造の住宅において，比較的広い範囲の屋根ふき材が浮き上がったり，

はく離する。屋根の軒先又は野地板が破損したり，飛散する。
・ 園芸施設において，多くの地域でプラスチックハウスの構造部材が変

形したり，倒壊する。
・軽自動車や普通自動車（コンパクトカー）が横転する。
・通常走行中の鉄道車両が転覆する。
・地上広告板の柱が傾斜したり，変形する。
・道路交通標識の支柱が傾倒したり，倒壊する。
・コンクリートブロック塀（鉄筋あり）が損壊したり，倒壊する。
・樹木が根返りしたり，針葉樹の幹が折損する。

JEF2 53～66 ・ 木造の住宅において，上部構造の変形に伴い壁が損傷（ゆがみ，ひび
割れ等）する。また，小屋組の構成部材が損壊したり，飛散する。

・鉄骨造倉庫において，屋根ふき材が浮き上がったり，飛散する。
・普通自動車（ワンボックス）や大型自動車が横転する。
・鉄筋コンクリート製の電柱が折損する。
・カーポートの骨組が傾斜したり，倒壊する。
・コンクリートブロック塀（控壁のあるもの）の大部分が倒壊する。
・広葉樹の幹が折損する。
・墓石の棹石が転倒したり，ずれたりする。

JEF3 67～80 ・木造の住宅において，上部構造が著しく変形したり，倒壊する。
・ 鉄骨系プレハブ住宅において，屋根の軒先又は野地板が破損したり飛

散する，もしくは外壁材が変形したり，浮き上がる。
・ 鉄筋コンクリート造の集合住宅において，風圧によってベランダ等の

手すりが比較的広い範囲で変形する。
・ 工場や倉庫の大規模な庇において，比較的狭い範囲で屋根ふき材がは

く離したり，脱落する。
・鉄骨造倉庫において，外壁材が浮き上がったり，飛散する。
・アスファルトがはく離・飛散する。

JEF4 81～94 ・ 工場や倉庫の大規模な庇において，比較的広い範囲で屋根ふき材がは
く離したり，脱落する。

JEF5 95～ ・ 鉄骨系プレハブ住宅や鉄骨造の倉庫において，上部構造が著しく変形
したり，倒壊する。

・ 鉄筋コンクリート造の集合住宅において，風圧によってベランダ等の
手すりが著しく変形したり，脱落する。
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3.14　１か月予報資料（３）スプレッド・高偏差確率１か月予報資料（４）各種時系列

850hPa気温偏差
時系列図（北日本）

850hPa気温偏差
時系列図（東日本）

850hPa気温偏差
時系列図（西日本）

850hPa気温偏差
時系列図（沖縄・奄美）

東西指数（極東域）
時系列図

500hPa沖縄高度場
偏差時系列図

500hPa東方海上高度
偏差時系列図

オホーツク海高気圧
指数時系列図

北半球平均
スプレッド時系列図と
28日移動平均の3日分

日本域平均
スプレッド時系列図と
28日移動平均の3日分

熱帯域200hPa
速度ポテンシャルの
アンサンブル平均
時間空間平均図
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3.15　�１か月予報資料（４）各種時系列 
［各種時系列から１か月予報の流れを確認］

（１）略号
FCVX14
FC：季節予報（Forecast Climate）
VX：
14：１か月資料４

（２）記号およびその内容
　①１か月予報用の各種時系列
　毎週木曜日の12UTC初期値で作成される１か月予報用のアンサンブル予
報の各アンサンブルメンバーの予報結果の各種時系列図である。気象庁では
毎週金曜日に発表する１か月予報発表の資料として用いている。
　②850hPa気温の領域平均値の各メンバーの予報結果の時系列図

　アンサンブル予報の850hPa気温予想の時系列図である。各アンサンブル
メンバーの北日本，東日本，西日本（第１図），沖縄・奄美の領域平均値を，
予測初期値の日付の前28日の７日移動平均値から予測25日目の７日移動平
均値を時系列にしている。日付は７日移動平均の中日に対応している。予測
初期日前後の７日移動平均には，解析値と予測値の両方が使用されている。
太実線はこれまでの実況とアンサンブル平均であり，実線・破線は各アンサ
ンブルメンバーである。最新の初期値の日付に該当する位置を太縦線で示す。
　太実線のアンサンブル平均は，すべてのメンバーの平均であり，最も確か
らしい推定値ということができる。ただし，各メンバーのばらつきが大きい
ほど，信頼性が低いと考えられる。予測結果が２つのグループに分かれる場
合には，一般に構成メンバー数の多いグループの方が実現する可能性が高い
と考えられる。
　気温偏差の図は，見るからにスパゲティが絡まっているように見えるので，

「スパゲティ・ダイアグラム」と呼ばれている。
　850hPaの気温と地上の気温は同じように変化する可能性が高いので，ど
のような気温予想をするメンバーが多いのか注意して見る必要がある。
　③極東東西指数の各メンバーの予報結果の時系列図
　東西指数は緯度40度帯の平均高度の平年差から60度帯の平均高度差の平
年差を引いて求める。対象領域の極東域は東経90～170度である。極東東
西指数の値は，予測初期値の日付の前28日の７日移動平均値から予測25日
目の７日移動平均値を時系列にしている。太実線はこれまでの実況とアンサ
ンブル平均であり，実線・破線は各アンサンブルメンバーである。
　偏西風の蛇行の程度を見る目安で，季節予報では最もよく使われる指数の
１つである。東西指数が正のときは高指数（東西流型）といい，偏西風の蛇
行は小さく，東西の流れが卓越する。一方，負のときは低指数（南北流型）
で，偏西風の流れが比較的南北に蛇行している型となる。
　④沖縄高度の各メンバーの予報結果の時系列図
　北緯30度，東経120～140度の500hPa沖縄高度偏差の時系列図（第２図）
である。500hPa高度偏差の値は，予測初期値の日付の前28日の７日移動平
均値から予測25日目の７日移動平均値を時系列にしている。太実線はこれ
までの実況とアンサンブル平均であり，実線・破線は各アンサンブルメンバ
ーである。第１図　850hPa気温の領域平均値の予報結果の時系列図（西日本）

850hPa気温偏差
領域平均実況値

初期値日

各アンサンブル
メンバーの予測値

アンサンブル平均値
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3.15　１か月予報資料（４）各種時系列　

　南西諸島や西日本に対して，暖候期は太平洋高気圧の張り出し，寒候期は
寒気流入の判断の１つとなる。
　⑤東方海上高度の各メンバーの予報結果の時系列図
　北緯40度，東経140～170度の500hPa高度偏差の時系列図である。
500hPa高度偏差の値は，予測初期値の日付の前28日の７日移動平均値から
予測25日目の７日移動平均値を時系列にしている。太実線はこれまでの実
況とアンサンブル平均であり，実線・破線は各アンサンブルメンバーである
　北日本や東日本に対して，寒気の南下の目安になり，高度が高いときは寒
気の南下が弱く，気温が高く，低いときは寒気の流入が強く，気温が低くな
る目安となる。
　⑥オホーツク海高気圧指数の各メンバーの予報結果の時系列図
　オホーツク海高気圧の強さの指標になるオホーツク海高気圧指数の時系列
図である。オホーツク海高気圧指数は北緯50～60度，東経130～150度の
500hPa高度を指数化したものである。予測初期値の日付の前28日の７日移
動平均値から予測25日目の７日移動平均値を時系列にしている。太実線は
これまでの実況とアンサンブル平均であり，実線・破線は各アンサンブルメ
ンバーである。
　⑦北半球平均・日本域平均のスプレッドの時系列図
　北半球平均（第３図）と日本域平均のスプレッドの７日移動平均の時系列
図である。併せて，スプレッドの28日移動平均の３日分を示す（短い太線）。

日付は移動平均の中日に対応している。スプレッドの値が1.0のところが自
然の変動と同じ程度のばらつきを示している。一般に時間の経過とともにス
プレッドが大きくなっており，１よりも大きくなったところからは信頼性が
小さいと判断する。
　⑧熱帯域の200hPa速度ポテンシャルのアンサンブル平均
　赤道付近（赤道±５度）の対流活動を示す図（第４図）で，200hPaでの
発散場の様子を示す。縦軸に時間（日）を上から下へ，横軸に経度（東経０
度→東経90度→東経180度→西経90度→西経０度）を東向きにとった時間
空間断面図である。斜線領域は上昇流であり対流活動が活発な部分となる。
したがって，斜線領域が左上から右下に延びていれば時間とともに対流域な
どの現象が東へ移動していることを，逆に右上から左下に延びていれば現象
が西へ移動していることを意味する。また，傾きがなく，ほとんど鉛直に立
っていれば定常的に動かないことを意味する。こうして対流の活発な部分が
日ごとに東へ移動する季節内振動などが見られる。寒候期に，対流活動の活
発な位置が海洋大陸付近（海洋大陸には東南アジアの島，半島，浅い海が含
まれる）にめぐって来ると，東経90度付近がリッジ場になって寒気が日本
付近に南下しやすくなる。暖候期の太平洋高気圧の位置も日本付近の天候に
影響があるので，大切な指標である。

第２図　沖縄高度の予報結果の時系列図 第３図　北半球平均のスプレッドの時系列図

500hPa高度（沖縄）の偏差実況値 アンサンブル平均値

各アンサンブル
メンバーの予測値

初期値日

初期値

7日移動平均のスプレッド

28日移動平均の3日分
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（３）解析のポイント
　①予報の傾向および予報の信頼性の判断に用いる
　予報作業に直結する要素を選び，各アンサンブルメンバーおよびアンサン
ブル平均の予報結果（７日移動平均値）を実況とつないだ時系列図で示して
いる。このため，予報の傾向をつかむのに容易な資料である。また，時系列
図の広がりは，予報値が実現しうる範囲を示すので，予報値が広がっている
ところは信頼性が低く，逆は信頼性が高い。さらに，予報結果が２つのグル
ープに分かれる場合（例えば北日本850hPa気温が高いグループと低いグル
ープに分かれる場合）には，構成メンバー数の多いグループの方が実現する
可能性が高いことを示している。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

第４図　熱帯域の200hPa速度ポテンシャルのアンサンブル平均図

鉛直流0の等値線

上昇流域
斜線領域

下降流域
白領域
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3.15　１か月予報資料（４）各種時系列１か月予報資料（５）熱帯・中緯度予想図

200hPa流線関数と平年偏差

850hPa流線関数と平年偏差

200hPa速度ポテンシャルと平年偏差

降水量の平年偏差
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3.16　�１か月予報資料（５）熱帯・中緯度予想図 
［熱帯を中心とした１か月予報の流れを確認］

（１）略号
FCVX15
FC：季節予報（Forecast Climate）
VX：
15：１か月予想資料５

（２）記号およびその内容
　①１か月予報の熱帯・中緯度予想図
　毎週木曜日の12UTC初期値で作成される１か月予報用の熱帯・中緯度予
想図である。気象庁では毎週金曜日に発表する１か月予報発表の資料として
用いている。
　②200hPa流線関数と平年偏差，850hPa流線関数と平年偏差
　１段目は，200hPa流線関数（太線）と平年偏差（細線），２段目は，
850hPa流線関数（太線）と平年偏差（細線）である。左から，１か月平均

（４週平均），第１週平均，第２週平均（第１図），第３～４週平均予報図を
示す。陰影は負偏差域を示す。また，＋，－は平年偏差の極大・極小を示す。
１か月予想資料（１）実況解析図（3.12）「200hPa流線関数と平年偏差，
850hPa」「流線関数と平年偏差」の予想図である。
　流線関数は大規模な流れの場を表すため，熱帯の大規模な対流分布に対す
る大気循環場への影響，亜熱帯ジェット気流の蛇行，太平洋高気圧の強弱な
どを確認できる。
　③降水量平年偏差
　３段目は，降水量平年偏差である。左から，１か月平均（４週平均），第
１週平均，第２週平均（第２図），第３～４週平均予報図を示す。陰影は負
偏差域を示す。降水量の平年からの偏りを知ることができる。

第１図　200hPa流線関数と平年偏差（第２週平均）

第２図　降水量平年偏差（第２週平均）

正偏差域
白抜き

負偏差域
陰影

流線関数0の
等値線

平年偏差の
等値線

正偏差域
白抜き

負偏差域
陰影

偏差の
等値線
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3.16　１か月予報資料（５）熱帯・中緯度予想図　

　④200hPa速度ポテンシャルと平年偏差
　最下段は，200hPa速度ポテンシャル（太線）と平年偏差（細線）である。
陰影は負偏差域を示し，＋，－は平年偏差の極大・極小を示す。左から，１
か月平均（４週平均），第１週平均，第２週平均（第３図），第３～４週平均
予報図を示す。破線領域は200hPa・850hPa流線関数図の表示範囲を示す。
１か月予想資料（１）（3.12）「実況解析図200hPa速度ポテンシャルと平年
偏差」の予想図である。
　速度ポテンシャルは，大規模スケールの風の発散・収束を表すため熱帯の
対流活動の監視に用いられ，200hPa速度ポテンシャルの負偏差は対流圏上
層の流れが発散傾向で，対流活発となる傾向を意味する。

（３）解析のポイント
　熱帯の対流活動の活発域・不活発域の推移と，それに関連した亜熱帯ジェ
ット気流の蛇行や亜熱帯高気圧の強弱など上・下層の大気循環場への影響，
それに関連した多雨・少雨域などを確認する。

（４）提供場所
　数値予報天気図（https://www.jma.go.jp/bosai/numericmap/#type=nwp）

第３図　200hPa速度ポテンシャルと平年偏差（第２週平均）

流線関数図の表示範囲

負偏差域
陰影

正偏差域
白抜き

速度ポテンシャル
0の等値線


